
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　これ以上、好きになることなどないと思っていた。

　それほどに愛いとおしく、大事な存在だった。

　だけど昨晩、その感情は驚くほど簡単に更新された。

　シシリー、マリアとの合同誕生日会の後、シシリーは俺の部屋に泊まった。

　初めて一いち夜やを共にし、愛を囁ささやき合あい、体を重ね合った。

　俺以外の誰にも見せないその姿を見た時、俺の中に込み上げてきたのは、快楽ではなく、狂おしいほどの愛情だった。

　真っすぐに俺に愛情を向けてくれるシシリーのことが、愛おしくて仕方がなかった。

　身も心も一つになった感動と、心地良い疲労で眠りについた俺たちは、朝までひと時も離れることはなかった。

　そして、朝、目が覚めて幸せな温もりと感触に浸ひたっていると、シシリーも目を覚ました。

「……んぅ」

「おはよう、シシリー」

　目が覚めたシシリーに声を掛けると、一瞬事態が吞のみ込こめていなかったシシリーは少しポーッとした後、真っ赤になって俺の胸に顔を擦こすり付つけてきた。

「お、おはようごじゃいます……」

　恥ずかしさからなのか、若干嚙みながら挨あい拶さつしてくるシシリーに激烈に萌もえながら、俺はシシリーに囁きかける。

「その……大丈夫だった？」

「え？　あ、ちょ、ちょっと痛いけど大丈夫です」

　シシリーは赤くなりながらも、微笑ほほえみながらそう答えてくれる。

　その笑みに堪たまらなくなった俺は、シシリーをギュッと抱きしめて囁いた。

「本当に、愛してる……」

「……私も、愛してます」

　そう言って、シシリーも抱きしめ返してくれる。

　これはもう……たまらん。

「あ……」

　シシリーが何かに気付くが、それはしょうがない。

「……朝だから」

「……もう」

　その日の朝は、確実にこの人生で最良の朝だった。
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　色んな意味で大騒ぎだった誕生日パーティーの翌日。

　パーティーに使われたホールは、マリーカさんたちメイドさんの手によってすっかり綺き麗れいにされていた。

　相変わらず、ウォルフォード家の使用人さんたちのレベルが高い。

　そして、昨日酔いつぶれて泊まった人が大勢いたので、その人たちの朝食も用意すべく、朝からパタパタと忙いそがしく働いている。

　いつも俺たちを助けてくれるこの人たちにも、なにかしてあげないとなあ。

　なんてことを思いながらリビングのソファに座り、メイドさんたちが働くさまを眺ながめていた。

「シン君、どうしたんですか？」

　マリーカさんたちが働く様子を何とはなしに眺めていたら、隣にくっついて座っているシシリーから声をかけられた。

「ん？　いや、マリーカさんたちにはいつもお世話になってるからさ、なにか慰い安あん的てきなことができないかなと思ってさ」

　思ったことをそのまま言ったら、シシリーは突然俺にしなだれかかってきた。

「皆さんのことを大切に考えてくれているんですね。優しいシン君……大好きです」

　そう言って頭を胸に擦すり寄よせてくるシシリー。

　か、可愛かわいいな！　おい！

　甘えてくるシシリーに我慢ができなくなりそうになった時……。

「ちょ……ちょっと、なに？　この甘い空気は？」

「歯が浮きそうですわ」

「はわわ、大人の情じよう事じです！」

　ウチに泊まっていったマリア、エリー、メイちゃんの三人が起きてきた。

「あ、おはようございます」

「……シシリーがアワアワしない……」

「あら、ひょっとして」

「ふえ？」

　事もなげに挨あい拶さつするシシリーを見て、マリアとエリーはなにかに感付いたようだ。

　メイちゃんは、ソファでイチャイチャしていたのを見ての反応らしい。
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　っていうか、よく使ってるけど、なんで十歳の子が情事なんて言葉を知ってるんだ？

「そう……そうなのね？」

「おめでとうと言った方が良いのかしら？」

「え？　なにかあったですか？」

　事情を察したらしいマリアとエリーに比べて、何も分かってないメイちゃんにちょっとホッコリした。

　すると、続けてオーグとアリスも起き出してきてリビングに顔を出した。

「朝から何をしているんだ？」

「おはよ……わ！　シン君とシシリーがいつも以上にベッタリくっついてる！」

「おはようございます」

　さすがに、オーグに対してそのまま挨拶するのは憚はばかられたのか、シシリーは俺から離れ姿勢を正して挨拶した。

　そんなシシリーの横から、二人と一緒の部屋に泊まったディスおじさんとアリスの父グレンさんについて聞いてみた。

「おはよ。皆どうしてる？」

「夕べ相当吞のんだのだろう。うなされていたぞ」

「ウチのお父さんも……もう、恥ずかしいなあ！」

　酔っぱらうディスおじさんはよく見るけど、グレンさんはそもそも吞んでいるところを初めて見た。

　ベロベロに酔っぱらったところを見られたのが恥ずかしかったのだろう。

　アリスが文句を言っている。

　でも、グレンさんの気持ちも何となく分かる。

「まあ、尊敬する教きよう皇こうさんのあんな姿見ちゃったもんな……」

　エカテリーナさんのことを、教皇様ではなく聖せい女じよ様と呼んでいた。

　青春時代のアイドルだったのだろう。

　そんな人に恋人がいたことが判明しちゃあな。

　相当ショックだったんだろう。

　だが、ディスおじさんは違うよな。

「父上は事情を知っていたのだから、ただの吞みすぎだ。まったく、今日も公務があるというのに」

　相変わらずディスおじさんに辛辣だな、オーグは。

「それより……」

「なに？」

　ディスおじさんのことで愚痴を言っていたオーグが、俺とシシリーを見てなにか言いたそうにしていた。

「お前たち、ひょっとして……」

「おはよう……」

　オーグも何かに気付いたようだが、その言葉を遮さえぎるように、昨日ベロベロに酔っぱらっていたエカテリーナさんが、フラフラとした足取りで現れた。

　大国の王おう太たい子しとはいえ、創そう神しん教きようの教皇を差し置いて話はできないらしくそれ以上言葉を続けなかった。

　何を言おうとしていたのかは分からないけど、とりあえず二日ふつか酔よいで辛つらそうなエカテリーナさんに挨拶した。

「おはようございます、エカテリーナさん。大丈夫ですか？」

「おはようシン君。私、昨夜師匠と話をした後の記憶がないんだけど……なにか変なことしなかったかしら？」

　まあ、あんだけベロベロに酔っぱらってちゃな……。

　っていうか、昨晩のあの醜しゆう態たいは教えてあげた方がいいのだろうか？

「え？　いや……」

　そう言いながら皆を見ると、ブンブンと首を横に振っていた。

　昨日のことはなかったことにするつもりだろう。

「別に何も……」

「そう、よかった……あー頭いたい……」

「だ、大丈夫ですか？」

　二日酔いが辛そうなエカテリーナさんに対し、シシリーが言葉をかける。

「大丈夫よ。こんなになるまで吞んだのは久し振りだから体が驚いたのかしら。無理をするものではないわねえ」

　まあ、教皇さんだしな。

　吞むとしても、乾かん杯ぱいやたしなむ程度なんだろう。

　他の大人たちに比べて、大分早い段階で酔い潰れちゃったしな。

「それにしても、記憶がなくなるまで吞むなんて……皆さんには、はしたないところを見せちゃったわ」

「たまにはいいんじゃないですか？　息抜きも必要ですよ」

「フフ。ありがとうシン君。さて、そろそろ帰らないと」

　起きてきて、すぐに帰るというエカテリーナさん。

　そんなに急がなくてもいいと思うんだけど。

「朝食がもうすぐできると思いますけど」

「向こうでも朝食が用意されているのよ。それを食べないと、昨夜抜け出してきたことがバレてしまうわ」

「黙って出てきたんですか!?」

　なにやってんだこの人!?　確かに、ゲートが使えればこっそり抜け出すこともできるだろうけど。

　っていうか……。

「こっそりってことは、じいちゃんはエカテリーナさんのプライベートルームに迎えに行ったんですか？」

「ええ。昔、放ほう浪ろうの旅をしていた時にイースにも立ち寄ったことがあるし、先生と師匠が私の恩おん師しであることは、イースでは割と知られているの」

「へえ」

「シン君たちが魔ま人じんを掃討してくれた後ぐらいに、通信機でディー兄さんに連絡をとってね、師匠たちに来てもらったの。その時に部屋まで案内したのよ」

「いつの間に……」

　俺たちが魔人領攻略作戦から王都に戻った後、爺じいさんとばあちゃんがよく家を空けていたのはそういうことか。

「でも、なんで呼んだんですか？　何か用事でも？」

「いいえ？　ただ、日ごろの愚ぐ痴ちや弱よわ音ねを聞いてもらっていただけよ？」

「……ディスおじさんも山奥の家に愚痴を言いに来てましたけど……国こつ家か元げん首しゆって、じいちゃんとばあちゃんに愚痴を言うのが流は行やってるんですか？」

　俺がそう言うと、エカテリーナさんは苦笑しながら言った。

「私やディー兄さん、アーロンもそうだけど、国のトップになっちゃうと弱音なんて吐つけないのよ。弱味を握られちゃうから。その点、先生と師匠なら気軽に弱音を吐はけるもの」

　リアルに口は災わざわいになるんだ……。

　きっと、日頃言えない愚痴とか溜たまってるんだろうなあ。

　その点、爺さんとばあちゃんは昔馴な染じみだから話しやすいんだろう。

　エカテリーナさんとそんな話をしていると、当の本人たちが起きてきた。

「ほ。起きておったか」

「おはようさん。大丈夫かね？」

「あ、先生、師匠。おはようございます」

　ところで、さっきから気になってたけど、先生って爺さんのことか。

「じいちゃん、先生って呼ばれてるんだね。昔は人に教えるのが苦手だったんじゃないの？」

「この子が勝手に呼んどるだけじゃよ」

「見ているだけで勉強になったもの。先生で間違いないですわ」

　見てるだけで、色々吸収しちゃったのか。

　聖女と呼ばれ、教皇にまで上り詰めた人だものな。

　この人も天才なんだろう。

　そんな世間話をしていたのだが、事情を知っているっぽいばあちゃんが、エカテリーナさんに声を掛けた。

「さて、それじゃあそろそろ戻るかい？」

「はい。お願いします」

「ほ。それじゃあ、行くかの」

　そう言った爺さんは、ゲートを開く。

　そのゲートに向かっていたエカテリーナさんが、俺たちの方に向きなおった。

「それでは皆、次に会うのは、結婚式の時ね。それまで元気でね」

『はい！　教皇様もお元気で！』

　皆は、綺麗に頭を下げ、エカテリーナさんに礼をしている。

「また会えるのを楽しみにしてます」

「フフ。それじゃあね」

　俺たちに向けて軽くウインクを一つしたエカテリーナさんは、ゲートを潜ってイースにある自分の部屋へ帰っていった。

　俺はそうでもないけど、他の皆はようやく一息つけたようで揃そろって息を吐いていた。

「それにしても、そんなに緊張するもんか？」

「お前が特殊すぎるんだ。創神教のトップだぞ？　普通、会えるだけでも幸運だというのに……」

「まさか、本当に名前呼びをするとは夢にも思ってませんでしたわ」

　オーグみたいな王族ですら、滅めつ多たに会えない人なのか。

　でも、ディスおじさんはエカテリーナさんの兄弟子だって言ってたし、会おうと思えば会えるんじゃないかな？

　そして、エリーの言う名前呼びだが、爺さんとばあちゃんの元弟子ということで、急に親近感が湧いちゃったんだよ。

　俺は二人の孫だけど、いわば師匠と弟子でもあるからな。

　俺にとっては姉あね弟で子し？　みたいな感じがしたんだ。

「本当にアンタは……人間関係すら非常識とか、どうなってるのよ？」

　マリアがそんなことを言ってくるけど、人間関係に関しては俺のせいではない！

「じいちゃんとばあちゃんのせいだよ、それは！」

　そんなことを言い合っていると、二階から誰かが下りてくる足音が聞こえた。

「あぁ……頭が痛い……」

「ちょ……あにさん。揺らさんといて……」

　ディスおじさんとアーロンさんの兄あに弟で子し二人が、フラフラした足取りで現れた。

　そこには、兄弟子としても、国家元首としても威い厳げんはない。

「あれ？　カーチェはもう帰ったのかい？」

「たった今帰ったよ。ディスおじさんとアーロンさんは帰らなくていいの？」

「私にとって、ウォルフォード家は離れみたいなもんだよ。誰も心配なんてしてないよ」

「俺は帰らなあきませんわ。一応嫁よめの目の前でオヤッさんにゲートで連れ出してもろたから変な勘ぐりはされてへんやろうけど、それとこれとはまた話が別やからなあ……」

「ここにも奥さんに頭が上がらない人が……」

　今まで亭てい主しゆ関かん白ぱくな人に会ったことがない。

　ひょっとして、そんな言葉もないのかも……。

　すると、アーロンさんがディスおじさんに同意を求めるように声を掛けた。

「オヤッさんかて……なあ？」

「いや、マーリン殿を引き合いに出すのはさすがに……相手はメリダ師だぞ？」

「そら勝てんわ」

　爺さんを引き合いに出しておじさん二人は楽しそうに笑っているけど、俺は笑えなかった。

　だって、エカテリーナさんをゲートで送りに行っただけだぞ？

　長居する訳がない。

　つまり……。

「ほう？　アンタたち、楽しそうな話をしてるじゃないか？」

「げえっ！　お、お師匠さん!?」

「メ、メリダ師!?　も、もう戻ってきたのですか!?」

　二人の背後にゲートが開き、そこからばあちゃんが現れたのが見えていたのだ。

　当然、さっきの会話も聞かれてた訳で……。

「どうも、長く人の上に立ちすぎて傲ごう慢まんになっちまったようだ。こりゃあ、ちょっと性根を叩き直してやらないといけないかねえ？」

「なっ!?」

「そ、そんな!?」

　大国の国家元首二人が絶望に打ちひしがれてるよ。

　やっぱり、ばあちゃんが世界最強なんじゃ……。

　結局、ディスおじさんとアーロンさんの二人はリビングに正せい座ざさせられ、同じく泊まっていたジュリアおばさんが起きてくるまで延々と説教されており、朝食が出来上がるころには、二人ともグッタリしていた。

　結局、アーロンさんは家で朝食を摂らないと奥さんがうるさいとのことで、朝食は取らずに帰って行った。

　二日酔いと、説教のダメージでフラフラしながら。

　と、そんなアーロンさんの様子を見て、俺はあることを思い出した。

「あ」

「シン君、どうしたんですか？」

　思わず声を出してしまった俺に、シシリーがどうしたのかと聞いてくる。

「エカテリーナさんとアーロンさんに、例のペンダントを貸してあげればよかった」

「え？　ああ。二日酔い辛そうでしたもんね」

「まあ、今更って気もするけど、昨日のうちに渡してあげてれば泥でい酔すいしなくてすんだんじゃないかなあ」

「気が付きませんでしたね」

　俺たちが普段から身に付けている『異い物ぶつ排はい除じよ』の効果が付与されたペンダントを、エカテリーナさんとアーロンさんに貸してあげれば、昨夜あれだけ吞んだとしても翌日二日酔いにならずに済んだかもしれない

「悪いことしちゃったな」

　俺がそんなことを言っていると、

「そんな気を回さなくていいさね。あれは自業自得。酒は吞んでも吞まれるな。これでちょっとは反省するだろうさ」

　アーロンさんの見送りには同行しなかったばあちゃんがそう言った。

　辛い思いをさせて、失敗から学ばせようってことか。

　相変わらずばあちゃんは容よう赦しやない。

　同じく二日酔いのディスおじさんも、居い心地ごこちが悪そうな顔をしている。

　そんなディスおじさんを気に掛けず、ばあちゃんは朝食のテーブルについた。

　俺たちもそれに続いてテーブルにつき、結局そのまま泊まった皆で朝食を取った。

　普段、俺達三人しか使わない大きなテーブルは、今日は本来の役目を果たすかのように人で埋うまっていた。

　それにしても、これって傍から見たら異様な光景だよな？

　王族、貴族、平民が一緒のテーブルという、ウチ以外では絶対ありえない組み合わせで朝食を食べる。

　王族、貴族組は気にしてない様子だが、平民であるアリス父子は非常に居心地が悪そうである。

　かといって、二人だけ別にするのも疎そ外がいしているようで可哀想だしな。

　まあ、そのうち慣れるだろ。

　そんな風に、考えごとをしながら食事していたからだろうか。

「シン君」

「ん？」

「ほっぺに……」

「え？　ああ」

　おかずがついたのかな。

　頰ほおを撫なでると、シシリーがクスッと笑って手を伸ばした。

「もう、ここですよ」

　そうして、俺の頰についたおかずをひょいとつまむと、そのまま自分の口に運んだ。

「食べながら考えごとしてちゃ駄目ですよ？」

「そうだね、ゴメン」

　そんな、何なに気げないやり取りをシシリーとしていたのだが、なぜか妙に視線を感じた。

　話し声も止んでるし、なんだ？

「今の何気ないやり取り……」

「やっぱり、そうなんですわね？」

「そうかい。大人になったかい、シン」

　マリアとエリーが何か確信したように、ばあちゃんは感慨深そうにつぶやく。

「え？」

「はい？」

　俺とシシリーは、今のやり取りで何が分かったのかが分かってない。

　何？　何を理解したの？

「なるほど、なるほど。これは是ぜ非ひとも、この事態を速すみやかに終息させないといけないみたいだねえ」

「頑張ってくださいな、あなた」

　なんかディスおじさんが急にやる気に満ちて、ジュリアおばさんもおじさんを支援している。

「あの……皆、何言ってんの？」

　皆が何を話しているのか本当に分からなかった俺はそう訊たずねたのだが、それにオーグが答えた。

「大人になったお前たちのために、早く結婚式を行ってやらねばいけないと考えているのだろう」

「あ、そういうこと……」

「はぅ!?」

　それがバレたのね……。

「あぅ、あぅ、シン君とシシリーのえっち！」

　うおいアリス！　そんな直接的な言葉を発するな！　恥ずかしいだろうが！

　もう、皆には何があったのかバレバレになってしまったようで、なんとも生温かい視線を頂戴してしまった。

　シシリーは真っ赤になって、顔も上げられない。

　そういう俺の顔も赤いに違いない。

　やばい、メッチャ恥ずかしい……。

「ふえ？　なにかあったですか？」

　そんな中で、唯ゆい一いつなにも分かってなかったメイちゃんにホッコリしたのは言うまでもない。

　そんな恥ずかしい思いをした朝食が終わり、泊まっていた人たちも各おの々おのの家に帰り、家にはシシリーだけが残りいつもの日常に戻った。




　昨日の大騒ぎが噓のように静まり返った我が家で、爺さんとばあちゃん、俺とシシリーはリビングのソファに座っている。

　なんでかって言うと、爺さんとばあちゃんから話があるって言われたからだ。

　なんだろう？

　ひょっとして、まだ早すぎたのかな？

　怒られるかもしれないと、ビクビクしながら二人の前に並んで座っている、俺とシシリー。

　爺さんとばあちゃんは、非常に難しい顔をしながらも中々言葉を発しようとしない。

　そ、そんなにまずかったのか？

　そう思った矢先だった。

「実はの……シンにはまだ話しておらなんだことがあるのじゃ」

「話してないこと？　昔、弟子がいたこととか？」

「まあ、似たようなもんじゃ」

　ということは昔のことか。

　そういえば、昔、魔人を倒したことがあるとは聞いたことがあったけど、それが爺さんたちの親友だったとは思いもよらなかった。

　そういう話だろうか？

　そう、推測したのだが……。

「シンは不思議に思わなかったかい？　アタシらは元夫婦だ。なら……子供はいなかったのか？　と」

「それは……」

　確かに思った。

　でも、世の中には子供が欲しくても、どうしても授さずかれない夫婦はいる。

　だから、爺さんとばあちゃんもそんな夫婦なんだろうと、勝手に思っていた。

　でも、この口ぶりからすると違うのか？

　そして、ようやくばあちゃんが、その重い口を開いた。

「昨日、小娘……エカテリーナに恋人がいたって話があっただろう？」

「うん」

　確か酔い潰れたときに名前を言っていたな。

「その恋人というのはのう……」

　ばあちゃんの言葉を引き継いで爺さんが話し出したけど、この話の流れ……まさか。

「ワシらの息子……名前はスレインというんじゃ」

　やっぱり……そうか……。

　でも、だとすると。

「昨晩のエカテリーナの言葉。それだけで分かるだろう？　スレインは死んでしまって、もうこの世にはいない」

「そう……なんだ……」

　親として、子供に先立たれることは、どれほど辛いことなのだろう？

　俺は、前ぜん世せでも今こん世せでも親になったことがないから分からない。

　でも、相当辛かったことは推測できる。

「……辛かったんだね……じいちゃん、ばあちゃん」

「シンっ……」

「おバカ！　そ、そんなこと言うんじゃないよ！」

　思い出してしまったのだろう、二人の目に涙が浮かんでいる。

　そりゃあ話せる訳ないよな。

　辛いことを思い出してしまうんだから。

「じいちゃん、ばあちゃん。辛いなら話さなくてもいいよ？」

「……いいや、ワシらは家族じゃ。家族の間にあったことはみな知っておかねばならん」

「今まで黙ってたアタシらが言えた義理じゃないけどね。エカテリーナに諭さとされたよ。家族であるシンに隠し事をしたままでいいのかってね」

　自分たちの子供を亡くしてしまった話など、したくないに違いない。

　だけど、爺さんとばあちゃんは、俺は家族なんだから知っておかないといけないと言ってくれた。

　そっか……家族だもんな。

　二人がそう決意してくれたことが嬉しく、でも辛い話をさせないといけないことに少し心苦しい思いをしながら、二人の話を聞くことにした。

「分かったよ。全部聞く。聞かせて？」

「お爺様、お婆様。私も聞きます。聞かせてください」

　シシリーがここに呼ばれているということは、シシリーも家族として認められているということだ。

　それを感じ取ったシシリーも、二人の話を聞く態勢になる。

「そうじゃな。スレインが産まれたのは、ワシらが魔人を討伐する数年前じゃった」

「やんちゃな男の子でねえ……アンタとは違う意味で目が離せない子だったよ」

　二人が昔を思い出して優しい目をしている。

　幸せな時代の記憶か……。

「当時のワシは魔物ハンターをしておってな。子供が産まれるまではメリダとペアで仕事をしておった」

「アタシが子供を産んでから、マーリン一人で魔物狩りに行ってたんだけど……よく素材をダメにして帰ってきてたねえ……」

「え？　そうなの？」

「ほっほ……昔は繊せん細さいな魔法は苦手じゃったんじゃ」

　意外だ、メッチャ意外だ。

「スレインを育てなきゃいけないからお金がかかるって言ってんのに、いっつも暴走して」

「い、今はその話はエエじゃろ？　スレインの話じゃ」

「ああ、そうだったね」

　爺さんの若いころの話も気になるけど、今はそれよりスレインさんの話だ。

「スレインを育てなきゃいけないから、色々と入用でね。アタシも独自に魔道具を開発したりして生活費を稼かせいでいたのさ」

「庶民の生活の役に立つ魔道具を作り出しての……ワシより稼ぎが多かったのう……」

　ばあちゃん、世界中の人が使うようになった魔道具を作った人だからなあ。

　そりゃ、稼ぎも凄いだろ。

「そんなアタシとずっと一緒にいたからかね。魔法使いの素質はあったけどあの子は魔道具職人になりたがったねえ」

「へえ、なんか意外」

　俺は側にいたのが爺さんだったからか、魔法使いにメッチャ憧れた。

　まあ、魔道具の作り方も教えてもらったけど。

「そんなある日、例の魔人騒動が起こった訳だけど……」

　魔人の話をし始めたら、二人の顔に影が射した。

　そっちも辛い過去だもんな……。

「先日話した通り、倒した魔人はワシらの昔からの親友じゃ。親友を倒して英雄として持もて囃はやされることに耐えられなくての……スレインが成人したら、王都を出て旅に出ようということになったのじゃ」

「その旅だね、ディセウムが付いてきたのは」

　ということは、例の旅にはもう一人、スレインさんが入ってパーティーが完成するのか。

「途中で、神み子こになりたてのエカテリーナを拾ってね。同い年だった二人は、わりとすぐに気が合って、恋こい仲なかになるまでにさほどの時間はかからなかったねえ」

　十五、六歳のころか。俺とシシリーと一緒だな。

　シシリーも同じことを感じたようで、俺の手を握にぎってきた。

　だがそれは、甘える感じではなく少し震えている。

　この後、恐らく悲劇が待ち受けているはずだから、そのことを考えてしまったのだろう。

「行商の途中で魔物に襲われていたアーロンを助けて、そのままアタシらに付いて来て数年……旅は順調そのものだった」

　恋こい仲なかになってから数年経過していたのか。

　結婚はしなかったのかな？

　その疑問は、次のばあちゃんの言葉で解消した。

「スレインが魔道具職人として独り立ちできるようになったら二人は結婚するはずだった」

　なるほど、生活の基盤ができるまで待っていたのか。

　確かに、結婚しても生活できないと意味ないしな。

「それがのう……いよいよ結婚しようということになってカーチェの両親に挨拶に行こうとしたとき、とんでもない報せが入ったんじゃ」

「とんでもない報せ？」

「ああ……竜がね、魔物化したっていうんだ」

「竜？」

「そ、そんな!?　まさか!?」

　シシリーはメッチャ驚いているけど、俺はピンとこない。

　え？　竜ってドラゴン？

　空想上の動物で、実在はしてないんじゃなかったっけ？

「あの、竜って？　実在すんの？」

「ん？　ああ、シンは知らんかの」

「草食竜や肉食竜なんかがいてね、魔物化してなくても数メートルはある体たい軀くの、トカゲみたいな生物さ」

　草食竜に肉食竜にトカゲって……。

「恐竜かよ!?」

「キョウリュウ？」

「なに言ってんだい。竜は竜だよ」

「あ、あはは。そ、そっか。そんな生物がいたんだ」

　アブね。思わず変なこと口走っちゃった。

　それにしても、この世界って恐竜が生き延びてるんだな。

「竜は、その皮が非常に高級な素材になるんでな。魔法を覚えた人間が乱らん獲かくして数を減らしてのう。とある地域に保護されておるんじゃ」

「生物は、大型であればあるほど、そして知恵があればあるほど魔物化はしにくいと、そう思われていたんだけどね」

「竜もな、魔物化はしないと思われていた動物だったんじゃ」

「だけど……それは起こってしまった」

「ほんの数年前に人間の魔物化を見たワシらは、わりとすぐにそれを受け入れられたんじゃがの」

「魔人騒動に直接関わりがなかった連中は、それはもう取り乱してねえ」

「たまたま居合わせたワシらに討伐の依頼がきたんじゃ」

　それはそうか。前ぜん代だい未み聞もんの事態で混乱している最中、落ち着き払った魔人討伐の英雄がいたら、誰でも縋すがるに決まってる。

「そうして依頼を受けたワシらは、竜の魔物は確かに討伐した。したんじゃが……」

「……その戦闘の際に、スレインがエカテリーナを庇かばって……」

「もういいよ！　もう話さなくていい！」

　二人の顔がみるみる辛そうになっていったので、俺は思わず二人の会話を遮さえぎってしまった。

　その場面を思い出してしまった二人は、しばらく悲痛な表情をしていたが、再び話し始めた。

「エカテリーナの取り乱しよう、落ち込みようは酷くてのう。なんとか心が壊れずに持ちこたえたんじゃが……今も引ひき摺ずっておるんじゃろう。今の歳まで独身なのがいい証拠じゃ」

　昨日はもう吹っ切れたみたいなことを言っていたけど、ずっと引き摺ってるんだろうな……。

　酔いつぶれたときに「さびしい」って言ってたし……。

「……アタシらも、スレインのことが相当応えてねえ……息子も守れない者が、何が英雄だってね。ハンターを辞めちまったのさ」

「スレインを死なせてしまったことは、ワシらの関係も変えてしまった。ワシもメリダも、お互いに息子を守れなかったことを後悔しての。二人して自分のせいだと、己を責めていたんじゃ」

「そんな状態のまま夫婦生活を続けるのは苦痛でねえ……それで離り婚こんしちまったのさ」

　そっか……。

　なにかあるとは思っていたけど、そんなに重い話があったとは……。

「それから数年経ったころじゃのう、シンを拾ったのは」

　そんな辛い過去があったなんて、微み塵じんも感じられなかった。

　俺には、そんな姿は見せないように、気を遣ってくれたんだな……。

「まさしく奇跡としかいいようのない状況で生き延びていたシンを拾った。身元も分からん、そんな赤子がワシの腕の中におった。ワシはこれを天命じゃと思うた。今度こそ、この子を死なせんように育てよと言われとるとな」

「そっか……」

「……それでかい？　アンタが、シンにアホみたいに魔法を教えていたのは？」

「そうじゃな。確かにシンの物覚えの良さに暴走した感は否めんが……大元は、シンが誰にも害されんような強さを身に付けて欲しかったというのが本音じゃの」

「その結果がこれかい……」

　あれ？

　いつの間にか俺の話になって、ばあちゃんが溜め息吐いてる。

　どうしてそうなった!?

「あの……一つ質問いいですか？」

　二人の話の矛ほこ先さきが俺に向いたことに疑問を感じていると、シシリーが手をあげた。

「ほ。なんじゃ？」

「なんでも言ってみな」

　なんだろう？

「ずっと不思議だったんです。普通、子供を拾った場合、その人は育ての親、つまり養よう父ふになると思うんですけど……お爺様は、なぜ祖そ父ふと孫としてシン君を育てたんですか？」

「そういえばそうだ。じいちゃんはじいちゃんだったから、今まで全く疑問に思ってなかった」

　すると爺さんは、少し苦笑して話してくれた。

「スレインとエカテリーナがあのまま結婚していたら……恐らく、シンくらいの孫がおったはずじゃと……そう思うてな」

「……シンの本当の両親や親族には申し訳ないことなんだけど……シンを初めて見たとき、アタシもそう思ったよ。この子はアタシらの孫だ……ってね」

　最初から、俺を孫として育てたのは、本当なら俺くらいの孫がいてもおかしくなかったから。

　何事もなければ、本当にそうなっていたはずだから。

　だから『孫』として育てられたのか……。

　英雄の孫、賢者の孫と言われているけど、そんな悲しい想いがあったんだな……。

「昨日酔ったカーチェが、自分のことをお母さんと呼べと言っていたじゃろう？」

「ああ……本当に無む茶ちやなこと言うよね」

　あれには本当に参った。

　教皇さんを、名前呼びだけでなく母と呼べなんて無茶もいいところだ。

　周りの空気が固まったのが分かったからな。

「それも同じじゃろう」

「え？」

「本来なら、ワシとメリダの孫、それはエカテリーナが産んでいたはずじゃからな」

「あ……」

『師匠の孫なんだから、私の子供でいいでしょう？』

　酔って呂ろ律れつが回ってなかったけど、確かにそう言った。

　そうか……エカテリーナさんも、爺さんたちと同じように思っていたのか……。

　俺のことを、産めなかった自分の子供と重ね合わせたんだろうなあ。

「やっぱり、お母さんって呼んであげた方がいい？」

「それはイカン」

「呼ぶんじゃないよ？」

　そういう悲しい過去の話を聞いたら、エカテリーナさんのことをお母さんと呼んであげた方がいい気がしてきたけど、それは二人に止められた。

「なんで？」

「影響力が大きすぎるんじゃ」

「神の御使いとまで言われているアンタが、教皇のことを母なんて呼んでごらん。とんでもない騒ぎが起きるよ？」

「そ、そっか。やっぱやめとくわ」

　まあ本当のこと言うと、心情的に同情はするけど、俺自身がエカテリーナさんのことを母親と思えるかっていうと……別に育てられた訳でもないし、ちょっと難しいところではあるんだよな。

　爺さんとばあちゃんを祖父母だと思っているのは、今日まで俺を育ててくれたからだし。

　そんなことを考えていると、爺さんとばあちゃんがフォローを入れてくれた。

「言っておくがの。確かにスレインとエカテリーナに子供ができなかったことは残念じゃ。じゃがの、ワシらはシンのことをその代だい替たいじゃと思うたことは一度もないからの」

「その通りさね。シンはシンだ。それを間違えたことはないよ」

「じいちゃん……ばあちゃん」

　分かってるよ爺さん、ばあちゃん。

　俺、一度もそんな風に感じたことなんてなかったから。

　二人は俺にとって、いつも本当の爺さんとばあちゃんだったんだから……。

「シンみたいな子供なんて、この世のどこを探したって見つかりゃしないからねえ」

「ほっほ。そうじゃの」

「あの……そうですね」

　せっかく感動したのに、台無しだ！
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「殿でん下か。アウグスト殿下」

「ん？」

　アールスハイド王城内を移動していたアウグストを、官かん僚りようと思われる男性が呼び止めた。

「なんだ、どうした？」

「お呼び止めしてしまい申し訳ございません。陛へい下かがお呼びでございます」

「父上が？」

「はっ。会議室にてお待ちでございます」

「分かった。ご苦労だったな」

「勿もつ体たい無ないお言葉でございます」

　こうしてアウグストがディセウムに呼ばれるのは、実は最近よくあることである。

アウグストは立りつ太たい子しの儀ぎを終えて王太子になる前から、国こく政せいに積極的に参加するようになった。

　それもひとえにシンのせいだろう。

　人生で初めてできた、お互い全く遠えん慮りよのない友人。

　しかもその友人は、自じ重ちよう知らずの常識知らず。

　その友人がなにか騒動を起こす度たびに、アウグストはその尻しり拭ぬぐいともいうべき行動を率先して行ってきた。

　そして、現在は自分自身がアルティメット・マジシャンズの次じ席せき。

　マーリンが隠いん居きよの身であるため、実質、世界二位の力を持つ魔法使いとなった。

　そういう事情もあり、正式に王太子となった現在、特に軍事に関してアウグストの発言力はかなり大きいものになっていた。

　最近の王国の議会で最優先の議題となるのは、先日までアウグストも参加していた魔ま人じん領りよう攻こう略りやく作さく戦せんについてである。

　今回呼ばれたのも、その最後の詰めの部分でアウグストの意見を聞くためであろうことは、簡単に予想できた。

「なるべく早めにこの作戦の終しゆう息そく宣せん言げんを出せるようにしなければ。それが終わるまで私たちの結婚式など行えないからな」

　会議室に向かいながら、アウグストは側そつ近きんかつ護ご衛えいのトールとユリウスにそう言った。

「やはり、殿下も早くエリー殿どのと結婚したいのですか？　それともシン殿のためですか？」

「まあ、確かにそういった理由もあるが」

「では他になにか、早く結婚式を行いたい理由があるで御ご座ざりますか？」

　トールとユリウスは、早く事態を終結させて結婚式を執とり行おこないたいというアウグストに疑問を投げかけた。

「私とシンの結婚式は、エカテリーナ教きよう皇こう猊げい下かが執り行う。それはつまり、世界を救った英雄の結婚式を、世界一親愛を寄せられている者が執り行うということ。それは、どんな光景だろうな？」

　アウグストの言葉に、トールとユリウスはその光景を想像してみた。

「それは……平和な、幸せな光景ですね」

「そうで御座りますな。魔人の大量発生などという冗談のような事態に心底疲ひ弊へいしている民衆にとって、これほど喜ばしいことはないで御座りましょうな」

「そういうことだ。全ての事態が終息し世界に平和が訪れたということを表すのに、私たちの結婚式ほど有効な手段はない」

　自身の結婚式を、この一連の事態が終息した宣言として活用するという。

　確かに、エリザベートとの結婚式を心待ちにしている部分もあるのであろう。

　しかし、アウグストが結婚式というものを考えるとき、まず第一に考えるのが、事態の終息宣言を兼かねた行事というものだった。

　それを聞いたトールとユリウスは、お互いに顔を見合わせ、肩をすくめた。

（本当にこの御ご仁じんは……自分の幸せよりも、まず民みん衆しゆうの安心ですか……）

　トールは、アウグストのその姿勢に好印象を受けるも、もう少し年とし相そう応おうに自分の幸せを求めてもいいのにと憐あわれみも感じていた。

　アウグストは平然としているが、トールとユリウスの方がいたたまれない。

　なのでここは、場を和なごませることにした。

「なるほど。自身の結婚式を政治の道具にするおつもりなんですね。エリー殿が聞いたらなんと仰るでしょうね」

　トールのその台詞せりふに、アウグストは珍しく慌あわてて言った。

「おい、エリーには言うなよ？　教皇猊下に結婚式を執り行って頂けるということで、凄く幸せそうなのだ。その幸せに水を差すんじゃない」

「そうで御座ろうなあ。エリー殿がシシリー殿とドレスを選んでおったとき、心底楽しそうで御座ったからなあ」

「だろう。だから余計なことは言うんじゃない」

「殿下。本当にそれでよろしいんですか？」

「なに？」

　エリザベートに告つげ口ぐちをしそうだったトールを牽けん制せいするアウグストだったが、そのトールから意外な反撃を受けた。

「エリー殿は本当に幸せそうです。それに引き換え、新しん郎ろうであるところの殿下といったら……」

「エリー殿が楽しみにしている結婚式を、政治の道具にしようとしているで御座る」

「……」

「非ひ道どい話ではないですか。エリー殿一人だけ舞い上がって、お相手はそうでもないという。これではエリー殿が可か哀わい想そうです」

「そうで御座るなあ」

「……なにが言いたい？」

「確かに、殿下の仰ることも分かります。しかし、殿下もエリー殿との婚こん礼れいを喜び、楽しみにしてあげてください。そうでなければエリー殿も……殿下も可哀想です」

「私も？」

「そうです。殿下は……お立場もありましょうが、自分を蔑ないがしろにしすぎです。もっと、自分のことも構ってあげてください」

「見ていて辛つらくなるときがあるで御座る」

　トールとユリウスの言葉を受けて、アウグストは黙り込んでしまった。

　最近この二人は、シンの影響かアウグストに対して遠慮がなくなってきていたが、ここまで意見するようになった。

　それも、ただの苦言ではない。

　自分を慮おもんぱかっての発言だ。

（変われば変わるものだな……）

　幼い頃からずっと一緒だった。

　いつも行動を共にしていたが、立場が立場なので対等に話をしたことなどなかった。

　それが、高等魔法学院でシンと出会ってからのこの変わりようはどうだ。

　自分のことを考え、意見までしてくれるようになった。

　そのことが嬉しく、つい笑みがこぼれてしまった。

「そうか、お前たちの言い分は分かった」

「では」

「そうだな。それでも、私たちの結婚式にそういった意味合いが含まれることは変わらないが、その式自体は私も楽しみにしていよう」

　そう言ってアウグストは、穏やかな笑みを浮かべた。

　それを見たトールとユリウスは、ホッとした顔をした。

　だが、次のアウグストの言葉で、その顔を引きつらせた。

「よし。それなら、お前たちの結婚式も盛大にやるとしようか」

「「え？」」

「私ばかりが楽しんでいては申し訳ないからな。そうだ、式が終わった後、王都中をパレードで練ねり歩あるくというのはどうだ？」

「で！　殿下！　そればかりは御ご勘かん弁べんを！」

「恥はずかしくて死んでしまうで御座る！」

「ハハハ。遠慮するな。そうだな、オープンの馬車で……触れを出して沿道に人を集めようか」

「「お、お許しを!!」」

　自分の至らぬところを指摘された照れ隠しなのか、本気なのか判別できない。

　しかし放っておくと、アウグストなら確実に実行するであろう。

　悪夢が訪れそうになり、トールとユリウスは必死にアウグストに許しを請こうた。

「そうだ！　楽がく団だんやサーカスなども呼んで派手にやるか？」

「「や、やめてえっ!!」」

　王宮に勤める人々は、王子と側近のやり取りを、微笑ほほえましいものを見る目で見つめていた。





　　　　◆






　魔物ハンター協会。

　元は討伐した魔物の素材を商人に買い叩かれないようにするために設立された『素材買い取りセンター』という互ご助じよ組くみ合あいだった。魔物素材をその時々の適正価格で買い取り、それを魔物素材を必要としているところへ卸おろす際にマージンを得ることで、利益を出していた。

　そして魔物素材が集まるということは、相当数の魔物を討とう伐ばつするということでもあり、騎き士し団だんに代わり魔物を討伐するハンターに対し、国からの補ほ助じよ金きんも出るようになった。

　こうして、討伐そのものに対しても報ほう奨しよう金きんが出るようになり、『素材買い取りセンター』は『魔物ハンター協会』に名称を変え、報奨金の数パーセントを手数料として徴ちよう収しゆうし、そこでも利益をあげるようになった。

　なので、魔物を狩れば狩るほど、素材を買い取れば買い取るほど収益が上がるようになっている。

　まさに魔物討伐を生業とした組織なのである。

　その協会を利用するには、特別な登録など必要ない。

　市民証に記録される魔物討伐数を申しん請せいするだけでいいし、ハンターランクなども存在しない。

　小型・中型・大型・災害級と、討伐した魔物のランクに応じた報奨金の上下はあるが、どの魔物を討伐するのかは、すべてハンターの自己判断、自己責任である。

　なので、依頼などというものも存在しないのだが、それでもハンターたちは魔物狩りに出る前にハンター協会に寄っていく。

　それは、魔物素材の在庫状況を確認するためだ。

　在庫が少なくなっている素材は買い取り価格が上がり、逆に在庫過多の素材は価格が下がる。

　その在庫状況を見て、何を狙うか見定めるために、ハンターたちは協会に集まるのだ。

　ある日、ハンター協会に今日の価格を確認するため、二人の少女が訪れていた。

「今日はどの素材が高いのかなっと」

「マリア……アンタ本当に貴族の娘なの？」

「うるさいよ！　ミランダ！」

　マリアとミランダである。

　高等魔法学院と騎士養成士官学院の合同訓練以来、妙みように気が合った二人はよくこうして一緒に魔物狩りに行っている。

　ミランダは、魔物を相手にした実戦を積むことで、より腕を磨みがくため。

　マリアは、憂うさ晴ばらしと小こ遣づかい稼かせぎである。

「だってさあ、周りにリア充が多いとホント、キツイんだって。お小遣いでも稼がないとやってらんないって」

「そっか、マリアの周り婚約者がいたりとか、カップルばっかりだもんな」

「そんな中で独り身よ。いたたまれないったらないわよ！」

「ふっ……マリアはまだいいじゃない。アタシなんて、周りの男から女扱いされてない上に、男どもがバカすぎてうんざりするわ……」

　リア充に囲まれて辛いと言うマリアを、ミランダが甘いと切り捨てる。

　というのも、ミランダのいる騎士養成士官学院は、男女比九対一の学院である。

　つまり、ほぼ男子なのだ。

　女子はほんの数人しかいないし、騎士学院の女生徒は男子生徒たちから女扱いされていない。

　結果、騎士学院にいる男子は、異性の目を気にしなくなる。

　そして、思し春しゆん期きの男子が集まると……基本バカになる。

「口にするのは女の話ばっかり。なのに、アタシらみたいな筋肉質な女は女と認識してないし。子供かっていうような遊びでバカ騒ぎするし……ホント、ウォルフォード君を見み習ならってほしいよ」

「お？　なに？　ミランダ、シンに惚ほれちゃった？」

　ミランダからすると、同年代の男子は子供に見えるのだろう。

　馬鹿みたいに騒ぐ同級生に対し、シンを見習ってほしいというミランダに、マリアが敏びん感かんに食いついた。

　だがミランダは、マリアのそのからかいに対して冷静に答えた。

「あんなに堂々と彼女とイチャイチャしてる人に惚れるほど節せつ操そうなしじゃないよ。純粋にそう思っただけ」

　シシリーにライバル登場か？　と若じやつ干かんワクワクしていたマリアは、ミランダのその返答につまらなそうに口を尖とがらせた。

「なんだ、つまんない」

　そのマリアの様子に、ミランダは呆あきれた。

「シシリーはアンタの幼おさな馴な染じみで親友でしょうが。何を残念がってるのよ」

「だってさあ、恋愛小説なんかだとライバルが現れたり浮気疑惑があってやきもきしたりするじゃない。なのにあの二人ときたら何にもないのよ？」

「良いことじゃない」

「おまけにあの二人、ついに……」

「え？」

　先日の誕生日パーティーの翌朝のことを思い出したマリアが、思わずつぶやいた。

　顔を赤くしているマリアにミランダは訝いぶかし気げな表情を向けるが、マリアは慌あわてて別の話題にすり替えた。

「そ、それより！　シンを見習うのは止めといた方がいいわよ？」

「どういう意味？」

　ミランダから見たシンは、同級生の男子と比べて大人だし女子に対しても紳しん士し的てきだし、是ぜ非ひ見習ってほしい対象なのだが、マリアからするとそうでもないらしい。

「シンはねえ……自分ができる最良のことをしようとして一いつ生しよう懸けん命めいなのは分かるんだけど、いかんせん加減を知らないというか、常識を知らなすぎるのよね」

「そ、そうなの？」

「だって、虎の魔物に膝ひざ蹴げりする人なんて見たことある？」

　そう言われたミランダは、合同訓練のときにシンが取った行動を思い出して冷や汗を流した。

「……確かに」

「ミランダは、あの程度しか見てないけどね。もうホント、信じらんないことばっかするんだから」

「あ、あれであの程度ということは……やめとこう、聞くのが怖い」

「その方がいいわよ？　精せい神しん衛えい生せい上じようね」

　何度もマリアと一緒に魔物討伐をしているので、この友人の力が途と方ほうもないものになっていることは知っている。

　そのマリアにここまで言わせるのかと、ミランダは背中に冷たいものが流れるのを感じた。

　戦せん慄りつしているミランダをよそに、マリアは先日以来気になっていることを聞いてみた。

「そういえばさ、剣けん聖せい様さまに稽けい古こをつけてもらえるようになったんでしょ？　どんな感じ？」

　すると、よくぞ聞いてくれたとばかりに、ミランダは目を輝かせてマリアに語り始めた。

「もう最高だよ！　今まで習ってきたのがなんだったのかというくらい最高だ！」

「そ、そうなんだ……」

　突然目を輝かせ始めたミランダにマリアは若干引きながら応対する。

「ああ！　毎日毎日ボロボロになるまで叩きのめされるんだ。それが毎日だぞ！　ああ、素す晴ばらしい！」

　そう嬉き々きとして話すミランダを見たマリアは、
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（ミランダってドＭだったんだな……）

　と、そう思ってちょっと遠い目をした。

　一体どこの世界に、毎日ボロボロになるまでシゴかれて幸せそうにしている女子がいるというのか。

　内心では盛大に引いていたが、せっかくできた気の合う友人である。

　ここは波風立てないように、さっさと討伐に行こうとマリアは決めた。

「ホラ、ミランダ。剣聖様の稽古が素晴らしいのは分かったから、早く価格を確認して討伐に行こうよ」

「ああ！　今までの稽古の成果がどれほどのものか、早く試してみたい！」

　ミランダはそう言って、張り切って歩き出した。

　剣聖ミッシェルの稽古は、道場での稽古だけではない。

　実戦の剣は実戦の中でないと鍛えられないとし、道場でしばらく稽古した後は、魔物の討伐を行うという指導方針を取っていた。

　今日は、ミランダがミッシェルの稽古を受け始めてから初めての魔物討伐の日なのだ。

　学院の男子のことを話しているときは落ち込んでいたのに、今は実に楽しそうだ。

　現金なミランダに苦笑しつつ、今日の素材の買い取り価格を確認しようとした。

　その時。

「なんだあ？　王都の協会は、こんな子供までハンターやってんのかよ？」

「ギャハハ！　随ずい分ぶんレベルが低いんだなあ!?」

「こりゃ、俺たちが筆ひつ頭とうハンターやった方がいいんじゃねえか？」

　ハンターの中から、そんな言葉が発せられた。

　マリアとミランダの他にもハンターはいるが、皆大人ばかりである。

　子供と言われるような年齢のハンターはマリアとミランダだけである。

　ということは、今の言葉は自分たちに向けられたのだろうと、二人は声のした方を見た。

　そこには、ニヤニヤと下げ品ひんな笑みを浮かべ、自分たちを値ね踏ぶみしている三人組の男がいた。

　あまり清せい潔けつにしていないのか、鎧よろいなどが薄汚れている。

　そんな三人組は、マリアたちが自分たちの言葉に反応したのを見てさらに言葉を続けた。

「おう、姉ちゃん。ハンターの真ま似ね事ごとなんてしてねえで、俺たちの相手しろよ」

「そうそう！　お前らに誰も手を出さない腰抜けばっかの王都のハンターなんかより、俺らは強いぜえ？」

「アソコもな！」

　ギャハハ！　と笑い声まで下品である。

　その言葉に一番反応しているのは、マリアとミランダではなく周りのハンターたちである。

　言動から察さつするに、この男たちは最近王都に来たのであろう。

　そんな新参者が、自分たち王都のハンターを貶けなしているのも我慢できなかったし、なによりこの男たちが下品な視線と声を向けているのは、あのマリアとミランダなのである。

　身の程知らずな男たちに対し、王都のハンターたちの怒りが沸ふつ点てんに達しそうになった、そのとき。

「うわっ、今までで一番下品なナンパされたわ」

「凄いわね。こんな言い方をするのは物語の中だけだと思っていた。本当にいるんだ」

「ちょっと面白いよね」

　怒りのゲージが上がっていく周囲とは対照的に、下品な声を掛けられた当の本人たちは全く気にしていない様子だった。

　むしろ、物語でしか聞かれないような台詞が面白かったのか、アハハハと、声をあげて笑う始末だ。

　一通り笑った後、二人はもう興味がなくなったのか、素材の価格が書かれている掲示板に意識を移した。

　二人にとって、この話はもう終わったのである。

　しかし、笑われてしまった男たちの方は終われる訳がない。

「てっ！　テメエら！　なに笑ってやがる！」

「ぶっ殺されてえのか!?」

「舐なめてんじゃねえぞ!?　こらぁ！」

　マリアとミランダの態度に激げき昂こうする男たち。

　彼らは地方から出てきて、王都で一ひと旗はた揚あげようと目もく論ろんでいた。

　舐められまいと意気込んで王都のハンター協会に足を踏み入れれば、成人したてくらいの女子が悠ゆう然ぜんと行動している。

　そのことから、王都のハンター協会は大してレベルが高くないと判断した。

　そう思ったから、さっきのように声を掛けたというのに、声を掛けられた女子は自分たちを見て笑った。

　男たちのプライドは傷付けられてしまったのである。

　声を荒らげ、マリアとミランダに詰め寄ろうとする男たち。

　だが。

「ちょっと。臭いからそれ以上近寄んないでくれる？」

「「「ふごっ！」」」

　三人の男たちはマリアの放った魔ま力りよく障しよう壁へきにぶち当たり、情なさけない声を出した。

　何が起こったのか分かっていなかった男たちだが、魔力障壁を確認するとまた騒ぎ出した。

「な、なんだよ！　この障壁！」

「前に進めねえっ！」

「くっ、くそ！」

　マリアの張った障壁に完全に歩みを止められるが、それでも意地で障壁を突破しようとする男たち。

　だが、そんな彼らに声が掛けられた。

「少々、騒ぎすぎですよ」

「「「なっ!?」」」

　確かに今まで自分の目の前にいたはずの女子、ミランダがいつの間にか後ろに立っていたのである。

　ジェットブーツを使いこなし、高速で移動したのだが、その動きがまったく見えなかった男たちは揃そろって驚きよう愕がくの声をあげる。

　そして、抵てい抗こうする間もなく納のう刀とうしたままの剣の鞘さやで当て身を喰らい、その場に倒れ伏す。

　それを見た周りのハンターたちが、騒ぎを起こした男たちを取り押さえた。

　こうして、朝から協会内で騒動が起こったのだが、絡からまれた当のマリアたちは。

「これは、後で皆に教えてあげないといけないわね」

「そうね。協会で初めて絡まれたしな」

「あ、そうだミランダ。シンから預かってるものがあったんだ」

「え？　あ！　まさか!?」

「そう、はいコレ」

　マリアはそう言うと、異い空くう間かん収しゆう納のうから柄つかの付いていない剣を取り出した。

「お、おお……これが……」

「そ、バイブレーションソード。柄は共通だから、刃の部分だけね」

「ああ！　ありがとう！」

　そして素材の価格を確認し終わった二人は世せ間けん話ばなしなどをしながら協会を出て、狩りに向かってしまった。




　残された者たちは、キャッキャと楽しそうに協会を出て行く二人を、呆あきれたような表情で見送った。

「まったく。あの嬢ちゃんたちは大物だぜ」

「実際大物だしな。潜くぐり抜ぬけた修しゆ羅ら場ばの数と質が俺たちとは違えよ」

「そう考えると、コイツらは勇ゆう敢かんだったのかねえ」

　口々にそんなことを言う王都のハンターたち。

　それに対して訳が分からないのが、地方から出てきた三人組である。

「なんなんだよ！　あいつらナニモンなんだよ!?」

　取り押さえられ、床に組み伏せられながら男の一人が声をあげる。

「お前ら、王都に来たのは最近か？」

「昨日着いたばっかだよ！」

　組み伏せられた男の言葉を聞いた王都のハンターは、納得したような顔になった。

「なら、知らないのも無理ねえか」

「だから、なにが!?」

　イライラし始めた男に、王都のハンターが問い掛けた。

「この前の魔人領攻略作戦で、大だい活かつ躍やくした騎士学院の女生徒がいるって聞いたことないか？」

「あ、ああ。なんでも、災害級に止めを刺したとか……まさか!?」

「お前らを打ちのめした子だよ」

　男たちは、噂でしか聞いたことがなかった存在に出くわすとは夢にも思っていなかったのだろう。

「くそっ！　ついてねえ！　そんなバケモンに当たるなんてよ！」

　そう悪あく態たいをついた。

　すると、周りのハンターたちから笑いが起きた。

「な、なんだよ!?　なに笑ってんだ！」

「ミランダちゃんがバケモンって。そしたらマリアちゃんはどうなるんだ？」

「さあ？　なんだろ？」

「おい、そんなことあの子の前で言うなよ？　キレちゃうから」

「違えねえ！」

　そう言ってまた笑いだす。

「いい加減にしろよ！　こっちは訳分かんねえんだよ！」

　三人には分からないことで盛り上がる王都のハンターたちが、まるで自分たちを嘲あざ笑わらっているかのように感じ、組み伏せられた男の一人が叫んだ。

　すると王都のハンターの一人が、三人に説明をし始めた。

「魔力障壁張った子がいただろ？　あの子に比べたら、ミランダちゃんなんてまだ普通だぜ？」

　まさに目にも止まらぬスピードで自分たちの背後に回り、あっという間に打倒したミランダが普通だとしたら、あの女子はなんなのか？

　思わず息を吞のんだ男たちは、恐おそる恐おそる訊たずねた。

「な、なにもんなんだよ、あの女」

「お前、アルティメット・マジシャンズって知ってるか？」

「は？　当たり前だろ、知らない奴なんていんのかよ」

　アルティメット・マジシャンズ。

　それは『魔王』や『神の御み使つかい』等の異い名みようを持つシン＝ウォルフォード率いる、史上最強の魔法使い集団。

　最も早はやこのアールスハイドだけに留まらず、世界中で知らない者はいないとされる程の存在。

　急にそんな話が出てきたことに、男たちは困こん惑わくした。

　しかし、その後に王都のハンターの口から出た言葉は、驚くべきものだった。

「アルティメット・マジシャンズだよ」

「え？」

「だから、あの障壁張った子がアルティメット・マジシャンズの第三席『戦いくさ乙女おとめ』マリアちゃんなんだよ」

　ハンターの口から出た驚愕の真実に、男たちの脳はフリーズを起こす。

「アルティメット・マジシャンズのマリアちゃんに手を出そうとして、この程度で済んだんだ。運がいいのか、悪いのか。さて、どっちなんだろうな？」

　そして、やや時間を置いてから再起動した男たちは、さっきとは正反対のことを呟いた。

「俺たち……ついてたのかも……」




「エッキシ！」

「ん？　風か邪ぜ？」

「いや大丈夫。なんだろう？」

「誰か、マリアの噂でもしてるのかもね」

「イケメン！　イケメンでお願いします！」

　アハハハと笑いながら進むマリアとミランダ。

　マリアの願いが脆もろくも崩れ去っていたことは、知る由よしもない。





　　　　◆






　石いし窯がま亭てい。

　アールスハイド王都にあり、高級店ではないが自慢の石窯で焼かれた料理が絶ぜつ品ぴんであると、常連客が多い繁はん盛じよう店てんである。

　普段から予約が取り辛く、当日に店に行ってもしばらく待たないと入店できないその店は、現在、前にも増して客が集まってきている。

　店の外に出来ている行列は、以前の倍以上の長さになっている。

　その理由は……。

「オリビアちゃん！　注文いいかい？」

「オリビアちゃん、料理まだ？」

「オリビアちゃーん」

「はーいっ！　少々お待ちくださあーい！」

　オリビア目当ての客が増ぞう殖しよくしたためである。

　今のアールスハイドで一番旬しゆんな話題、アルティメット・マジシャンズ。

　すでに何体もの魔人を討伐し、アールスハイドだけでなく、世界中から賞しよう賛さんと羨せん望ぼうを向けられる、まさに英雄集団である。

　一般市民にとって、そんな英雄扱いされている者たちにお目にかかる機会など、そうある訳ではない。

　しかし、王都民は知っていた。

　そのアルティメット・マジシャンズのうちの一人が、アールスハイド王都でも有名な石窯亭の娘であり、以前はウェイトレスとして店に出ていたことを。

　王都民たちは、もしかしたらという思いで石窯亭に足を運んだ。

　するとそこには、以前と変わらずウェイトレスとして働くオリビアの姿があった。

　一般市民とは別の世界に住む英雄たち。

　その英雄が、間近で見られる。

『会える英雄』の噂はあっという間に王都中に広まり、一目だけでもオリビアを見ようと連日大勢の人たちが押しかけてきたのだ。

　オリビアの両親は、娘が見み世せ物ものになったような気分になり、店に出なくてもいいと言ったのだが、これだけの客が連日店を訪れれば、収益は大きなものになる。

　オリビアが姿を見せず、落らく胆たんしたまま帰せば、常連客はともかく新規の客は再びこの店を訪れることがないかもしれない。

　家業の売り上げが伸びるならと、オリビアは皆から必要以上に注目されるという羞しゆう恥ちに耐え、店に出続けている。

　しかし、客の多くは店で働くオリビアの姿が見られれば満足するのだが、中には困った客もいる。

　混雑した店内は、とてもではないがオリビア一人では捌さばききれない。

　当然、他にもウェイトレスやウェイターがいるのだが、自分の接客をオリビアがしてくれないことに不満を漏もらす客もいるのだ。

「いらっしゃいませ。ご注文はお決まりですか？」

「おい！　俺はオリビアを呼んだんだよ！　なんでオリビアがこねえんだよ!?」

　オリビア以外のウェイトレスが注文を聞きにきたのが気に入らないのか、そこそこいい身なりをし、脂あぶらぎって太った中年の男が、ウェイトレスに向かってそう言い放った。

「オリビアさんは他の接客中ですので。ご理解下さい」

「なんでだよ!?　あっちの客にはオリビアが接客してただろうが！　ここの店は客を差別するのか!?」

　自分の要求が通らないことに対し声こわ高だかに不満をぶちまける中年男性。

　周りの客の迷惑そうな視線も気にならない様子だ。

　ウェイトレスも、この迷惑な客にどうしたものかと対応に困ってしまった。

　相手はまがりなりにも客である。

　そんな相手に文句を言えば、店の悪あく評ひようが立ってしまうかもしれない。

「いいから、オリビアを呼べよ！」

「どうしましたか？　お客様？」

　オリビアを呼べとうるさい中年男性の対応にウェイトレスが難なん儀ぎしていると、そこに一人の女性が近付いてきた。

　年齢は三十代後半くらいで真っ直ぐな黒髪の女性。

　オリビアの母である。

「なにか不ふ手て際ぎわでもありましたでしょうか？」

「不手際も不手際だよ！　なんで俺の接客がオリビアじゃなくてコイツなんだよ！」

　中年男性に『コイツ』呼ばわりされたウェイトレスは、額ひたいに青あお筋すじを浮かべるが、オリビアの母は困った顔をした。

「なんでと申もうされましても。彼女は当店のウェイトレスです。お客様の接客をするのは当然ですが？」

「だから！　なんで俺の接客がオリビアじゃないのかって聞いてるんだよ！」

　なおも食ってかかる中年男性に対して、オリビアの母は困った顔をした。

「はあ。おかしなことをおっしゃいますね？」

「お、おかしなことお!?」

　中年男性は怒りに顔を真っ赤にし始めた。

「ええ。ここは飲食店でございます。ウェイトレスの指名制度など聞いたことがありませんが……お客様、どちらかのお店とお間違えでは？」

「な、な、なんだ！　その口の利きき方かたは!?　俺は官僚だぞ!?　この国を運営しているエリートだぞ!?　そんな俺に向かって！」

　どうやらこの男は、どこかの役所の官僚らしい。

　そして、官僚にありがちな、自分が国を動かしているので偉いという思し想そうに凝こり固かたまっているようである。

　醜みにくく肥ひ満まんした体がそれを物語っている。

　色々と特権階級の権限を使って甘い汁を吸っているのだろう。

　そのため、自分は特別扱いされて当然という考えでいるようだ。

「分かったら、さっさとオリビアを出せ！」

　そして、その言葉を聞いていた店中の客が、男に対して怒りを募つのらせていた時。

「お母さん、もういいよ」

「あら、オリビア」

「その人、お客様じゃないよ。営業妨害で出て行ってもらおう」

「な、な、な」

　母の後ろからオリビアが姿を現し、営業妨害なので退店願おうと言ったのである。

　その言葉に、官僚だという中年男性は、怒りのあまり一瞬言葉が出なかった。

　ようやく口が利けるようになると、怒り心頭で大声を張り上げた。

「き！　貴様！　たかがウェイトレスの分際で、この俺になんて口を利きやがる！」

　どうやらこの男、興奮し過ぎてオリビアがどういう人物なのか、この店がなぜこんなにも混雑しているのか、理由をサッパリ忘れてしまったようである。

「この俺にこんな恥はじをかかせやがって！　こんな店、俺の権力で潰つぶしてやるからな！」

　ついにはそんな言葉を吐はいた。

　その言葉を聞いて、黙ってしまった石窯亭の従業員。

　これは効いたと思った中年男性は、更に言葉を重ねようとするが……。

「……木こつ端ぱ役やく人にんが、何言ってるんですか？」

「は、は？　木端？　俺が木端だと!?」

　オリビアの母が、営業スマイルのままとんでもないことを言いだした。

「お、お母さん？」

「さっきから黙って聞いてりゃ、オリビア、オリビアって、人の娘を馴なれ馴なれしく呼び捨てで呼ばないで頂けます？」

「え？　は？」

　営業スマイルのまま怒っているオリビアの母に、オリビアも中年男性も困惑している。

「あなたの常識じゃあ、気に入った女が接客するのが当然みたいですけどねえ、ひょっとしてそういう店の常連だったりします？　うちはそういう店じゃないんで」

「な、な」

　中年男性が口をパクパクさせて反論できないでいると、店中から笑い声が上がった。

　そして「迷惑なんだよ！」とか「楽しくメシ食ってんのに不ふ快かいな気分にさせんじゃねえ！」など、中年男性を非ひ難なんする声があちこちから噴出する。

「しかも、この店を潰すですって？」

「え、あ、いや……」

「あなた、お忘れではないですか？　ウチの娘はアルティメット・マジシャンズです。その中にどんな人物がいるのか」

　そう言われて、中年男性はようやく冷静になり、色々と思い出した。

　今、自分に意見している女の後ろにいるのは、この国だけでなく世界最強の魔法師集団と言われるチームに所属している魔法使いであること。

　そして、その彼女が所属しているアルティメット・マジシャンズには誰がいたのか。

「あ……あ、いや……」

「そんな繫がりがある店を潰す？　よくもまあ、言えたものですわね？」

　中年男性は、役所の官僚としては高い地位にあるかもしれない。

　しかし、この店の娘が所属しているアルティメット・マジシャンズには、至し高こうの王族がいる。希き代たいの英雄がいる。

　そんな店を、権力で潰すと言ったのだ。

　中年男性は、みるみるうちに青ざめていった。

「こ、このことは、どうか内密に……」

「あら。私どもは言いふらすなんてことはしませんよ？　ただ……」

　オリビアの母は、ゆっくりと周りを見回した。

「人の口には戸が立てられないですからねえ……」

　営業スマイルをやめて、困った顔をするオリビアの母。

　中年男性は店内を見回し、自分に憤いきどおりと侮ぶ蔑べつを込めた視線が集中していることに気付いた。

　王おう族ぞく所縁ゆかりの店を潰すと大声をあげてしまった。

　その自分の顔が、こんなに大勢の前に晒さらされている。

　この客たちの中には、自分がどこの誰か知っている者がいるかもしれない。

　中年男性は、血の気が引いていく音を聞いた。

「ひ！　ひい！」

　思わずそう叫んだ中年男性は、自分の顔を隠すようにして何の注文もせずに店を飛び出して行ってしまった。

「あら。席が空いたわ。オリビア、お客様を案内してちょうだい」

　オリビアの母は、中年男性が退席した席を見て事もなげにそう言った。

「え、あ、うん」

　特に大声をあげた訳でもなく、営業スマイルのまま淡たん々たんと中年男性を追い詰め退散させたあげく、空いた席に客を誘導するように言う母にオリビアは思わず戦せん慄りつし、何も言わずに客を誘導しに行った。

　すると、その様子を見ていた他の客から拍はく手しゆ喝かつ采さいがおこった。

「あら、お騒がせして申し訳ありません」

　オリビアの母は周りの客に向かってそう言うが、客たちは全く気にしていない。

「なあに、アイツのことは皆ムカついてたからな！　ビシッと言ってくれてスカッとしたぜ」

「そうだ、そうだ！」

　皆同じ思いをしていたのだろう、喝采が止まらない。

　そこへ、新たに店に入ってきた客が「え？　なに？」と困惑したのは言うまでもない。




　店内でそんな騒動が起こっている頃に、一人の青年が石窯亭にやってきた。

　その青年は、店の前にできている長蛇の列に目を向け、相変わらず流は行やってんなと思いながら店内に入ろうとした。

　しかしながらその行為は行列を無視して店内へ入ろうとする、明らかな割り込み行為だ。

　それを並んでいる男性客が見み咎とがめ、青年を呼び止めた。

「おい！　お前！」

「はい？　なんッスか？」

　呼び止められた青年はマークだった。

「なんだじゃねえだろ！　並んでるのが見えねえのかよ！」

　そう言われたマークは、自分の行動が割り込みに見えることに気付き、誤解を解くために説明した。

「え？　ああ。大丈夫ッス。自分、客じゃないんで」

「はあ!?　客じゃねえだあ？」

「ええ……わっ！」

「ひいいい！」

　マークと男性客が話をしている間を、顔を隠した中年男性が走り抜けていった。

　そのことに一瞬呆ぼう然ぜんとする二人だったが、男性客の方が先に復活した。

「客じゃねえとはどういう意味だ？」

「ああ、それは……」

　マークが男性客の質問に答えようとしたとき、店内からオリビアが出てきた。

「お待たせしました。お客様、店内へどうぞ」

「え？　あ、オリビアちゃん」

「はい？　どうぞ店内へ……あれ？　マーク」

「おう」

　オリビアが並んでいる客を店内に誘導しようとしたとき、マークに気付いて声を掛けた。

　その親し気な様子と、マークと呼ばれた青年の態度。

　それに気付いた男性客たちがざわめきだした。

「ゴメン、まだ終わってないんだ。部屋で待っててよ」

「ああ、分かった。頑張れよ」

「うん！」

　マークはオリビアに声を掛けると、店の奥にあるプライベートスペースに入っていった。

　そして男性客たちは、先ほど聞いた言葉に驚愕していた。

『部屋で待ってて』

　それはつまり、あのマークと呼ばれた男はオリビアと相当親しい関係なのだと推すい測そくされた。

　自分たち庶民のアイドルだと思っていたオリビアに親しい男がいる。

　その事実に、男たちは呆然としてしまったのだ。

　だが女性客たちは、オリビアとさっきの男との関係が気になってしょうがない。

「ねえねえ、オリビアちゃん。さっきのコ、誰？」

「彼氏？　彼氏？」

「え？　はい、そうです」

　オリビアの彼氏肯定発言に、盛り上がる女性客とさらに沈み込む男性客。

　そんな男性客を無視して、女性客はさらに盛り上がる。

「ね！　どんな人？　いつから付き合ってんの？」

「そ、そうだ！　オリビアちゃんの彼氏に相応しいかどうか、俺たちが見極めてやる！」

「はあ？　アンタ何言ってんの？」

「うるせえ！　オリビアちゃん！　アイツ、どこのどいつだい!?」

　何故か男性客が復活し、マークのことを見定めると息巻いている。

　女性客は冷ややかな目になり、オリビアは「なんで？」と困惑しきりである。

「オリビアちゃん！」

「はい!?　え、ええと、マークとは幼馴染みで……」

　なぜか必死な男性客の剣けん幕まくに、オリビアは思わず答えてしまった。

「くっ！　幼馴染み……いきなり手て強ごわいカードをっ！」

「幼馴染みで付き合ってるのね！　素す敵てき！」

「それで!?」

「え？　それで？　ええと、マークはビーン工房の息子で……」

『ビーン工房!?』

　その言葉に驚いたのは、男性客の中にいた魔物ハンターたちだ。

　魔物ハンターたちにとってビーン工房の武器防具は憧あこがれの的なのである。

　そんな工房の御おん曹ぞう司し。

　もう、文句をつけるところがない。

　男性客たちは、そう思いさらに絶望したのだが、女性客は別のことに食いついた。

「ビーン工房の息子さんってさ、確かアルティメット・マジシャンズじゃなかった？」

「はい。そうですよ」

『しかも、アルティメット・マジシャンズゥ!?』

　女性客はさらに盛り上がり、男性客はとうとう真っ白になった。

　そのことに困惑しつつも、オリビアは女性客に言った。

「あの、そろそろ戻らないと……」

「あ、ゴメンね。お仕事頑張って」

「はい。といっても、もうあがりますけど」

「ああ。彼氏が部屋で待ってるもんね」

「……はい」

　はにかみながら返事をして店に入っていくオリビアを、女性客は生温かい視線で見送った。

「お母さん。マークが来たからあがるね」

「あら、もうそんな時間？　お疲れさま。あがっていいわよ」

「はーい」

　そう言って、店の奥に嬉しそうに消えていくオリビア。

　その光景を女性客たちは温かく見守り、男性客たちはマークに嫉しつ妬とするのだった。





　　　　◆






　アールスハイド王都にある、とあるオープンカフェ。

　そこで、デート中なのであろう男女がお茶を飲んでいた。

　楽しそうな男性に比べ、女性は疲れた顔をしていた。

「はふぅ……」

「どうしたのさリリア。そんなに大きな溜ため息いき吐ついて」

「どうしたもなにも……トニー君はよくそんなに平然としていられるね？」

　それは、トニーとリリアのカップルだった。

「うーん、僕の周りは婚約者がいる人ばっかりだからねえ。それが普通だと思い始めてるかも」

　アハハと笑うトニーに比べ、リリアは呆れ顔である。

「本当にもう……どうして皆こう結婚させたがるのかしら？」

「さっきのお義父さんとお義母さん、面白かったねえ」

「まったく、昨日は私が彼氏を連れてくるって言ったら『認めんぞ！』って言ってたのに……」

「へえ、さっきはいきなり『娘をよろしくお願いする』って言われたけど」

「だからよ！　トニー君がアルティメット・マジシャンズだって知ったら掌てのひら返して……おまけにトニー君の稼かせぎを聞いた後のお母さんときたら『リリア！　早く結婚しちゃいなさい！　絶対逃がしちゃダメよ！』って目を血ち走ばしらせて……恥ずかしいったらないよ！」

　実は、さっきまでトニーはリリアの家に挨拶に行っていた。

　結婚するしないにかかわらず、彼氏、彼女を親に紹介することはよくあることだが、どうやらリリアの親は娘がトニーと結婚することを熱望しているらしかった。

「大体さあ、まだ学生なんだよ？　私もトニー君も学院があるし、結婚なんて早いよ」

「そうだねえ。僕ももう少し独身でいたいかなあ？」

　早く結婚させようとせっつく周りにウンザリした様子のリリアに同調するように、トニーが言った。

　すると、それを聞いたリリアの目が半眼になった。

「ふーん……独身でいて、なにするつもりなのかしら？」

「ちょ、ちょっとリリア？」

「ふん！　トニー君、モテるもんねえ。また女遊びするつもりなんじゃないの？」

　中等学院時代に複数の女子と付き合っていたのを知っているリリアは、トニーがまた女遊びをするつもりではないかと疑いの眼まな差ざしを向けた。

　そんな目を向けられたトニーは、慌てて弁解した。

「ええ～、そんなつもりじゃないよ。シンたちと遊ぶのが楽しいからさあ、結婚したら気軽に遊べないなって思っただけだよ？」

「どうだか？　もし浮気したら離婚だからね！」

　弁明するトニーにジト目を向けていたリリアは、思わずそう言ってしまった。

「リリア……離婚って」

「はっ!?　ち、違っ！　別れる。そう！　別れるからね！」

　結婚するとかしないとかの話をしていたからだろうか。

　リリアは、別れると言うつもりが離婚すると言ってしまった。

　これではまるで自分が結婚したがっているみたいではないかと、顔を赤くしながらソッポを向くリリア。

　そんな慌てる恋人のことを、トニーはまたも楽しそうに眺めていた。




「よっ！　リリア、おはよう！」

「あ、おはよう」

　トニーを家に招き、その後カフェでデートをした翌日、リリアは通っている高等経法学院で友人に声をかけられた。

　魔人領攻略作戦に従じゆう軍ぐんした魔法学院、騎士学院と違い、経法学院は通常通りに授業が行われているのだ。

「リーリーアー。見たぞぉ～、昨日～」

　リリアに声をかけた女生徒は、ニマニマしながらそう言った。

「昨日？」

「デートしてたでしょ！」

『なっ!?』

　経法学院も他の学院同様、一学年百人なのだが、魔法学院や騎士学院と違い、経法学院はＳクラスはなくＡからＤの四クラス、各二十五人で構成されている。

　その内の約半分を占しめる男子生徒たちが、女子生徒の放った驚愕の一言に揃そろって声をあげた。

　リリアは、今年度の一年生の中ではトップクラスの美少女だ。

　男子生徒の中にはリリアのことを狙っている者も大勢いるのだが、まさかリリアに、すでに彼氏がいるとは思いもしなかったのだ。

　見間違いであってくれと、もしくはただの男友達だと言ってくれと、男子生徒たちは切に願った。

　だが……。

「なによ、見てたの？　なら声かけてくれたら良かったのに」

「いやいや。彼氏と仲良さそうに腕組んでる人間に声なんてかけらんないって」

　腕組んでた。

　この時点で、男子生徒たちの心は折れかけていたのだが、まだ見間違いの可能性もある。

　折れそうになる心を奮ふるい立たたせて、男子生徒たちは彼女たちの会話に全神経を集中させた。

　さも、自分は興味がない風を装よそおって。

　だが、リリアと話している女子生徒にはその男たちの様子がバレバレだったため、リリアからもっと確実な情報を引き出して、男子生徒たちを凹へこませてやろうと企んだ。

「あの後さあ、カフェでお茶してたじゃない。真剣な顔してなに話してたの？」

「そんなとこまで付いてきてたのか……」

　女子生徒の質問に、まさかカフェまで尾行されているとは思いもしなかったリリアは呆あきれてしまった。

　だが、リリアは返事をしないのも悪いと思い、昨日のカフェでの会話を思い出しながら話しだした。

「なんで親ってのは、経済的に裕福な人間見るとすぐに結婚を勧すすめてくるのかしら？」

『ぶふうっ！』

　そのリリアの一言に男子生徒たちは、思い切り吹き出してしまった。

　お付き合いしている程度ならまだしも、結婚ってなんだと。

　その絶望的な状況に、男子生徒たちの心は完全に折れてしまった。

　それを聞き出した女子生徒も、まさかそんな答えが返ってくるとは予想もしていなかったので、一瞬固まってしまった。

　ハッと我に返った女子生徒は、なんでリリアがそんなことを言い出したのか問い詰めた。

「ちょ、ちょっと！　いきなり結婚って！　もうそんな話になってんの!?」

「んー？　いや、昨日親に彼を紹介したら、早く結婚しろって言われたのよ」

　そう言って溜め息を吐いたリリア。

　女子生徒の方は、結婚を勧められる彼氏というのに興味が湧わいた。

「一体、どんな彼氏なのよ？　普通じゃないわよ？」

「そうねえ、普通じゃないわねえ……」

　と、自分の彼氏ながら普通ではないトニーのことを思い浮かべるリリア。

　その彼氏がどんな人間なのか知りたくてしょうがない女子生徒は、さらにリリアを問い詰めた。

「彼氏、同い年くらいに見えたけど？　なに？　貴族のボンボンなの？」

「いえ？　平民よ、彼」

「余計に分かんないよ！」

　貴族の息子ではなく、平民だというリリアの彼氏。

　そのことが女子生徒の混乱に拍はく車しやをかける。

　なぜなら、結婚生活は先立つものがなければ維持できない。

　となれば、それなりに収入のある者でないと結婚するという話にはならないはずなのだ。

　リリアは、女生徒が混乱している理由を察し、トニーの収入について話しだした。

「収入はねえ……彼、ウォルフォード君と一緒に開発した武器が、軍の制式装備に採用されちゃったから、毎月アイデア料として結構なロイヤリティーが入ってきてるらしいのよ」

「軍の制式装備って、それはまた……」

　軍という巨大組織の制式装備に採用されるということがどれだけの利益を生むのか、経済を学ぶ学院の生徒に分からないはずがない。

　しかし女子生徒は、それ以外にリリアがあり得ない名前を出したことに気付いた。

「ちょっと待って。ウォルフォード君？　それって、あのウォルフォード？」

「どのウォルフォードかは知らないけど、この王都で一番有名なウォルフォードよ」

　そのリリアの言葉に、女子生徒は驚愕した。

「な、な、なんで!?　なんで彼氏、ウォルフォード様と知り合いなの!?」

　ウォルフォード様って……とリリアは内心そう思ったが口には出さなかった。

　なぜなら、この女子生徒の反応は、同年代の女子にとっては普通の反応だからである。

　自分たちと同年代でありながら、すでに過去の英雄たちを上回る活躍を見せているアルティメット・マジシャンズ。

　シンはその筆頭であり、魔王であり、神の御使いなのだ。

　中等学院や高等学院の女子たちが、憧あこがれて様付けで呼んでもしょうがないのである。

　この女生徒もそのうちの一人だった。

　女生徒は、なぜリリアの彼氏がシンと知り合いなのか、必死に問とい質ただした。

「ねえなんで？　なんでよ!?」

「なんでって言われても……」

　リリアは女子生徒の顔を見ながら告げる。

「彼、アルティメット・マジシャンズだから」

『はあぁ!?』

　このリリアと女子生徒の会話は、すでにクラス中の人間が聞いていた。

　そして、リリアから放たれた衝しよう撃げきの一言に、クラス全員が声をあげてしまったのである。

　リリアの告白を聞いた女子生徒は、呆れたような顔をしてリリアに言った。

「リリア」

「なに？」

「アンタ、結婚しなさい」

「はえ？」

　まさか同級生にまでそんなことを言われるとは思いもしなかったリリアは、つい間の抜けた声を出してしまった。

　だが女生徒はそんなリリアに構わず、興奮したように言葉を続ける。

「だってそうでしょうが！　そんな超優良物件、他のどこに転がってるってのよ!?」

「いや、あの……さすがにまだ早いんじゃないかと……ねえ？」

「早いも遅いもあるか！　アンタが結婚しないなら私に代わりなさいよ！」

「なんでそうなるのよ!?」

「だってぇ……」

　そう言った女子生徒が涙を流し始めた。

「ちょっと、なんで泣くのよ!?」

　急に泣き始めた女子生徒に若干引きながら、リリアは彼女を宥なだめようとした。

　すると女子生徒は、その心しん情じようを吐と露ろした。

「だってえ、羨うらやましい……」

　悔し涙だった。

　突然のことに慌てたが、なんとか宥めようとしたリリアは、女子生徒に自分のことを話し始めた。

「羨ましいって言うけどね、そんな良いものじゃないよ？」

「なに贅ぜい沢たく言ってんだよ!?　超有名人の嫁になれんだろうが！」

　今度はキレだした。

　どうやら、あまりの衝撃に情じよう緒ちよ不ふ安あん定ていになってしまったようである。

　だがリリアは、冷静にその女生徒に話しかけた。

「あのさ、アルティメット・マジシャンズって、人気楽団じゃないんだよ？　戦闘集団なんだよ？」

「あ……」

　王都一、いや世界一の有名集団ではある。

　しかし、その実態は、魔法使いの集団。

　その活動領域は当然……。

「あの人たちが活躍してるのってさ、戦場の最前線なんだよ？」

「……」

「今回の作戦だって、任務は『魔人討伐』だったんだよ？」

「魔人……」

　その言葉に、リリアの同級生たちは思い出した。

　過去に魔人によって滅びかけたことがあるアールスハイド国民は、他の国の人間より、魔人に対して脅きよう威いを感じていたはずである。

　あまりにも常じよう勝しようだったため忘れかけていたが、相手はその魔人だったのである。

　そのことを、生徒たちは今更ながらに思い出した。

「私たちと同い年なのに、魔人討伐をさせられたんだよ？　私、彼が帰ってくるまで不安で不安でしょうがなかったよ……」

「リリア……」

　魔人を討伐するために戦場に赴おもむいた恋人を、信じて待つことしかできない。

　そのときのことを思い出したのか、リリアは若じやつ干かん沈しずんだ声でそう告白した。

「アルティメット・マジシャンズの人間を彼氏にするって、そういうことよ。そんな思いをしたい？」

「いや……」

　リリアにそう聞かれた女子生徒は、躊ちゆう躇ちよした。

　有名人の彼氏は欲しい。

　けど、さすがに十五、六歳でそんな思いはしたくない。

　それに今だけではない。

　これからも、ずっとそういう思いをし続けなければいけないということなのだ。

　でも、だからこそ女子生徒は疑問に思った。

「ねえリリア。そんな思いをするって分かってるのに、なんで彼と付き合ってるの？」

　辛い思いをする覚悟はあるかと聞いてきたリリアは、そんな思いをしながらアルティメット・マジシャンズの彼氏と付き合っている。

　どうにも矛む盾じゆんしているように思われたのだが、リリアはそれに対してモジモジしながらもキッパリと言った。

「だって……好きなんだもん……」

「うわ……」

　顔を真っ赤にしながらそう言ったリリアに、女子生徒まで赤くなってしまった。

　そして、女子生徒のリリアを見る目が変わった。

　つい先日までは、自分と同じ高等学院の一年生だと思っていた。

　ところが目の前の同級生は、自分がまだ知らない恋愛をし、まだ知らない苦く悩のうを抱えていた。

　女子生徒の目には、リリアが急に大人に見えた。

　そして、面白半分で彼とのことを聞いてしまったことを少し後悔した。

　だからだろう、女子生徒はリリアに声をかけた。

「そっか。なら今回のこと、無事に終わるといいね」

「うん。もう出しゆつ陣じんすることがないといいな」

「そうだね、また不安で眠れなくなっちゃうもんね」

「うん……あ！　いや、違っ！」

　さっきは眠れないとまでは言ってなかったのに、女子生徒の誘ゆう導どう尋じん問もんに引っ掛かってしまったリリアは、慌てて否定する。

　そして、その様子が女子生徒のツボに嵌まってしまったようだ。

「ああ～もう！　可愛いな！　リリアは！」

「わっ！　ちょっと、抱き付かないでよ！」

「いいじゃーん！　リリア可愛い！」

「やだっ！　ちょっと！　変なとこ触るなあ！　やんっ」

「ふへへ。よいではないか、よいではないか！」

　じゃれあい始めた二人を、女子生徒たちは温かい目で見ていた。

　男子生徒たちは、嫉しつ妬とと劣れつ等とう感かんを抱きつつ、その光景を見ていた。

　若干、前まえ屈かがみになりながら。





　　　　◆






「メイ姫様の服、可愛いですねえ」

　元々はシンの魔法練習場であり、現在はアルティメット・マジシャンズ共同の練習場となっている荒こう野やで、アリスがメイに向かってそんなことを言った。

　アリスはともかく、なぜメイまでこんな場所にいるのかというと、メイの魔法練習のためである。

　アールスハイドという大国の第一王女であるメイに魔法使いの素そ質しつがあると分かり、しかも十歳にして異空間収納まで使えるとあって、王宮に勤める人間はメイを天才だと持もて囃はやした。

　現在では魔法師団でも採用されている魔力制御の練習もずっと真ま面じ目めに続けており、制御できる魔力も、使える魔法も日に日に増えている。将来はアルティメット・マジシャンズに次つぐ魔法使いになると、本気で期待されてもいた。。

　だが、そんなメイには、まだ覚えさせてもらっていない魔法があった。

　攻撃魔法である。

　王宮の人間たちは、メイがシンの浮遊魔法で体を浮かせてもらい、自身の風魔法で空を自在に飛び回ることは許可しても、攻撃魔法を覚えることには難色を示したのである。

　その理由はただ一つ、幼すぎるからである。

　アルティメット・マジシャンズ次席であるアウグストや、高等魔法学院生時代に魔人討伐に参加した現国王ディセウムを見れば分かるように、王族だからといって攻撃魔法を覚えてはいけないなどという決まりはない。

　単純に、十歳から攻撃魔法を覚えることが異例なため、王宮の人間がどうしていいか分からなかったのだ。

　そこで王宮は世間一般の通例に従って、中等学院に入るまでは攻撃魔法を教えないという方針を取った。

　ところが、普段からシンと一緒に行動することが多いメイはそれが不満だった。

　シンは自分より幼いころから攻撃魔法を覚えて狩りをし、同じ歳のときには魔物まで討伐したと聞いている。

　なのに、なぜ自分は許可されないのだろうか。

　一緒にいるシンや兄であるアウグストの活躍を聞くたびに、自分も彼らに近付きたいと思っていたメイは、ある行動を取った。

　たまたま遊びに来ていたアリスとリンに、攻撃魔法を教えて欲しいとお願いしたのである。

　十歳の初等学院生にとって十六歳の高等学院生は相当な大人に見えるのだが、アリスとリンはその容姿と性格から、メイにとって非常に付き合いやすい相手なのである。

　今現在、魔人領攻略作戦も一段落し、情じよう勢せいは落ち着いている。

　その結果アリスもリンも暇ひまになっていたので、メイのお願いを快かい諾だくした。

　だがメイは攻撃魔法を覚えることを許可されていないので、遊びに連れていくという体で、コッソリ荒野に連れてきたのである。

　そして、魔法の練習をするのだからと、メイはシンに作ってもらった魔法が付与されている魔法服を着てきていたのだ。

「確かに、私たちの戦闘服より可愛い。あれは実戦重視だから」

　リンも、メイの魔法服を可愛いと思っていたようだ。

「ハイです！　可愛いのがいいって言ったら、シンお兄ちゃんが作ってくれました！」

　と、メイは嬉しそうに魔法服を二人に見せびらかした。

　その魔法服は、髪の色に合わせたような黄色が色いろ鮮あざやかで、ヒラヒラした非常に可愛らしいデザインをしている。

　戦場では目立つことこの上ない。

　だが、メイが戦場に出ることはないのでシンは可愛らしさ重視でデザインしたのだ。

　メイは、大好きなシンが作ってくれたこの魔法服が大変お気に入りだった。

　とは言っても、メイはシンに対して恋愛感情を持っていない。

　シンはあくまで意い地じ悪わるしない、優しいお兄ちゃんなのだ。

　上機嫌に魔法服を見せびらかしているメイを見ながら、アリスとリンは少し不思議に思っていた。

「シン君ってさあ、不思議だよね。世間の常識を知らないかと思えば、メイ姫様の魔法服みたいな可愛い服とか、あたしたちの戦闘服みたいなカッコいい服まで作れるんだもん」

「確かに不思議。でもこの魔法服は見たことないデザインをしている。逆に世間の常識を知らないから考え付いたのかも」

「ああ～それはあるかも」

　そんな話をした後、魔法の練習を始める三人。

　アリスとリンは、シンに教わった『過か程てい』をイメージしながら魔法を使い、アウグストの厳げん命めいによりそのことを教えてもらえないメイは、二人の魔法を見て『結果』をイメージしながら魔法を使う。

「うーんと……こうです？」

　アリスとリンの放った火の魔法を見て、見み様よう見み真ま似ねで魔法を放つメイ。

　すると、メイの目の前で大きな炎があがった。
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「はわあっ！」

「メイ姫様！　もっと遠くに放たないと！」

「こう」

　突然目の前に大きな炎があがったことに驚くメイと、それを注意するアリス。

　そしてリンは、メイにお手本を示すように火炎放射のような魔法を放つ。

「ふわあっ！　リンおねえちゃん凄いです！」

「むふっ」

　メイに褒ほめられて思わずドヤ顔をするリン。

「アレですよ、アレ！　こう、ぶわあっと!!」

「ふええ!?」

　実演したリンに負けじと、アリスも口こう頭とうで説明するが、相変わらず感覚的でメイには何のことだかよく分からない。

「え、えい！」

　それでも、リンの魔法をイメージし、炎を遠くに飛ばすイメージをして魔法を放つと、今度は遠くに向かって炎が伸びた。

「わ！　やったです！」

「お、やったねメイ姫様！」

「えへへ！」

　初めて攻撃魔法が成功したメイだが、本人も周りもリアクションが薄い。

　本来なら、十歳の初等学院生が攻撃魔法を使えることは異例中の異例であり、自じ画が自じ賛さんしたり、周りから大だい絶ぜつ賛さんされたりしてもおかしくない。

　だが、メイやアリスたちは、日頃からシンと接しているので感覚がおかしくなっているのだろう。

　魔法を使え始めたのが三歳だとか、五歳のときには異空間収納が使えていたとか、メイと同じ歳の十歳の頃には魔物を狩っていたとかいう話を聞くと、メイが魔法を使えたことも特別なことに感じないのである。

　比べる対象が間違っているのだが、そのお陰かメイは自分の魔法の才能に増長することはなかった。

「アリスおねえちゃん、リンおねえちゃん！　もっと魔法を教えてくださいです！」

「いいよ！」

「ビシバシいく」

　メイからのお願いに、アリスとリンは調子に乗ってどんどん魔法を教えていった。

　そして、しばらく経った頃には、威力こそアリスとリンには及ばないものの、相当な数の攻撃魔法が使えるようになっていた。

「ほえー、凄いねメイ姫様」

「ん。凄い。メイ姫様は天才かもしれない」

「え？　えへへぇ、そうですか？」

　次々と魔法を放つようになったメイを見て、教えた方のアリスが感かん嘆たんの声をあげた。

　隣にいるリンも、メイの現状を見て率直な意見を述べる。

　言われた方のメイは照れながらも心から嬉しそうにしている。

　メイは王族であるがゆえに、周囲の人間から褒ほめ称たたえられることが多いのだが、そのほとんどは世せ辞じである。

　だが、今ここにいるアリスとリンは、王太子であるアウグストにすら物もの怖おじしない人物だ。

　そんな二人が、お世辞を言うとは思えない。

　となれば、本心からそう言ってくれているのだとメイは嬉しくなったのだ。

　褒められて嬉しそうにしているメイを見ながら、アリスは唸うなった。

「うーん。本当はもう少し練習したら、実戦もしたいところなんだけどなあ」

「さすがに王族を魔物のいるところには連れていけない。いくらなんでも罰ばつせられるかも」

「はわわ、そんなのダメですう！」

　正直に言えば、黙って王族をこんな所に連れてきているのも問題なのだが、アウグストの自由さを見ている二人にとって、特に危険がない場所へメイを連れ出すことが問題になるとは夢にも思っていない。

　しかし、さすがに魔物討伐に連れていくことがマズイのは分かる。

　無事に帰ってきたとしても、僅わずかでも命の危険があるところに連れていったとなると、処罰される可能性がある。

　だが、実戦が人間を急激に成長させることは、自分自身の経験上よく分かっている。

　引き続き魔法の練習をしながらも、アリスはどうしようかなと考えていた。





　　　　◆






「じゃあ、メイ姫様。また時間ができたら迎えにきますね」

「お疲れさまでした」

「ハイ！　また今度です！」

　魔法の練習を終え、メイを王城に送り届けたアリスとリンは、再びゲートを開いてメイの部屋からリンの家に移動した。

「実戦かあ、どうしようかなあ」

「せっかくあれだけ魔法が使えるのに勿体無い」

「そうなんだよねえ」

　リンの母から出されたジュースを飲みながら、メイの育成について頭を悩ますアリス。なぜ二人がリンの家にいるかというと、ここには魔法の練習場があるので、時々思い付いたように魔法の練習がしたくなった時にうってつけなのである。

　なので最近のアリスは、リンの家にお邪魔することが多くなっていた。

「なんかこう、危険がなく実戦を経験できるようなことってないもんかねえ」

「そんな都合のいいものない」

「分かってるよ……」

　本来なら、メイの育成についてアリスが頭を悩ます必要はない。

　だがアリスは、自分たちに懐なついている妹分のメイの成長に関わりたいと常つね々づね思っていた。

　アルティメット・マジシャンズの中では、子供っぽい扱いを受けることが多いアリスだが、メイに対しては頼れるお姉さんでいたいのだろう。

　見た目はメイとさほど変わらないが。

　そうやってアリスが頭を悩ませていると、仕事を終えたリンの父であるベン＝ヒューズが帰ってきた。

「おや、アリスちゃん、いらっしゃい」

「あ、お邪魔してまーす」

　最近家に帰ると大抵アリスがいるので、ベンも気軽に話しかけ、アリスも慣れた様子で返事をした。

　娘と仲良くしてくれている友達を微笑ましく見ていたベンだが、あることを思い出し、改めてアリスに声をかけた。

「あまり暗くならないうちに……って、アリスちゃんなら大丈夫か」

「ゲートで帰りますからねー」

「はは、そうだったね」

　友達が家に遊びに来ているときの定型文。

　危ないからあまり暗くならないうちに帰ることを勧すすめる言葉。

　だが、アリスには外に一切出ずに一瞬で家に帰れるゲートの魔法がある。

　言葉の途中でそのことを思い出したベンは、思わず苦笑した。

「まあ、リンもアリスちゃんもゲートがあるから大丈夫か」

　ベンは、二人を見ながらそう言った。

　その言葉に、娘であるリンが反応した。

「お父さん、何かあった？」

「ん？　ああ、ちょっと王都中に公示しようとしてることがあるんだけど、二人なら心配いらないかなってね」

「王都中に公示？」

「なんですか？　それ」

　ベンは魔法師団の中でも、王城や王都を守護することが主な任務の宮きゆう廷てい魔ま法ほう士しである。

　国内の治ち安あんを魔法の面で守護することが任務である父が、王都中に公示しようとしていることがあるという。

　自分たちには関係ないと言うが、リンとアリスは気になりベンに訊ねた。

　ベンは、どうせ近々公示することだからと、その件について話し始める。

「実はね、最近王都で傷害とか暴行とかの事件が多くなっているんだよ」

「え？　そうなんですか？」

「知らなかった」

　最近、王都の治安が悪くなっているという言葉に、アリスとリンは驚いた。

　実はアールスハイド王都は、警備隊や騎士団、魔法師団が優秀なため犯罪抑止力が強く、世界の中でも犯罪発生率の低い都市である。

　なのでアリスとリンは驚いたのだ。

　そんな二人を前にして、ベンは苦笑した。

「はは。最近はゲートでの移動が多いだろうからね。便利で羨ましいけど、たまには外を歩くのも……っと、違う違う。それを気を付けるようにって公示する予定なんだよ」

　その言葉に、アリスはようやく納得した。

「ああ、だから遅くなる前に帰れって言おうとしたんですか？」

「あと、治安の悪いところには近付かないようにだね。特に若い女の子は気を付けるように警告する予定なんだよ」

「街の暴ぼう漢かんくらいに負けない」

　リンがそう言うが、ベンは諭さとすようにリンに話しかけた。

「二人はそうだろうけどね。ゲートもあるし、魔人を倒せるくらい強い。けど、一般人はそうじゃないだろう？」

「うん」

「私たち魔法師団も騎士団、警備隊も最大限の警戒はするけれども、やはり目の届かないところはある。だから自衛のためにもこういった警告は必要なんだよ」

「分かった」

「でも、なんでそんなに治安が悪くなっちゃったんですか？」

「うーん。特別治安が悪くなってる訳じゃないんだけどね。犯罪の発生件数が増えてるんだよ……理由は分からないんだけどね」

　ベンのその言葉に、首を傾げて考え込んでいたアリスは、ハッと何かに気付き自説を述べた。

「もしかして！　何か大きな犯罪組織が王都に入り込んだとか!?」

「そういう報告は受けていないし、何より事件の加害者はそういうのに縁のない一般市民なんだよ」

「え？　普通の人が、ってことですか？」

「そう。だから、二人とも気を付けるようにね。いくら強くたって、不意を突かれたら不覚を取ることもあるからね」

　ベンはそう言うと、その場を辞じした。

　残されたアリスとリンは、今ベンから聞いたことについて話し始めた。

「一般市民が一般市民に危害を加えてるのか……何かあるのかな？」

「さあ？　殿下やウォルフォード君ならなにか見抜くかもしれないけど」

「あたしらじゃ分かんないかー」

　真相を解明しようと考えてみたが、さっぱり分からない。

　リンは早々に諦めて肩を竦め、アリスも頭の後ろで手を組み、カーペットの上にゴロンと横になった。

「そういうのはできる人に任せておけばいい」

「そうだね。あたしらにできることといったら……あ！」

　アリスは何かを思いついたように、寝転んでいた姿勢からガバッと起き上がった。

「なに？　アリス」

「これだよ！」

　なにかを思い付いた様子のアリスに、リンは首を傾かしげるのだった。





　　　　◆






「おーい！　シンくーん！」

　年が明け、ようやく再開された魔法学院。

　久し振りに学院に登校してきたアリスは、休みの間中ずっと考えてきたことを実行に移すため、先に登校してきていたシンに声をかけた。

「おう、おはようアリス。今日はパジャマじゃないんだな」

「もうあんな恥ずかしい思いはしないよ！　それよりシン君に頼みがあるんだけど」

「なんだ？　改まって」

「メイ姫様に作ってあげた魔法服さあ、あたしとリンの分も作ってくれない？」

「いいけど、なんで？」

　アリスの申し出に、シンは首を傾げた。

　というのも、メイに作ってあげた魔法服は戦闘には向かないヒラヒラしたものである。

　今更そんなものを欲しがるアリスに、シンは疑問を持ったのだ。

「えっと、その、メ、メイ姫様の魔法服って可愛いじゃん！　あたしらも欲しいなあって」

　アリスは、すでに教室にいるアウグストに一瞬目をやると適当な理由を述べた。

　今、アリスが考えていることは、アウグストには内緒なのである。

　シンは、若干釈然としないながらも、自分の作ったものを褒められたのでアリスのお願いを聞いてあげることにした。

「まあ、別にいいけど。デザインは一緒でいいのか？　色は？」

「デザインは同じで、色だけ変えて欲しいな」

「分かった。じゃあ、メイちゃんが黄色だから……アリスが赤でリンが青でいいか？」

「うん！　それでいいよ！　ありがと！」

　お願いを聞いてくれたシンにアリスがお礼を言っていると、リンが近寄ってきた。

「アリス、昨日からなに？」

　リンの服も一緒に作って欲しいというお願いだったのに、なぜかリンは魔法服を作る理由を聞かされていないらしい。

　そのことを不ふ審しんに思ったシンは、リンに問いかけた。

「リンはアリスから聞いてなかったのか？」

「なにも」

「ニシシ、後で話すよ！」

　なんだか楽しそうなアリスに、リンとシンは顔を見合わせた。





　　　　◆






　そして座学メインの、相変わらず何学院の授業なのか分からない授業が終わった後、以前までなら研究会の活動を行っていた放課後になった。

　だが、研究会としての活動より、アルティメット・マジシャンズとして実戦を多く経験してきた面々は、シンから魔法を新たに教わるより、覚えた魔法の精度を高めることにその時間を費ついやすようになった。

　というのも、シンが使用している魔法のうち、説明を受けても理解できない魔法が増えてきたのがその要よう因いんである。

　浮遊魔法も、まず引力が理解できないし、光こう学がく迷めい彩さいも同様である。

　なんとか理解しようと努力したのであるが、この世界では魔法が科学に代わって発達してきたせいで、シンの説明を理解できないのだ。

　ゲートは異空間収納を使えることからなんとか修得できたが、それ以外は無理だった。

　ならば、できないことに時間を費やすより、できることを伸ばしていこうという方針に変わったのである。

　そして、シンはビーン工房にて新たな魔道具の開発。

　シシリーは治療院にて治療のお手伝いの後、ウォルフォード家で花嫁修業。

　マリアはミランダと魔物狩り。

　マークは自宅の工房でシンの開発の助手。

　オリビアは店の手伝い。

　ユーリは魔道具制作の練習。

　トニーも魔物狩りに行くようになった。

　そしてアウグストたちは、王城で政せい務むに励はげむ。

　そのように、各々が個人で活動している中、アリスとリンは王城のメイの部屋に向かってゲートを開いた。

「あ、アリスおねえちゃん、リンおねえちゃん！」

　すでに初等学院から帰宅していたメイは、初等学院の制服から着替えている途中にゲートで現れたアリスとリンを歓迎する。

　そこには、メイの着替えを手伝っているメイドなどがいたのだが、アリスとリンがメイの部屋をゲートで訪れることはよくあるため、慣れた様子で応対した。

「アリス様、リン様、いらっしゃいませ。メイ姫様のお着替えが済むまでしばしお待ちください」

　ここのメイドは、アリスとリンが来るたびに恭うやうやしく接してくるのだが、二人はこの態度が苦手だった。

「ああ、いいよ、そんなに急がなくて」

「というか、様付けも止めてほしい」

　二人とも平民の出である。

　王宮の、しかもメイ付きのメイドともなると、貴族家出身の者もいる。

　そんな人間から恭しい態度を取られるのは、どうしてもむず痒い。

　だが、メイドは二人に対して毅き然ぜんと言い放った。

「なにを仰います。幾いく度どもこの世界を救ってくださった英雄様に対してそのような無ぶ礼れいは行えません」

　その言葉に、アリスは苦笑を隠せない。

「英雄様って……ていうか、メイ姫様半裸だけど、そっちは放っておいていいの？」

「へっくち！」

　メイドがアリスとリンの相手をし始めたため、初等学院の制服から着替える途中で放置されたメイが、可愛いくしゃみをした。

「これは申し訳ありません、メイ姫様。さ、こちらを」

「あい。ありがとうです」

　メイは鼻を啜すすりながら着替えを済ませ、それが終わるとメイドは部屋を出ていった。

　部屋にアリスたち三人しかいなくなると、アリスがメイに対してある提案をした。

「メイ姫様、ジェットブーツも使えるようにしましょう！」

「ふえ？　ジェットブーツって、あのピョンピョン動き回れる靴くつですか？」

「どういうこと？　アリス」

　ジェットブーツを使えるようになろうと言うアリスに、リンとメイは疑問を持つがアリスはすぐに説明しない。

「向こうで説明するよ。さて、今日も魔法の練習に行きますよ！」

「おおー！」

　こうしていつもの練習場所である荒野に来たのだが、メイの魔法練習を始める前にリンがアリスに説明を要求した。

「アリス、今日は朝から変。なぜ、メイ姫様と同じ魔法服をウォルフォード君に発注したのか、メイ姫様がジェットブーツを使えるようにしないといけないのか、理由を教えて」

　朝から腑ふに落ちていなかったリンが、アリスに疑問をぶつける。

　するとアリスは、ニンマリ笑いながら二人を手て招まねきした。

「にゅふふ。ちょっとこっち来て」

　今日は他に誰も練習をしに来ていないので三人だけなのだが、三人で身を寄せ合い内ない緒しよ話ばなしをするようにヒソヒソと話し始めた。

　そして、アリスの説明を聞いたリンは目を輝かせた。

「それいい。メイ姫様の訓練にもなる」

「はわわっ。い、いいんでしょうか？　バレませんか？」

　リンは乗り気だが、メイはバレないかと心配になった。

「うーん、バレるかなあ？」

「ウォルフォード君に相談しよう。彼なら内緒にしてくれる」

「っていうか、むしろノリノリで協力してくれそうだよね！」

　結局、困ったときはシンに頼めば何とかなるだろうという意見に落ち着いた。

　そうと決まれば、後はメイの練習である。

「はわあぁ～！」

「メイ姫様ー！」

　アリスは、ジェットブーツにより見けん当とう違ちがいの方向に飛んでいくメイを追いかけていた。

　そして、落下し目を回しているメイを見たアリスは、しみじみとこう思った。

「魔法服に防御魔法が付与されててよかった……」





　　　　◆






「シンくーん！」

　メイがジェットブーツで吹っ飛んだ次の日、学院に登校したアリスは早速シンに声をかけた。

「ん？　なんだアリス。例の服ならまだできてないぞ」

「そうじゃなくて、ちょっと相談があるんだ」

「相談？」

「うん。あ、シシリー、シン君借りるね！」

「え？　あ、はい」

　シシリーに一言断りを入れたアリスは、リンと共にシンを教室から連れ出していく。

「なんなんだ？」

「さあ……」

　その様子を見ていたアウグストもシシリーも、アリスの行動に首を傾げていた。




「へえ。面白そうだな、それ」

「だよね！　シン君ならそう言ってくれると思ってたよ！」

　シンに事の次第を説明したところ、アリスたちの予想通り乗り気になってくれた。

　だが、乗り気にはなったが問題点にもすぐに気が付いた。

「でもそれ、顔でバレるだろ？」

「そうなんだよ！　だからシン君にお願い！　なんかこう、あたしたちの顔が分からなくなるような魔法とか付与できない？」

「認にん識しき阻そ害がいかあ……」

　アリスのお願いを聞いたシンは、難しい顔になった。

「ウォルフォード君でも難しい？」

　シンはなんでもできると無条件に思い込んでいたリンは、意外そうな顔になってそう聞いた。

「無茶言うなって。認識阻害ってことは、見ている人の視覚情報に介かい入にゆうして脳に誤ご認にんさせるってことだろ？　危なくって使えないんだよ」

「「……ちょっとなに言ってるのか分からない」」

　シンの考えている認識阻害の魔法の概がい念ねんについて説明するが、アリスもリンもシンが何を言っているのか理解できなかった。

「後は……顔全体をモヤッとさせるくらいか？」

「えー、それはなんかヤダ」

「可愛くない」

「そうだろうな。俺もなんかヤダよ」

　アリスは、シンに無理なら誰にもできないと考え、どうしようかなと考え込んだ。

　だが、シンには他に策があるようで、ニヤリと笑ってこう言った。

「要は、顔がバレなきゃいいんだろ？」

　そのシンの発言と笑顔を見て、シンに頼むのは早まったかもと、アリスとリンは少しだけ背筋が寒くなった。




「シン君、なんの話だったんですか？」

　アリスとリンに連れ出されていたシンが戻ってくると、早速シシリーが声をかけてきた。

　なんの用事だったのかと聞かれたが、アリスたちから一応内緒にしておいて欲しいと言われているので、ここは誤ご魔ま化かすことにした。

「ああ、昨日メイちゃんと同じ魔法服を作って欲しいって言われたろ？　その相談」

　シンがそう言うと、シシリーはあからさまにホッとした表情をした。

「はあ、良かった。なにか変なことの相談ではなかったんですね」

　そのシシリーの納得に、シンはなんとなく釈然としない。

「……一応、女の子に連れていかれたんだから、そっちの心配してほしかったかなあ」

「そっちの相談だったんですか？」

「痛い！　違うから、腕をつねらないで！」

「むー」

　どんな状況からでもイチャイチャし始める、一年Ｓクラスきってのバカップルを見ながら、アウグストは考えていた。

　最近のアリスとリンは、シンに迫るほどのトラブルメーカーだ。

　謎の行動を取るアリスとリンによって、新たなトラブルが起きるのではないかと警戒し、後でシンを問い詰めようと心に決めていた。




　そして、その相談から数日後、休日に無線通信機でシンに呼び出されたアリスとリンは、メイを迎えに行ってから荒野に来た。

「おう。来たな、三人とも」

「シンお兄ちゃん！　お久しぶりです！」

「ゴフッ！　あ、ああ、久しぶり、メイちゃん」

　久しぶりにシンに会ったメイが突撃し、その突進をギリギリ受け止めたシンはなんとか挨拶を返す。

　シンは、メイの見えない尻尾が大きく振られるのを幻視して苦笑しながら、異空間収納からアリスとリンの魔法服を取り出す。

「わあ！　ありがとうシン君！　可愛い！」

「うん。可愛い。ありがとう」

「どういたしまして。で、例のブツだが……」

　シンはそう言うともう一度異空間収納を展開し、中から先日アリスとリンから依頼されていたモノを取り出した。

　そして、それを見た三人の反応は……。

「こ、これは！」

「……なに？」

「はわ？」

　アリスは、よく分かっていなかったがわざとらしく驚き、リンとメイは素直に「ナニコレ？」といった表情になる。

「ふふん。これはな……」

　シンが取り出したモノの説明をしていくと、段々三人の表情が輝きだした。

「と、こんな感じだ。なにか質問は？」

「いい！　これいいよ！　あたしが求めてたのはこれだよ！」

「これならバレない」

「シンお兄ちゃん、ありがとうです！」

　説明を終えたシンが何か質問はあるかと聞くが、三人とも特にないようだ。

　シンが取り出したモノはアリスの言う顔バレしないモノで、それだけでなく更にサポート機能まで付いていた。

　今まで見たことがないモノを手に入れた三人は、早速使用感を確かめるために、ソレを装着し始めた。

　三人に使い方をレクチャーしていたシンだったが、もう大丈夫だろうということで帰ることにする。

　その際に、アリスに念押しすることも忘れない。

「俺はもう帰るけど、くれぐれもメイちゃんに危ないことさせないようにな」

「わ、分かってるよう」

　じゃあなと言って、シンは帰っていった。

　残された三人は、シンから貰ったモノを使っての連携や、メイがもっとジェットブーツで自在に飛び回れるように練習を続けた。

　そして、メイがある程度ジェットブーツで自在に動けるようになったことで、いよいよ計画を実行に移すことになった。

「じゃあ、メイ姫様。明日と明後日は学院もお休みですから、実戦練習しましょう！」

「緊張してきたです」

　こうしてアリスたちはメイの実戦訓練を開始するのであった。
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　アールスハイド王国王都。

　数十万の人間が暮らすこの都は、世界でも有数の大都市である。

　多くの有名店が軒のきを連ねる大通り。

　その大通りから外れた通りでも、個人経営のお洒落しやれな店舗や、掘り出し物の店などが数多く存在し、活気に溢あふれている。

　だがそんな大都市でも、さらに通りを外れた所謂いわゆる裏通りなどになると、人ひと気けがなくなり治ち安あんが悪くなることがある。

　そんな人気のない裏通りに、数人の男が女性の口を強引に手で塞ふさぎ、引きずるようにしながらやってきた。

　明らかに拉ら致ちしてきたと思われ、女性も必死に抵抗していた。

「むぐぅっ！」

「おらっ！　いい加減大人しくしろ！」

「騒いだって助けなんざこねえよ！」

「やっ！　いやあっ！」

　女性は抵抗するが、相手は複数人の男である。

　暴れても一向に拘束が緩ゆるむことはなかった。

「へへ、観念しろよ」

　男の内の一人がそう言うと、女性の服に手を伸ばした。

　女性が、もう駄だ目めだと絶望して目を瞑つむった、そのとき。




「そこまでだよ！」




　裏通りに、少女の声が響いた。

　突然聞こえてきたその声に、興奮していた男たちも、恐怖に震えていた女性も、どちらもが一瞬キョトンとした。

　そんな中、いち早く復帰したのは、絶望的な状況にいた女性の方だった。

「ど、どなたか存じませんが助けてください！」

　大声で助けを求めた女性の声で、男たちも我に返った。

「だっ、誰だ！　出てこい！」

「女の声だったじゃねえか！　ふざけた真ま似ねしてるとテメエも犯すぞコラペッ！」

　突然聞こえた謎の声に対して、口々に声を張り上げる男たちだったが、そのうちの一人が、声をあげている途中で突然吹き飛ばされた。

　その光景に思わず絶句する男たちだったが、魔法によって攻撃されたのだと気付き、魔法が放たれたと思われる方向を見た。

　しかし、そこには誰もいない。

　あるのは、建物の上から伸びる三つの影。

　男たちは、慌てて建物の上を見た。

　するとそこには、太陽を背にして佇たたずむ三つの人影があった。

「だ、誰だ!?　テメエは！」

　思わず叫んだ男に対し、人影がその男をビシッと指差し、口を開いた。

「どんな悪あく事じも見逃さない！」

「魔法の力で無理矢理解決」

「わ、我ら！」




「「「魔法少女キューティースリー!!」」」




「「「……」」」

　赤、青、黄の三色の服装に身を包み、目元をヘルムの面当てのようなもので隠した三人の少女が、各々ポーズを決めつつ名乗りをあげる。

　その光景に、男たちだけでなく、襲われていた女性までポカンとしてしまった。

「嫌がるお姉さんを無理矢理襲おそおうとするその腐くさった性しよう根ね、このキューティーレッドが叩き直してやる！」

「イエロー、今」

「は、はい！　やあ！」

「へぶっ!?」

　レッドが口上を述べている間に、イエローが圧あつ縮しゆくした空気を大たい砲ほうのように発射する魔法を放ち、男たちの一人を吹き飛ばした。

　またしても仲間が吹き飛ばされたことで我に返った男たちが、口々に罵ば声せいを浴びせ始めた。

「テメエ！　ふざけた格好でふざけた真似しやがって！」

「レッドがって言ったのに、イエローが攻撃してんじゃねえか！」

「そんなところから魔法を撃つなんてひきょ……うばっ！」

　高い建物の上から、魔法による狙い撃ち。
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　自分たちでは届かない場所から一方的に攻撃するのは卑ひ怯きようだと言いかけた男が、吹き飛ばされた。

　相手は、未み遂すいとはいえ女性に暴行しようとした犯罪者である。

　卑怯と言われようと何だろうと、イエローは男たちに向かって容よう赦しやなく魔法を撃ちこみ始めた。

「ちょ、ちょっと待っブフッ！」

「そんなとこからズリイゲフッ！」

「待て！　こうさンダハッ！」

　イエローの攻撃により、次々と倒されていく男たち。

　さすがに、暴行未遂で処刑までしてしまっては罰の方が大き過ぎるので、命を奪わないように魔法の威い力りよくは手加減されていたが、攻撃自体は手加減されなかった。

　あっという間に全滅し、男たちが気を失っていることを建物の上から確認した少女たちは、ジェットブーツを使って地面に下り、ロープで縛り上げる。

　その一連の行動を、襲われていた女性は呆ぼう然ぜんと見ていた。

　その視線に気付いたレッドが、女性に近付いていく。

「お姉さん、大丈夫だった？」

「え？　あ、ああ、はい。大丈夫です……」

「そっか、間に合って良かったよ！」

　そう言うと、見えている口元が笑みになるレッド。

　その表情を見て、まだお礼を言っていなかったことに気付いた女性が、深々と頭を下げた。

「た、助けて頂いてありがとうございます！」

「礼には及およばない」

「困ってる人は助けるです！」

　頭を下げた女性に対し、ブルーとイエローがそう答える。

　女性は、背格好や声の感じから、まだ少女と思われるこの三人が何者なのか非常に気になり、三人に訊たずねた。

「あ、あの……貴女あなたたちは？」

　その質問に……。

「王都の治安は私たちが守る！　私はキューティーレッド！」

「キューティーブルー」

「キュ、キューティイエローです」

「「「魔法少女キューティースリー！」」」

　そう言って、レッドは堂々と、ブルーは淡々と、イエローは恥はずかしそうにポーズを取る。

「……」

　それを見せられた女性は絶ぜつ句くである。

「それじゃあお姉さん、お気を付けて！」

「あ、ああ、はい……」

　レッドは戸と惑まどう女性に声をかけると、少女たち三人で暴ぼう行こう未み遂すい犯はんを持ち上げ、警備隊に突き出すべくこの場をさった。

　そして、残された女性は……。




「ナニコレ？」




　危ういところを助けてもらったのだが、あまりの状況に思考が追い付かず、呆然と立ち尽くしてしまった。





　　　　◆






「くふふっ！　うまくいったね！」

「女性も助けられてメイ姫様の練習にもなった。満足」

「は、恥ずかしかったですぅ……」

　街中に設置されている警備隊詰め所の前に『この男たちは女性暴行未遂犯です』というカードを首からぶら下げて男たちを放置し、三人は王都の上空を移動しながらそんな会話をしていた。




　この三人、レッドがアリスで、ブルーがリン、そしてイエローがメイである。




　攻撃魔法を覚えたメイの実戦相手として、アリスが思い付いたこと。

　それは、今アールスハイド王都で多発している事件の犯人を逮捕するために、魔法を使うということだった。

　魔物を相手にするほどの危険はないし、なにより王都から出ない。

　実に素晴らしい作戦を思いついたとアリスは思っており、王族を事件現場に連れていくという非常識は考えていない。

　しかし、相手は犯罪者なので全く危険がないとは言えず、アリスとリンがメイの護ご衛えい兼けんアドバイザーとして側に付いているのである。

　ただ、一応犯罪者から自分の身を守るためになら魔法の使用は許可されているが、基本的に街中で攻撃魔法を使うことは禁止されており、咎とがめられる可能性はある。

　そのため、正体を隠す方法をシンに依頼していたのである。

　そんなアリスの依頼に応えて作られたのが、ヘルムの面当ての部分を使って目元を覆おおい隠かくすものだった。

　これならば顔は隠れる。

　そして、面当てを頭部に固定するバンドに無線通信機の技術を流用して作られたスピーカーとマイクを仕込むことで、インカム通話ができるようになっている。

　アールスハイド上空をジェットブーツで飛び回りながら会話できているのは、そのためである。

　三人が、なぜ王都上空を飛び回っているのか。

　それは、一度の成功に気をよくした三人が次のターゲットを探していたからである。

　するとアリスとメイのインカムに、リンからの通信が入った。

「右前方に害がい意いあり」

　アリスとメイはリンの示した方向へ意識を向け、それを察知した。

「あ、ホントだ！」

「い、行きましょう！」

　リンの言葉通り、アリスとメイも害意ある魔力を感知した。

　その現場に向かって急行する三人。

　その途中でアリスが言葉を漏らした。

「リンのお父さんの言う通りだね。こんなにあちこちで事件が起きてるとは思わなかったよ」

「うん。意外」

　珍めずらしく神しん妙みような態度のアリスとリン。

「私も意外です。アールスハイドは治安がいいのが自慢だったです……」

　アールスハイドの王女であるメイの方は、少し悲しそうだった。

「大丈夫だよメイ姫様！　あたしたちで王都の治安を取り戻そう！」

「王都は私たちの故郷。荒れさせる訳ない」

「アリスおねえちゃん……リンおねえちゃん……」

「そうと決まれば、現場に急ぐよ！」

「ハイです！」

　アリスとリンの励はげましを受けて、メイは事件現場に急行した。

　そこで三人が見たのは、ナイフを手に持った男が、一人の男にそのナイフを向け、ジリジリと迫っているところだった。

　その状況を確認したアリスは、咄嗟に二人の男の間に降り立ち、物理障壁を展開。

　ついにナイフを突き刺しにかかった男は、その物理障壁に跳ね返された。

「なっ!?」

　驚いた男は一瞬目を見張るが、突然割り込んできたアリスを見て固まった。

「ナイフで刺そうとするなんて危ないじゃないか！」

「は、はあっ!?」

　珍ちん妙みような格好で自分を指差してくるアリスに、男は思わずキレた。

「るっせえ!!　ホントにふざけやがって！　何モンだテメエ!?」

　そう尋ねられたのなら、アリスは答えないといけない。

「あたしは、魔法少女キューティーレッド！」

「ま、魔法少女？　つまり、魔法使いの女ってことか？」

　実は、この魔法少女という呼び名はシンが考えた。

　というのも、この世界には魔法が存在しており、魔法が使える少女は総じて魔法少女なので、こういう言い方自体がなかったのである。

　しかし、シンの言葉を気に入ったアリスとリンが積極的に使い始めた。

　得体のしれない姿のアリスに対し、警けい戒かい心しんを強めた男はアリスと睨み合った。

　いつ魔法が飛んでくるか分からない。

　そんな状況の中。

「やあっ！」

「ゲフゥッ!!」

　突とつ如じよ上空から下りてきたメイが、男の顔面にドロップキックをお見舞いした。

　男は吹き飛んでいき、壁にぶつかりそのまま沈黙。

　男の意識がなくなったことを確認したアリスは、すぐさま襲われていた方の男に駆け寄った。

「大丈夫ですか!?」

「え？　あ、ああ」

　アリスが声をかけると、一連の出来事を見て呆ほうけていた男は我に返った。

「あ、ありがとう……助かったよ」

「いえいえ、どういたしまして！」

　礼を言ってくる男に、まんざらでもなさそうに対応するアリス。

　そして、リンが縛しばり上げた男を警備隊に突き出そうとしたところ……。

「ちょっと待って！」

　襲われていた男に声をかけられた。

「え？　何？　お兄さん」

「そいつさ、俺が警備隊に連れていくよ」

「え、でも……」

「大丈夫だよ。そんだけ縛ってたら暴れないでしょ」

　正直、この提案は王都中を回ろうとしているアリスたちにとってありがたかった。

　一瞬どうするか迷ったアリスだったが、さらにお願いされて警備隊に連れていくのを任せることにした。

「じゃあお願いします。それではあたしたちはこれで！」

「気を付けて」

「さよならです！」

　この場は男性にお願いし、すぐに現場を立ち去るアリスたち。

　その後ろ姿を見ながら、男はポツリと呟つぶやいた。

「魔法少女って……あのドロップキックも魔法なのか？」





　　　　◆






　アールスハイド王都を飛び回り、犯罪者を見つけては制せい圧あつしていくアリスたち。

　その様子を、さらに上空から見ている人影が二つあった。

「クッ……ハアハア……アイツら、私を笑い殺す気か？」

「ふぅ……フフ、アハハハ！」

　アウグストとシンの二人であった。

　実は、今回のことをアリスから相談されたシンは、アウグストに問い詰められる前に自らアウグストに報告していた。

　王族であるメイを犯罪者制圧に駆り出すのは、さすがにマズイと理解していた。

　そして、準備が整ったらすぐに行動するだろうと、アウグストと共にアリスたちの行動を監視していたのだ。

「はあ……まったく、この話を聞いたときはどうなることかと思ったが、この様子なら大丈夫か」

「そうだな。アリスとリンも上手くフォローしているみたいだし」

　アリスたちの格かつ好こう、それと戦闘の様子を見た二人は腹を抱えて笑い転げていたのだが、ようやく息が整い、これなら問題ないだろうと判断した。

　だが、それでもアウグストは兄としてメイに対しての不満を言った。

「しかし、メイはもう少し王族としての自覚を持って欲しいものだな」

「説得力ねえよ」

　アールスハイドの王おう太たい子しでありながら日頃シンたちと街を出歩き、魔ま人じん討伐の最前線にまで赴くアウグストの台詞せりふに、全く説得力はなかった。
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　お前が言うなと全力で思ったシンだが、それよりも気になることがあった。

「しかし、こんなに犯罪って起きてたっけ？」

　アリスたちを少し監視しただけで、立て続けに二件の犯罪に遭そう遇ぐうした。

「フム……ここのところ、犯罪件数の増加がみられるという警備局の報告の通りだな」

「そうなのか？」

「ああ。特に暴行や傷害だな」

「暴行に傷害……やっぱ、皆ストレスが溜まってんのかな……」

「そうだろうな……これは、何としても早期に決着をつけないといけないな」

　先ほどまでは、アリスたちの行動に対し腹を抱えて笑っていたアウグストだったが、犯罪件数の増加については真剣な顔で考えていた。

　その横顔を見たシンは、ニヤッと笑って声をかけた。

「期待してるぜ、王太子サマ」

「ム、気色悪いな」

「あ、アリスたちがまた見つけたみたいだぞ」

「なに？　急いで見に行かねば」

　シンとアウグストは、そう言うとアリスたちの後を追ってこの場を離れた。




　丁ちよう度どその頃、先ほどメイのドロップキックを受けて気き絶ぜつしていた男が起き上がった。

「痛っつつ……」

「……気が付いたかよ」

「ん……あれ？　ここどこ？　なんで俺縛られてんだ？」

　起き上がった男に、先ほど襲われていた男が声を掛けるが、襲ってきた男のとぼけた様子に、襲われた方の男は思わず叫んだ。

「何言ってんだよ！　お前、俺にナイフ向けてただろうが!!」

「はあっ!?　なんで俺がお前にナイフなんか向けんだよ！」

「実際向けただろうが！　だから、あの変な女の子に蹴り飛ばされたんだろうが！」

「へ、変な女の子？」

「ああ、なんつうか……とにかく変な子だ」

「蹴り飛ばされたって……だから体が痛えのか……」

「……お前、ホントに覚えてないのかよ？」

「そういえば……お前と飯食って、トイレ行ってからの記憶がない……」

「……なんだよそれ……」

「さあ……」

　あまりに不可解な事態に、二人は言い知れぬ不安に襲われていた。





　　　　◆






「それじゃあメイ姫様、また明日！」

「明日は朝から活動する」

「ハイです！　今日はありがとうです！」

　アリスとリンにゲートで自室に送り届けられたメイは、再びゲートで帰宅した二人を見送るとホッと息を吐ついた。

「はぁ、疲れたですぅ」

　メイはそう言うと、ポスンとベッドに横たわった。

　そして、今日のことを思い出していた。

「最初はちょっと怖かったですけど、悪い人を懲こらしめて感謝されるのは楽しかったです」

　メイはそう呟くと、犯罪者を倒して感謝されたことを思い出し、一人でニヤニヤし始めた。

　もっとも、その助けられた者たちは、一応感謝はしたものの困こん惑わくの方が大きかったのだが。

　そんな一人でニヤニヤしているメイの部屋のドアがノックされた。

「ハイです」

「入るぞ」

「お、お兄様!?」

　部屋に入ってきたのがアウグストであったことに、メイは心底驚いた。

　と同時に、兄には内緒で魔法少女活動をしていたので後ろめたい気分にもなった。

「今日は王城で見かけなかったが、どこかに行っていたのか？」

「えぅ！　えと、その、あの……」

　アウグストの、まさにピンポイントを突いてくる質問にメイは大いに狼狽うろたえた。

　そんなメイの慌あわてている様子を見て、ニヤけそうになるのを必死に我慢するアウグスト。

　やがて、アタフタしているメイを見ていたアウグストは、わざとらしく溜ため息いきを吐いてメイに告つげた。

「どうせコーナー辺りと魔法の練習でもしていたんだろうが、あまりはしゃぎすぎるなよ？　最近のお前は王族としての自覚がなさすぎる」

「お兄様には言われたくないです!!」

　アウグストのあまりにも自分を棚に上げすぎた台詞に、メイは思わず叫んだ。

　そんなメイの頭を、アウグストはクシャッと撫なでた。

　突然のその行動に、メイは硬こう直ちよくした。

「お前は王女なんだからな。嫁よめの貰い手がなくなるぞ？」

　アウグストはそう言うと、メイの部屋から出て行った。

　メイは、撫でられた頭に触りながら、アウグストが出て行った部屋の扉を見て呟いた。

「お兄様……熱でもあるですか？」

　普段の行動から、労ねぎらいを素直に受け取ってもらえないアウグストなのであった。




「メイ姫様、おはよ！」

「おはよう」

「おはようございます。アリスおねえちゃん、リンおねえちゃん」

　次の日、宣言通りに朝早くメイを迎えにきたアリスとリン。

「じゃあ、早速今日も街の治安を守りに行くよ！」

　アリスたちはそう言うと、いそいそと服を着替えだした。

「ハイです！」

「うーん、こうパパッと着替える方法はないかな？」

「ウォルフォード君に相談してみる？」

「それいいです！」

　そんなことをキャイキャイ言いながら着替えていく三人。

　そして着替え終わった三人は、今日もアールスハイド王都の悪者を懲らしめに行くのだった。





　　　　◆






「おい。今日も出てきたぞ、あの変なの」

「ああ……出てきたな、あの変なの……」

　アールスハイド王都の陰に潜んでいる者たちが、そんな会話をしていた。

「なんなんだアイツら。せっかく俺たちが洗せん脳のうした奴らを、悉ことごとく倒して回りやがって」

「ひょっとしたら……アールスハイドの奴ら、俺たちの狙いに気が付いたのかもしれんな」

「マジかよ？　そうなったら例の作戦はどうする？」

「ぶっつけ本番でいくしかあるまい」

「ったく……またゼスト隊長に怒られちまうぜ」

「しょうがあるまい。まあ、さすがはシン＝ウォルフォードを擁ようするアールスハイドというところだろう」

「くそっ！　忌いま々いましいぜ！」

　男たち……ゼスト配下の魔人たちは、昨日に引き続き現れた三人の魔法少女を見て、自分たちの行動が露ろ見けんしていると判断し、アールスハイドから去る決意をした。

　もちろん、アリスたちは自分たちの行動が魔人の活動を阻そ害がいしていたことなど知る由もない。

　偶然が重なって、魔人たちに撤退を余よ儀ぎなくさせたのである。

　その結果、アールスハイドで魔人たちが何を画かく策さくしていたのか。それを知る者は誰もいなくなったのである。





　　　　◆






　休日が明けた魔法学院。

　いつものように一年Ｓクラスに、ゲートを使ってアリスが登校してきた。

「おはよー！」

　いつも通り、元気に挨あい拶さつをしたアリスだが、どうも皆の様子がおかしい。

　皆ニヤニヤしている。

「え？　なに？」

　事態が把は握あくできず困惑するアリスは、クラスメイトからの挨拶に驚きよう愕がくした。

「おはよう、レッド」

「おはようございます、レッドさん」

「お、おは、おはよう、レ、レ……ウハハハ！」

　アウグストが挨拶をすれば、トールも同様の挨拶をし、マリアは最後まで言い切れず、爆笑してしまった。

「な、な、なんで殿でん下かがその名前を!?」

　秘密裏にことを運んでいたと思っていたアリスは、アウグストがその名を知っていたことに驚いた。

　すると、すでに散々からかわれたのか、少しやつれたリンがアリスのもとにきた。

「アリス……諦める。昨日と一昨日のことはウォルフォード君と殿下に見られていた」

「な!?　シン君!?　裏切ったな!?」

　シンが裏切るとは夢にも思っていなかったアリスは、シンに向かって叫んだ。

　だが、シンは手を横に振ってアリスに取り合わない。

「イヤイヤ。さすがにメイちゃんを荒あら事ごとに参加させるのに、オーグに知らせない訳にはいかないだろ。メイちゃん、王族だぞ？」

「ウム、シンには感謝している。お陰で楽しい場面も見られたしな」

「は、はわわわ……」

　アウグストに全てを見られていたことに驚愕し、アリスがガクブルし始めた。

　すると、その様子を見たアウグストがアリスに向かって言った。

「まあ、王族をあのような場所に連れ出すのは問題だが、私が言えた義理ではないからな。メイも無傷であり貴重な経験もできたようだし、そのことに対しては特に責は問わんよ」

「ほ、本当ですかあ？」

　怒られると思っていたアリスは、お咎めなしの裁さい定ていに少し疑いながらもホッとした。

　その時。




　ゴチンッ！　ゴチンッ！




「あいたあー！」

「痛っ！」

　アリスとリンの頭に拳げん骨こつが落ちた。

「だが、私に内緒にしていたのはダメだな。これで済んでラッキーだと思え」

「……はーい」

「……ごめんなさい」

　王族を危険がある場所に連れ出して、これで済んだのは本当に幸運である。

　怒られてシュンとしているアリスに対し、アウグストは止めの一言を放った。

「しかしコーナー、お前本当にシンに思考が似てきたな」

「え!?　シン君に!?　それは非ひ道どくないですか!?」

「その発言が非道いわ！」

　こうして、アールスハイド王都に時々現れる、謎の魔法少女は誕生した。

　彼女たちは、アールスハイド国民を守るため、学院が休みの日に現れるのだ！




「それにしても……メイの驚く顔が目に浮かぶようだ……」

「に、逃げて！　メイ姫様逃げてぇ!!」

　その魔法少女は今、学院で皆にいじられて涙目になっていた。
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「多発してた事件が起きなくなった？」

「ああ、急にな。一体あれはなんだったんだ？」

　最近の日課であるビーン工房での魔道具開発をしていると、オーグが様子を見にやってきた。

　オーグは、俺がなにを作るのか気になってしょうがない様子で、こうやってしょっちゅう様子を見にくる。

　本当に信用されてないな、俺……。

　そして、今日も様子を見にきたのだが、その際に最近王都で頻ひん発ぱつしていた暴力事件が起きなくなったと報告してきた。

　先日のアリスたちの……今思い出しても笑えてくるけど、魔法少女と戦隊ものを合がつ体たいさせたようなのが現れた後くらいから、少なくなったらしい。

「まさか……アリスたちの影響で犯罪が少なくなったとか？」

「さすがにそれはないだろ」

　そりゃそうか。

　アリスたちは、光こう学がく迷めい彩さいを起動させて動き回っていたし、顔を隠す装備をしていたから正体も知られていない。

　むしろ王都では、突然現れて悪人を成せい敗ばいしていく変な格かつ好こうの女の子としか認識されていないらしい。

　そのことを知ったアリスとリンとメイちゃんの三人は、膝ひざをついて絶望に打ちひしがれていたな……。

　ともかく、そんな不可思議な存在が犯罪の抑よく止し力りよくになるとは思えないよな。

「全くなくなった訳ではないがな、増加する以前の水準に戻ったのだ」

　けど、実際に犯罪件数は減少したらしい。

「現状に対する不安が募つのっていた訳じゃないのかな？」

「いや、それは確実にある。だが、今回の件とは無関係のようだな」

　現時点で、魔ま人じん領りよう攻こう略りやく作さく戦せんは終わっていない。

　今回の作戦で多くの魔人を討伐したものの、魔人領にはいまだに魔物が多く蔓延はびこっている

　現在は、魔物の掃討に作戦が移行してはいるが、終息していないのは事実。

　それに、各国を襲撃した魔人は討伐したが、魔人たちの首しゆ魁かいであるシュトロームは旧帝都にまだ健在だし、魔人も沢山残っている。

　不安になるなというのは無理な注文だろう。

　だから、今回の事件増加はそのストレスがたまったせいで起こったのではないかと推すい測そくしたんだけど……。

「なんだったんだろうな……」

「さあな。さっぱり分からん……というかシン、お前、さっきからなにを作っているんだ？」

　神しん妙みような顔をして今回の事件増加について考えていたが、手元にある部品に魔法の付ふ与よをしながらだったので、それにオーグが食いついてきた。

「これ？　馬車の部品」

「これが？」

　オーグは円状の金属製の部品を持ち上げ、まじまじと見て俺に質問してきた。

「どこに使われるものだ？」

「それ軸受けだよ」

「ほう。で、どんな効果があるんだ？」

「口で説明するより、実際に見た方が分かりやすいかな」

　実演する為に、その部品をセットした車輪のサンプルを見せた。

「これ回してみ？」

「こうか？」

　セットされている車輪をオーグが手で回す。

　すると車輪は、軽い動きでカラカラと回りだした。

　その軽さに驚いていたオーグだったが、車輪が回り続けているのを見て戸と惑まどいの声をあげた。

「お、おい。この車輪止まらんぞ？」

「ずっと回り続けてますね……」

「なぜで御ご座ざる？」

　トールとユリウスも驚いている。

　それもそのはず。

　今、オーグたちに見せたのはボールベアリングだ。

　フレーゲルの街で大型の馬車とすれ違ったとき、車輪がギシギシいいながら回転していたのだ。

　ひょっとしてと思って調べてみたら、軸受けはあるのだがボールベアリングは存在していなかった。

　そこで俺は、ビーン工房の職人さんたちと相談しながらこれを開発した。

　軽い力で簡単に回り、ブレーキを掛けなければかなりの長時間回り続ける。

　ビーン工房の皆に絶ぜつ賛さんされたものだ。

　そして俺は、これを馬車製造業者に卸おろすことを考えついた。

　馬車そのものを作る訳ではないし、元々軸受けはその業者が自分で作っているものだから誰の仕事も奪わない。

　ちょっと製造コストが上がるだけ。

　まあ、その結果少ない馬で馬車が牽ひけるようになったので馬が余るかもしれないが、そこは馬車の数を増やせば問題ないと思う。

　王都は広いからな。

　そして実は、このベアリングにはある付与が掛けられている。

　それは『回転』だ。

　魔力を流すことで、軽い回転の力が発生する。

　いわゆるパワーアシストだ。

　軽い回転の力と侮っちゃいけない。

　ベアリングにこの付与をした結果、馬が馬車を牽いていない状態で走っているのと同じ速度で走れるようになったのだ。

　すでにビーン工房の人たちと色々と実験をして、そういう結果が出るのは確認済み。

　こうして、ハイブリッド馬車が誕生した。

　長距離の移動でも馬の負担が少なく、しかも速くなるので長距離移動の馬車を増やすのもいいかもしれない。

「本当に色々と思いつくな、お前は」

「しかし、それだけ速度が出ると、馬車に乗っていられないのではないですか？」

「そうだよ。だから、サスペンションを作ったんだ」

「さすぺんしょん？」

　スピードが出ると、今までの馬車の構造では乗りにくくって仕方がない。

　そこで新たな機構としてサスペンションも開発した。

　俺はオーグたちを引き連れて、そのサスペンションを作成している部署に行く。

　そこでは、マークと他の職人さんたちがサスペンションを作っていた。

「あ、殿でん下か。どうされたのですか？」

　現れた王おう太たい子し様さまに職人さんたちは畏かしこまってしまうが、普段からオーグと一緒にいるマークは、他の人ほど畏まらずに話すことができる。

　なので訪れたオーグの応対はマークがしていた。

「今しがた、シンからこの部品を見せてもらったのだがな、それに付ふ随ずいして、さすぺんしょん？　なるものを作っていると聞いてな」

「いやあ、ウォルフォード君って本当に凄いですね。この発想はなかったですよ」

　ッス！　って言わないマークに凄まじい違和感を覚えるが、オーグにはいつもこうだ。

　そのマークがオーグに、サスペンションについて説明していた。

「今までは、客きやく車しやの下に取り付けた板バネで台車と連結し、極力揺らさないようにしてたのですが、これは、そもそも車輪の段階で衝撃を吸収してしまおうという代しろ物ものです」

「衝撃を吸収する？」

「はい。ここをごらんください」

「これは……」

　ここで作っているのは、四輪独立式のサスペンションだ。

　そもそも馬車は牽けん引いん車しやなので、車輪と車輪を繫ぐシャフトはなくていい。

　その車輪一つ一つが独立して動くようにし、それをダンパーを使って制御するようにしたのだ。

「このサスペンションが上下することで揺れを吸収し、尚なお且かつダンパーがサスペンションを素早く元の状態に戻します。なので、長く続く揺れがなくなったのです」

「確かに、あれは苦手な者も多いな」

「自分も苦手です」

「拙せつ者しや、あれでいつも酔よってしまうで御座る」

　意外だな、ユリウスは乗り物酔いする体質らしい。

　まあ、これでも多少は揺れるが、自動車みたいな速度を出す訳じゃないからこれでも十分なのだ。

「これを馬車を作っている工房に紹介したところ、すごい反響がありましてね。ベアリングもサスペンションも製作が追い付いていない状態です」

「ほう。そんなに売れているのか。しかし、まだ見たことはないが……」

「現在、各工房で製作・改造しているところなのでしょう。特に改造は全く新しい仕組みなので時間がかかると思います。あれ？　ですが、先日王城に献けん上じようしましたよ？　陛へい下かが利用されていると伺いましたが？」

「……」

　さっきも言ったが、作った部品は実際に馬車に組み込んで実験している。

　その試作品を見たディスおじさんが非常に気に入り、一台献上品として納のう車しやした。

　王族に使ってもらうのが、一番の宣せん伝でんになるしね。

　しかし、オーグは聞かされていなかったらしい。

「私は知らなかったが」

「殿下は、基本ゲートでの移動ではないですか。ここ最近馬車を利用されたのを見た記憶がありませんが？」

「知らなくて当然で御座るな」

　そりゃそうだ。

　恐らくオーグは、最近馬車を見てすらいない可能性がある。

　でも、そんなのは限られた一部……というか、ゲートが使える者だけの話だ。

　普通の人にとって馬車は、生活に欠かかせないものなのだ。

「そんな訳で、もうすぐこれがセットされた馬車が王都中を走ることになると思うよ」

　皆の役に立ち、尚且つ誰の仕事も奪わないという会かい心しんの魔道具に、ちょっとドヤ顔をしながらオーグにそう言った。

「お前はよく分からんな。とんでもないものを作るかと思えば、皆の役に立つものを作ることがある」

「なんだよ、俺がたまにしか良いことしないみたいじゃないか」

「そう言ったのだが」

「非ひ道どい！」

　なんということか！

　俺は、常に皆の役に立つものをと考えて魔道具を開発しているのに！

　っと、それより、もう一つ作ったものがあったんだった。

「そうだ、オーグ、トール、ユリウス。無線通信機出してくれ」

「ん？　構わんが、どうした？」

「改良が済んだよ」

　そう言って、改良版の無線通信機を三人に手渡し、古い通信機を回収した。

　今回の改良点は二つ。

　一つは、着信音が鳴るようにしたこと。

　もう一つは、発信できる数を増やしたことだ。

　着信音は、ベルだな。黒電話みたいな感じ。

　通信が繫がったことを感知すると、通信機の中に設置されている小さいベルが鳴る。

　ベルは受信側で止めることができる。

　発信数増加については、今までは金庫に付いているようなダイヤルを付けていたのだが、それを、自転車のチェーンの鍵みたいに、ダイヤルを回して数字を揃そろえ、最大九九九九通りの番号を付与できるようにした。

　ダイヤルを合わせるのに時間がかかるけども、一気に無線通信機の数を増やすことができるようになった。

　これは、つい先日出来上がったもので、ディスおじさんにもまだ渡していない。

　爺さんとばあちゃんと、後でディスおじさんにも渡してもらおう。

　これで、前みたいな連携が取れないなんてミスを犯すこともなくなるだろう。

　これから作戦も大詰めを迎えることだし、しっかり連携を取っていかないとな。

　でもまあ、まだ流通はさせないけどね。

　こんな簡単な番号で王や英雄に通話が繫がるとなれば、通信機のベルは鳴り止まなくなってしまう。

　今のところは、国の上層部向けだな。

　魔ま石せき採さい掘くつの発表もまだだし、まずは固定通信機の流通が先だ。

「これも作っていたのか。些いささか開発し過ぎではないか？」

「作ってるのは工房の職人さんたちだけどね」

「作らせすぎだろ……ちゃんと報むくいているのか？」

「その点は大丈夫です、殿下。ウォルフォード商会からの注文で相当売り上げが上がっていますから、皆さんの給与も上げられたんですよ。ウォルフォード君のアイデアで年末にはボーナスも支給しましたし。皆、ウォルフォード君の仕事は競きそってやりたがるんですよ」

「そうなのか。ならいいが」

「こんにちはぁ～」

　マークが、従業員である職人さんたちの待遇について話していると、工房の入り口から女性の声がした。

「ん？　なぜカールトンがここにいる？」

　現れたのは、ユーリだった。

「あらぁ？　殿下じゃないですかぁ」

　ユーリがビーン工房に現れたことにオーグが驚いているが、ユーリも驚いたらしい。

　オーグに、マークが説明する

「ユーリさんには、例のドライヤーとヘアアイロンの付与を手伝ってもらっているんですよ」

「そうなのか？」

「はぁい。メリダ様から魔法付与の数をこなすことも必要だと言われましてぇ、アルバイトがてらビーン工房さんで練習させてもらってるんですぅ」

「父ちゃんは、バイトじゃなくて正式にウチの職人になって欲しいって言ってましたけどね」

　ユーリは、魔道具制作の技術向上のために、もっと数をこなすことをばあちゃんに勧められた。

　その話が出た際に、ならばウチの魔法付与を手伝ってほしいと、ビーン工房からアルバイトのお願いをされたのだ。

　元々、ばあちゃんの後継者とまで言われているユーリなので、工房では即戦力。

　むしろ、入った当初から魔法付与部門のトップだった。

　ビーン工房の親父さんは、真剣に工房にスカウトしていたな。

　まあ、アルティメット・マジシャンズなので、正社員は早々に諦めたらしいけど。

「練習と実益を兼ねた、いいアルバイトですぅ」

「ユーリちゃん！　やっと来てくれた！」

　ユーリと話をしていると、新たに立ち上げられたドライヤー部門の職人さんが、ユーリに駆け寄ってきた。

「もう、ドライヤーとヘアアイロンの売り上げが凄くて、作っても作っても追い付かないんだよ！」

「あらぁ、じゃあ行きますねぇ、殿下」

「ああ。頑張ってな」

「へ？　殿下？」

「さあぁ、いきましょお」

「ちょ、え？　ホントに？」

　ユーリは、自分を呼びにきた職人さんを引っ張って仕事場へと向かっていった。

　あの呼びにきた職人さん、オーグがいることに全く気付いてなかった。

　よっぽど忙しいんだろうな……。

　ユーリを見送った後、オーグはこちらを向いた。

「さて、シンの様子も見たことだし、私も自分のできることをやりに帰るか」

「本当に監視しにきてたんだな……」

「定期的に見ておかないと、なにをしでかすか分からんからな、お前は」

　会社の監査かよ……。

「あ、そうだ。これ、ディスおじさんに渡しといてよ」

「ん？　無線通信機か」

「まだ、他の国の代表には渡さないけどね。人工的に魔石が作れるのを知ってるのって、身内以外だとオルグランさんだけだから」

「他の国の代表に渡すのは例の発表があってからか」

「そうなるかな」

「分かった。渡しておこう。番号は？」

「十五番。十三がじいちゃんで、十四がばあちゃんだから」

「お二人より若い番号は持てないか……」

「ディスおじさんが遠慮すると思うよ」

　爺さんもばあちゃんも、そんなことは気にしないと思うけど、ディスおじさんが気にしそうだ。

「確かに受け取った」

「ではシン殿」

「失礼するで御座る」

「おう。作戦が早めに終わるの、待ってるぞ」

　こうして、俺の監査……じゃない、監視を終えてオーグたちは帰っていった。

　もう年が明けて大だい分ぶ経つし、そろそろ作戦に大きな動きが出てもおかしくない頃だ。

　その前に、魔石の発掘条件についての発表もあるだろうし、先日行われた高等魔法学院の入試には過去最高の受験者がいたらしい。

　入学者数は変わらないから、倍率も過去最高だった。

　そんな高倍率を潜り抜けてきた優秀な後輩たちも楽しみだし、魔石の流通量増加による魔道具界の活性化も期待される。

　なにより、今回の騒動で各国の繫がりが強化された。

　魔人騒動が終結すれば、その後には人類の大いなる発展が待っているはずなのだ。

　これ以上騒動が起きないように、最後の詰めを誤らないことを願っている。

　まあ、オーグなら大丈夫かな。
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「それでは、魔人領の魔物は順調に間ま引びきできているのだな？」

「はい。魔人討伐以降、なぜか災害級の魔物も出現しておりませんし、極めて順調です」

「そうか、災害級がな……アウグスト、どう思う？」

　アールスハイド王城にある会議室。

　そこに王国上層部が集まり、今後のことを協議していた。

　その中で、災害級の魔物が現れなくなった事情について、ディセウムはアウグストに意見を求めた。

　アウグストは王太子だが、アルティメット・マジシャンズの一員として、魔人との戦闘経験が豊富である。

　そんなアウグストに、意見を求める者は多い。

　ディセウムに意見を求められたアウグストは、少し考えた後自分の予測を述べた。

「……そもそも、災害級の魔物など以前は滅多に見ないものでした。それが魔人が多く現れると、災害級の魔物も数を増やした。そして今回、魔人を大量に討伐したら数が減った……魔人の数と比例しているのかもしれません」

「なるほど。確かに一いち理りある。他の者はどう思う？」

　アウグストの意見に納得できると頷いたディセウムは、会議室に居並ぶ者たちにも意見を求めた。

「殿下の御ご見けん識しきには頷うなずくばかりでございます。恐らく、それが真実なのでしょう」

「ですな。さすがはアウグスト殿下。卓たく越えつした見識に私などただ脱だつ帽ぼうするのみであります」

「そうですな」

　意見を求められた者たちは、口々にアウグストの推測で間違いないと称しよう賛さんの声をあげた。

　そこには当然、王族であるアウグストに対しての世せ辞じも入っているのだが、実際アウグストはアルティメット・マジシャンズの次じ席せき。

『魔王』『神の御み使つかい』に次ぐ『雷らい神じん』なのである。

　現役世界二位の実力者の言葉として、無条件にアウグストの意見を信用するという心理が上層部には働いていた。

　且つアウグストの意見は理りに適っており、それこそが真実に思えたのだ。

　しかしアウグストは、その光景に少しの危き惧ぐを覚えた。

　アウグストは可能性の一つとして意見を述べ、そこから別の意見も出てきてのディスカッションを期待していた。

　そうすれば、自分が見落としていたことなどが出てきたり、全く新しい切り口で予測が立てられたりしたはずなのである。

　ところが、実際にはアウグストの意見が正解で間違いないとされ、それ以上の議論は起こらなかった。

　そして、アウグストの意見をもとに新しい作戦案が立案された。

　現在の作戦に就いている兵士の数を、減らすことが決定されたのだ。

　というのも、作戦が始まってから数ヶ月経過するが、派遣できる最大人員を戦場に駆り出しており、ローテーションで帰還したりもしているが、帰ってもゆっくりする暇はあまりなく、すぐに出しゆつ兵ぺいするという状況だった。

　こうした状況で疲ひ労ろうが蓄積されているのか、最近では初歩的ミスなどによって負傷する者も出てくるようになった。

　こうした現状を改善するには、兵士たちに休息を取らせるしかない。

　作戦の質を向上させるために、量を減らすという決断をしたのだ。

　アウグストの意見は、兵たちの負担軽減のための後押しになった。

　こうした作戦の内容に余裕が出てきたということは、いよいよ事態が最終局面に差し掛かったことを示すものでもあった。

　最後の詰めに向けての意見が次々と出てくる様子を見ながら、アウグストはふと溜ため息いきを吐ついた。

「本当に、これでいいのだろうか……」

　この場にシンがいたならばと、アウグストは思わずにいられなかった。
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　魔人領攻略作戦に動きがあった。

　その動きとは、魔人領に出兵している人員を削さく減げんするというものだった。

　作戦の最終段階での人員削減に民衆は不安を覚えるが、その理由を聞いて皆安あん堵どした。

　その理由とは、魔人領に災害級の魔物が出なくなったので、大量の兵は必要ない。

　疲労の蓄積が見られる兵士たちの回復のための人員削減だと発表されたのだ。

　この発表を受けて、民衆の間には勝利ムードが漂ただよい始はじめた。

　人員を削減しても大丈夫なほど、作戦に余裕があるのだと。

　もう、作戦の終結は近いのだと、皆がそう思い始めていた。

　王都中に漂う勝利ムード。

　その中で、学院に登校してきたオーグの顔色は、あまり優すぐれなかった。

「どうした、オーグ？　そんな冴さえない顔して」

「……そんな顔をしていたか？」

「ああ、何か気になることでもあるのか？」

　なんとなく、いつもと様子が違うオーグに声をかけたところ、フッと鼻で笑われた。

「まさかシンに見み透すかされるとはな」

「……なんか、すっげえ失礼なこと言ってね？」

「そうでもないさ。なあシン、少し意見を聞かせてくれないか？」

「意見？」

　オーグは、今回の作戦内容の変更に至った経けい緯いを説明した。

　本来は機き密みつ事じ項こうなんだろうけど、俺たちはその機密にガッツリ嚙かんでるからな。

　普通に話してくれた。

　そして、その意見を聞きたいという内容が……。

「なぜ災害級の魔物が出なくなったか、か……」

「うむ。シン、お前はどう思う？」

「どう思うと言われてもな……正直、オーグが言った理由が正解かなと思うけど……」

　今まで滅多に見なかった災害級の魔物を、魔人が多く蔓延はびこる魔人領では沢山見た。

　そして、その魔人を討伐したら災害級の魔物がいなくなった。

「多分だけど……魔人の放つ魔力に感化されていたって考えるのが自然なのかもな」

　俺がそう言うと、オーグはホッと息を吐いた。

「そうだな。私も概おおむねその意見に賛成だ」

　まあ、だから会議の場でそう発言したんだろうしな。

　ただなあ……。

「アレが分かんねえんだよな……」

「な、なんだ!?　何かあったか!?」

　俺が気になることがあると口にした途端に、オーグが猛もう烈れつな勢いで食い下がってきた。

「うおっ！　お、落ち着け、オーグ！」

「いいから！　何が気になったのか早く言え！」

「分かった！　分かったから！」

　俺はオーグを引き離すと、それを話し始めた。

「確かに魔人たちは、通常の魔物とは比べ物にならない程禍まが々まがしい魔力を発していた。その魔力に魔物たちが影響され、災害級の魔物に至った可能性は十分にあると思う」

「ああ」

「だけど……それだけでは説明が付かない魔物がいただろ？」

　俺がそう言うと、オーグはようやく思い至ったようだ。

「サイと鹿……」

「サイは魔物化しないって思われてたんだろ？」

「ああ……」

「んで、鹿の魔物は大型化すらしないと思われていたのに……」

「……災害級化して現れた」

「これも魔人の影響なのかねえ？」

「……」

　人類の歴史上、これほどの数の魔人が現れたことはない。

　なので、大量の魔人が世界に与える影響については一切分かっていない。

　全くの未知なのだ。

　どういうことが起きても不思議じゃない。

「こればっかりは、気にはなるけど考えたってしょうがないんだよなあ」

「証明のしようがない……か」

　まさにオーグの言う通り。

　データがないから、何も証明できないのだ。

「かと言って、まさか動物を捕まえて魔人の巣そう窟くつに放り込む訳にもいかないしな」

「それこそ魔人の所しよ業ぎようだな」

　正直なことを言えば、その実験をしてみたい気持ちはある。

　ただオーグの言った通り、その行動こそが魔人の所業だと言われる可能性が高い。

　俺たちは、各国からちょっと警戒されている節ふしもあるので、あまり目立つことはしない方がいい。

　となると、結局何も証明できないから、分からないのだ。

「気にはなるが、調べようもない……か」

「そういうことだな。まあ、今更気にしてもしょうがないだろ。各国との合同作戦であるこの作戦に変更があった。ってことは、各国とも擦すり合あわせは終わってるんだろ？」

「ああ、その通りだ」

「なら、もうこの作戦を遂すい行こうすることに意識向けた方がいいと思うぜ？　理由は分からないけど、結局災害級の魔物が出なくなったのは事実なんだしよ」

　理由は分からないけど、事実は事実として受け止めて先へ進む。

　そうした方がいいのではとオーグに提言すると、ようやくオーグの口元に笑みが浮かんだ。

「まさかシンに諭さとされるとはな」

「あれ？　なに、バカにされてる？」

「気のせいだ。さて、ならば作戦の締めくくりに全力を尽くすとしようか」

　ったく、相変わらず憎まれ口をたたく奴だな。

　まあ、思い悩んでいるような顔をしていたから、気が晴れたようで良かった。

　そして、この後行われる作戦の収拾策についても説明を受けた。

　この魔人領攻略作戦は、周辺国家への侵略の意思がないシュトロームを旧帝都に封じ、各国合同の監視網を敷しくことで終結とするのだそうだ。

　シュトロームという魔人の首魁が残ってしまうが、倒した魔人たちの言葉を信じるならば、今シュトロームは自身の目標を達成したため、抜け殻になっているらしい。

　シュトロームさえ刺激しなければ、脅きよう威いはもうないはずだ。

　ただ、万が一があるかもしれないから監視網を敷くのだ。

　魔人は殲せん滅めつすべしとの声もあるが、これ以上人々を危険に晒さらすわけにはいかない。

　どうか、何事もなく、この作戦が終結することを祈るばかりだ。

　ただ……魔人たちの話では、シュトロームの周りには離脱しなかった魔人たちがいるはずだ。

　その魔人たちが妙な動きをしなければいいんだけど……。

「殿下とシン君、相変わらず難しい話してるねえ」

「うん。付いていけない」

　教室で、オーグと顔を突き合わせて小難しい話をしていたからだろう、周りの者も俺たちの話に聞き耳を立てていたようだが、アリスとリンは全く理解できなかったらしい。

「あたしらは、出てきた敵を倒す！　それだけじゃ駄目なの？」

「魔法の力で無理矢理解決する」

「……キューティーレッドとキューティーブルーは、もう少し考えようか？」

「「ここでその名前を呼ぶな！」」

　リンの言葉が、こないだ聞いたキューティースリーの口こう上じようと同じだったもんだから、ついレッドとブルーって呼んだら怒られた。

　そのおかげか、さっきまで俺とオーグで作ってしまった重苦しい雰囲気が一変し、教室が笑いに包まれた。

　皆、仲間と笑っていられるこの時間がずっと続くことを願っていた。

　もう俺たちが出張ることがないように。

　それが、その時俺たちが持っていた共通認識だった。

　そして、その願いが通じたのか、魔人領攻略作戦は順調に進んでいった。

　各国ともに派遣する兵士の数を減らし、十分な休息ができた兵士と交代させることで質の向上を図った。

　人員は少なくなったが、すでに包囲網は大だい分ぶ狭まっているので、少ない人員でも休息十分な兵士たちによって今まで通りに魔物を討伐することはできている。

　魔人領攻略作戦は終わりに向かっていた。





　　　　◆






　魔人騒動が終息に向かっている中、アールスハイド魔法学術院から魔石の発掘条件についての発表があった。

　今まで魔石は、鉱こう山ざんなどでの採掘中に偶然発見されることが多かったのだが、火山の近く、又は大きな断層のある付近に多くあると公式に発表された。

　これは、過去の採掘実績から俺が仮説を立て、アールスハイド魔法師団が調査した結果間違いないと認定されたと発表された。

　魔石の詳しい生せい成せい条じよう件けんは、発表されなかったけどね。

　その結果、ウォルフォード商会は連日大盛況となった。

　魔石の採掘条件を発見した俺がオーナーの店なら、魔石を使った商品がすでにあるかもしれないと先走った人たちが大勢いたからだ。

　いくらなんでも、そんなすぐに商品化しないって。

　当面は、先に販売した冷蔵庫に後付けで魔石を嵌はめ込こみ、魔力を注がないでも氷が自動でできるようにするくらいかな？

　最新版では、氷で冷やすのではなく、冷気を発生させるようにするつもりである。

　魔石が沢山採掘されて、市場に流通するようになれば、魔道具職人たちの発明も増えていくだろう。

　そうすれば、人類はますます発展していく。

　その期待が民衆の間にも広がっていった。

　そして、その情報を秘ひ匿とくせず世界中に公開したことで、アールスハイドの評価はますます高くなった。

　現在の世界連合での発言力が、かなり大きくなったらしい。

　もっとも、ここで周辺諸国やエルス、イースなどに大きな顔をしてしまうと、新たな争いの火ひ種だねとなってしまうので、かなり自じ重ちようしているらしいが。

　順調な作戦、魔石の発掘量増加。

　多くの人たちの目には、暗い現状から光差す明るい未来が見えるようになっていた。

　そして、俺たちが二年生に進級する頃には、監視網をあと一歩で構築できるところまで進んでいた。

　人類のひとまずの安あん寧ねいまで、あと一歩まできていた。

　だけど、俺たちは根本的な勘違いをしていた。

　シュトロームについて、忘れてしまっていたことがあった。

　奴が、かつて王都でなにをしていたのか……ということを。
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　魔人領攻略作戦に終わりが見え始めた。

　この人類史上最悪の事態に終しゆう止し符ふが打てそうだということで、連合を組んでいる各国の閣かく僚りようたちは世界会議の開催地であるダームに泊まり込み、詰めの話し合いを行っていた。

　毎日通信機で本国と連絡を取り合いながら話し合いが進められるため、実にスムーズに話し合いは進行していった。

　今回の作戦は、旧帝都を包ほう囲いして今のところ侵攻の意思の見えないシュトロームを監視する体制が築かれれば、一旦終了する。

　下手にこちらから旧帝都に攻め入り、藪やぶをつついて蛇を出す必要もないと各国が同意したからだ。

　その意思決定には、民みん衆しゆうをこれ以上危険に晒さらせないという理由も大きかったが、終われるのなら一刻も早く終わりにしたいという心理も働いていた。

　今後は監視を続け、万が一魔人たちに不ふ穏おんな動きがあれば、シンたちアルティメット・マジシャンズに一任することでも合意がなされている。

　以前は、成人して間もないシンたちに頼り切りになることを恥はじと感じる者たちも大勢いたが、先の魔人戦でその圧倒的な戦闘力を見た各国兵士たちは、シンたちが違う次元の存在だと認めていた。

　兵士たちは、単純にシンたちの戦闘力について高く評価しているだけであったが、各国上層部にはまた別の思おも惑わくがあった。

　シンたちの所属はアールスハイドである。

　だが、彼らの戦闘力は一国が単独で持つには大きすぎる力だ。

　そこで、各国はシンたちと交流を持つことで、世界共有の戦力としたい狙いもあった。

　このようなシンたち頼みの作戦だが、この問題は後の世代には引き継がれないという予測もされている。

　というのも、今まで魔物に子が生まれたという報告はされておらず、魔人はこれ以上増えないという推測がされているからだ。

　なので、今確認されている魔人が暴れないようにすれば、全ての問題は終息するというのが各国の共通した認識だった。

　そして、終わりが見えてくると、話の内容はその次の話題に切り替わってくる。

　この騒動が終息した後の、旧帝国領の領土の振り分けについてである。

　実は、この領土の振り分けについては一度纏まとまった話だった。

　なら、なぜ改めてこの話題が議題に上ったのか。

　それは、ある事態が起こったからだ。

「それでは、以前取り決めた領土の分配を改め、ダームの領土の再分配についての協議を始めます。よろしいですか？」

　議長を務めるアールスハイド代表の言葉に、列れつ席せきしている各国閣僚が無言で頷く中、ダームの代表だけが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしている。

「……」

「ダーム代表、よろしいですか？」

「……ええ、大丈夫です」

　今回の魔人領攻略作戦において、ダーム軍の代表であるラルフが暴走し、魔人を取り逃がしかけるという事態が起こった。

　もちろんこれはダームの意思ではなく、ラルフ個人の暴走である。

　しかし、事は個人の暴走、失しつ態たいで済ませていい話ではない。

　シンたちアルティメット・マジシャンズの力をもってすれば、たとえあそこで取り逃がしていたとしても、いずれは魔人を討伐することができていただろう。

　だが、その間にも、兵士や一般市民に対する危機が増すことは間違いない。

　つまりラルフは、この魔人騒動の早期解決の芽めを潰し、人類に無用の被害をもたらすところであったのだ。

　そんな危険人物を軍の代表に据すえていたダームの責任は重く、全くのお咎とがめなしにするわけにはいかなかった。

　今回のラルフ暴走事件については、聞き取り調査でおおよその把握ができていた。

　ラルフが、シンを『神の御使い』、シシリーを『聖せい女じよ』と呼ぶことに否定的であったこと、そして、そのシンたちに功こう績せきをあげさせまいとし、自分たちがその功こうを奪おうとして暴走したというのである。

　これに激げき怒どしたのがイースだ。

　シンを神の御使いと認定したのは、創そう神しん教きよう教きよう皇こうであるエカテリーナである。

　敬けい愛あいする教きよう皇こう倪げい下かが認定したにもかかわらず、そのシンを蔑ないがしろにし、功を掠かすめ取とろうとしたとして、イース代表はかなり強い不ふ快かい感かんを示した。

　しかし、今この会議に参加しているダームの代表も、国王を含めた上層部も、シンを神の御使いと呼ぶことに肯定的な人物である。

　それが、少数派である神の御使い否定派のラルフによって、ダームは信じられないほどの窮きゆう地ちに陥おちいった。

　ラルフが暴走したことは一般市民には伝えられていないが、上層部は当然その情報を得ている。

　一部少数派のせいで、本来なら得られたはずの領地が縮小してしまうこと。

　それになにより、ダームが失った信用の大きさを考え、暴走したラルフに対し以前は信頼を寄せていたダームの上層部も怒りを露あらわにしていた。

　今回の会議に参加しているダームの代表もその一人である。

（あの疫やく病びよう神がみが！　大人しく作戦に参加していれば、黙っていても領土の拡大ができていたものを！）

　そのダーム代表は、自分抜きで進んでいく会議を、内心でラルフを口汚く罵ののしりながら苦々しい表情で眺ながめていた。

　結局、ダームに分配される領土は元々の予定から半分に減り、スイード、カーナン、クルトの三ヶ国に再分配された。

　精神的な主国であるイースが強い不快感を表しているということもあり、ダーム代表に反論など許されるはずもなく、決定事項にただ頷くしかなかった。

　閣僚にまで上り詰め、ダームという一国の代表にまでなったというのに、なんの反論も許されず交こう渉しようの余地さえない。

　しかも、この会議が行われているのは、立地的な条件からまたしてもダーム王国なのである。

　自国で行われている世界会議において、惨みじめな思いをさせられた。

　しかも、イース代表からは、かなり強い批判の言葉も受けていた。

　そのことは、ダーム代表のプライドを著いちじるしく傷付けた。

「くそっ、ラルフめ！　なんてとんでもないことをしてくれたんだ！」

　自国で行われている会議なので、ダーム代表は自宅に戻ったのだが、戻るなり自室にある家具を蹴飛ばし、我慢していた怒りをぶちまけていた。

　使用人たちは、普段こんなに声を荒らげることのない主人に困惑し、妻でさえ部屋に近付こうとしなかった。

「はあっ……はあっ……くそっ！　陛下になんと報告すれば……」

　会議で散さん々ざん惨めな思いをしたというのに、さらにその会議の結果を国王に報告しなければならない。

　そのあまりに憂ゆう鬱うつな事実に、ダーム代表は逃げ出したくなった。

　しかし、報告はしなければならない。

　怒りと憂鬱で、ダーム代表の精神はこの時、正常な状態ではなかった。

　暴れ回ったため物が散乱している自室の机で頭を抱えていると、不思議なことが起こった。

（憎くないか？）

「!?」

　突然聞こえたその声に、ダーム代表は驚いて辺りを見回す。

　しかし、使用人たちは荒れる主人を怖おそれて部屋には近付いていないため、誰の姿も見えない。

「……気のせいか？」

　ダーム代表がそう思ったその時。

（憎くないか？）

　また声が聞こえた。

「だ、誰だ!?　出てこい！」

　ダーム代表は思わず大きな声をあげたが、その声の主は姿を現さない。

「くそっ！　誰だ!?　どこに潜んでいる!?」

（お前はなにも悪くないのに、非難され、貶おとしめられた）

　その声は、ダーム代表が心の中で思っていたことを口にした。

「そうだ……私はなにも悪くない……悪いのは、ラルフなのに……」

　皆の信頼の篤あつかったラルフは、この度の暴走で、ダームの上層部から危険人物として扱われるようになっていた。

（そうだ。そのたった一人の人間のために、優秀なお前はかかなくていい恥をかかされた）

「そうだ……あいつのせいだ……あいつの……」

　この時、ダーム代表が正常な状態であったら、この部屋に充じゆう満まんする黒い魔力に気が付いただろう。

　しかし、怒りと憂鬱により精神が不安定な状態であったこと、その不安定な状態で突然語りかけられたために恐怖と困惑が上乗せされたことにより、ダーム代表はこの部屋の異常に気付くことができなかった。

　そのため、ダーム代表は徐々に催さい眠みん状じよう態たいに陥り、姿の見えない者の声に素直に聞き入っていた。

（本来責められるのはあの男であって、お前ではないはずだ）

「そうだ！　それなのに、なぜこの私がこんな辱はずかしめを受けなければいけないのだ！」

（お前は悪くない……お前は悪くないんだ）

「そうだ……俺は悪くない……俺は悪くない……」

　こうして、黒い魔力に包まれたダーム代表は、姿なき者の声に耳を傾けていった。




　少し時間をおいて、ダーム代表が国王に報告をするために、馬車に乗って自宅を出た。
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　その様子を、ダーム代表の自宅の屋根の上で見ている者がいた。

「さて、予定通りに上手く踊ってくれよ？」

　その人影はそう呟つぶやくと、姿を消した。

　そして、その人影を見た者は、誰もいなかった。




「そうか……やはりそうなったか……」

「はっ！　誠に残念ながら……」

　ダーム代表は王城に到着し、ダーム国王に会議の結果を報告していた。

　そして、その報告を聞いたダーム国王は、沈ちん痛つうな顔をした。

「此こ度たびの一件で、我等ダームの信頼は一気に地に堕おちたのう」

「……」

　国王の自じ嘲ちよう気ぎ味みの言葉に、ダーム代表の男は言葉が出ない。

「これも、余よの不ふ徳とくとするところか……」

「そっ！　そんなことは！」

「よい。アレの心の闇に気付かず、軍の長官に指名したのは余なのだ。全ての責は余にある」

　すでに老ろう境きように差し掛かっている国王は、心痛のせいだろうか、さらに老け込んだように思える。

「ご苦労であったな。まだ会議は続くであろう。辛つらい立場かと思うが、よろしく頼む」

「そんな……そんな勿もつ体たい無ないお言葉を……」

　敬けい虔けんな創神教信者で人の好い国王に、こんな心痛を与えている。

　その事実に、ダーム代表の男はラルフに対する怒りと憎悪を増幅させていった。

　そしてその日の夜から、彼はある夢を見続けることになる。

　寝ていると、あの時の声が夢に出てくるのだ。

　そしてその声は、お前は悪くない、悪い奴は別にいると自分を擁よう護ごしてくれる。

　あまりにも辛い立場であった彼は、その夢の中の声に救いを求めた。

　そのため、彼は心の防御を解いてしまった。

　もしこの時、彼の寝室を覗のぞいた者がいたら腰を抜かしていたことだろう。

　なぜなら、彼の心の闇をつくように、黒い魔力が彼に絡み付いていたのだから。

　しかし、その様子を見た者はいない。

　彼の妻は、尋じん常じようではない夫の様子に怯え、寝しん室しつを別にしていたからだ。

　そうして誰にも気付かれずに黒い魔力に蝕むしばまれていった彼は、日に日にやつれていく。

　家族たちは、その様子にますます怯え、食事すら一緒にとらなくなっていた。

　そして各国の閣僚たちは、ダーム代表の尋常ではない様子に気付いていた。

　気付いていたが、会議の内容がダームに不利なものであるため、心労によりやつれているのであろうと、誰もが思った。

　思ったが、自分たちがその責を追及した側であるため、声を掛けることをためらったのだ。

　誰もがその男の異変に気付きながら、対応することを怠った。

　その結果、ダーム代表の中で、ある決意が生まれていたことに気付く者はいなかった。

「悪いのは俺じゃない……悪いのは……あんな決定をした……」

　彼の中で、自分をこんな窮きゆう地ちに追いやった犯人は、すでに特定されていた。

　そして、もう少しで監かん視し網もうが完成するという時点で世せ間けんは春を迎え、新年度がスタートした。
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　春になり、俺たちは進級して二年生になった。

　毎年行われているクラスの再編成だけど、今年は俺たちＳクラスだけ免めん除じよされた。

　元一年Ｓクラスは全員が究極魔法研究会で、アルティメット・マジシャンズだ。

　Ｓクラスと他のクラスとの実力が離れすぎてしまったため、Ｓクラスはクラス再編成から外されてしまったのだ。

　ＡからＣクラスでは結構な変動があったらしい。

　Ｓクラスへの昇しよう格かくの可能性を潰つぶしてしまったのは、申し訳なかったなあ。

　トニーは喜んでたけどね。

　Ｓクラスから落ちたら、騎士学院に転校って言われてたから。

　……いや、さすがにもうそんなことは言わないだろうけど。

　俺はそう思ったが、トニーにとって家族との約束は意外と大きいらしい。

　状況がどうあれ、破るつもりはないみたいだ。

　見た目チャラ男なのに……中身は男前っていうか、意外と真ま面じ目めなんだよな。

　リリアさんと付き合いだしてから、女の子も侍はべらせなくなったし。

　それはさておき、今日は新入生の入学式だ。

　俺たちも在校生として参加している。

　式自体は何事もなく進んでいくが、どうにも新入生たちの様子がおかしい。

　キョロキョロしてるというか、壇だん上じようの来らい賓ひんの人たちの挨あい拶さつを聞いていないというか。

　……まあ、原因は分かってる。

　アルティメット・マジシャンズが高等魔法学院生だけで結成されているというのは有名な話だ。

　おそらく、俺たちの姿を見ようとしてるんだろう。

　在校生たちにそんな様子はないが、新入生たちにとっては初めてだものな。

　まあ、そのうち慣れてしまうだろうけど。

　新入生たちが教師陣に度たび々たび注意されながらも式は進み、何事もなく終了した。

「んー、あぁ……こういう式は眠たいなあ……」

「凄すごいですね、シン君。私は新入生たちの視線が気になって式に集中できませんでした」

　式の最中に襲いくる眠ねむ気けと格かく闘とうし、何度か負けてしまったために固まった体を伸のばしながら教室に向かって歩いていると、シシリーから呆あきれたような感心したような声をかけられた。

「コイツは、どこに行っても注目されるからな。そういった視線に慣れてしまったのだろう」

「さすがシン君！　神経図ず太ぶといね！」

　オーグが冷静に状況を分析すると、アリスは失礼なことを言ってきた。

「まあ、図太いシンはともかくとして、お前たち、これから気を付けろよ？」

　アリスに一言文句を言ってやろうと思ったら、オーグが先に話し出してしまった。

「気を付けろ、ですか？」

　マリアが何に気を付けろと言っているのか分かってない様子で訊たずね、オーグは先程の発言について説明し始めた。

「前年度までは、今まで同じ魔法学院生だった者が急に有名になったから、どう接していいか分からなかったんだろう。だから私たちに対して過か剰じような接触はなかった」

「そうですね」

「ところが新入生たちは違う。高等魔法学院の受験者数は過去最高だった。特にこの年代だけ人口が多い訳でもないのにだ」

　あー、なるほど。

　オーグの危き惧ぐしていることが予想できた。

「明あきらかに私たち目当てだ。どういうアプローチをかけてくるか分からん。究極魔法研究会やアルティメット・マジシャンズに入れろと言ってくるかもしれんし、実力差も分からず勝負を持ちかけてくるかもしれん」

「あー、そういうことかあ」

　アリスはようやく納得できたという表情をするが、オーグはそのアリスに向かって注意した。

「コーナー。特にお前は気を付けろ」

「な、なんでえ!?」

「勝負を持ちかけられたら、喜んで受けそうだ」

「そんなことしませんよう！」

　確かに、アリスは心配だな。

　魔法少女の例もあるし。

　そう思って皆と一緒に笑っていると。

「なにを笑っている、シン。私はお前が一番心配だ」

「え!?　俺!?」

　オーグの小こ言ごとの矛ほこ先さきが俺に向いた。

　なんで俺なんだよ!?

　そう思っていると、予想外の注意をされた。

「お前の場合は、勝負より女に囲まれることを心配しろ」

「え？　でも、俺がシシリーと婚約してるって皆知ってるよな？」

　盛大に婚こん約やく披ひ露ろうパーティーしたし。

「それがどうした。妻のいる身で、女によって身を持もち崩くずした権力者の話など、昔からいくらでもある」

「権力者って……」

　アルティメット・マジシャンズの代表でウォルフォード商会のオーナー……十分権力者か……。

「アルティメット・マジシャンズは、世せ間けんからは隔かく離りされているからな。魔法学院は交流が持てる唯ゆい一いつの場だと気合いを入れているかもしれんぞ？」

「なんて迷惑な気合いを……」

　確かに学院だと、他の生徒と普通にすれ違ったりするけど……勉強の方に気合いを入れて欲しいな。

　一応、アールスハイド最高の高等学院の一つなんだからさ。

　今後訪れるかもしれない面めん倒どう事ごとにガックリしていると、オーグはシシリーに声をかけていた。

「だからクロード、お前は必ずシンと一緒にいろ。これは命令だ」

「はい！　絶対離れません！」

　シシリーはそう言うと、そのまま俺の腕にしがみついてきた。

　いや、あの……まだ周りに皆いますが……。

「まだ気が早いが……いいだろう。四六時中そうしていろよ」

「かしこまりました！」

　オーグの奴め、絶対面白がってる。

　とはいえ、俺もその柔らかい感触に、腕を振り払うなど微み塵じんも考えなかった。

「このラブラブ振りを見れば、どっち狙いでも諦あきらめるでしょ。死ねばいいのに……」

　マリアから怨おん念ねんめいた言葉が吐はきかけられる。

　……なんでマリアには彼氏が出来ないんだろうな……最近はハンター協会でも、その存在は認知されてるらしいのに。

　女の子のハンターは珍しいから、チヤホヤされてるんじゃないの？

　そう思っていると、最近よくハンター協会に行くようになったトニーからマリアの現状を聞くことができた。

「はは……なんかねえ、協会で絡からんできた男をミランダさんと二人でボコボコにしちゃったみたいで……あの二人にはちょっかいかけちゃいけないって不ふ文ぶん律りつができちゃってるんだよねえ」

　それは……自じ業ごう自じ得とくなんじゃないだろうか？

　彼氏が欲しいって言うわりには、ナンパされても返り討ちにしちゃうマリア。

「マリアって、ナンパ嫌いだよなあ」

　思わずそう呟つぶやくと、マリアは溜ため息いきを吐つきながら答えた。

「ナンパの仕方にもよるわよ。でも、なんでか私に声をかけてくるのはゲスいのが多いのよね」

　困ったもんだと肩を竦すくめ首を横に振るマリア。

　初めて会った時も、強引なナンパをされてたみたいだし……そういう輩やからを引き寄せるなにかを出してんのか？

「ゲスホイホイだね！」

「失礼なこと言うな、アリス！」

　笑っちゃいけない。

　アリスに賛さん同どうしたいところだけど笑っちゃいけない。

　そうしないと、マリアの怒りの矛先がこっちに向いてしまう。

　アリスとマリアの追いかけっこの後を追うように、俺たちも教室へと移動する。

　今学期から二年生用のＳクラスだ。

　といっても、場所が変わっただけで、一年生のときと設備は変わらないんだけどね。

「ひとまず、今日のところは騒動は起こらなくて良かったですね」

「まったくな。去年の今頃は早速騒動に巻き込まれていたからな」

「あぅ……すみません……」

　教室についてホッとしたのかトールが言葉を漏もらすと、オーグが去年のことを思い出してそう言った。

　すると、その騒動の要よう因いんであったシシリーが、申し訳なさそうにしてる。

「シシリーのせいじゃないよ」

「いえ、私が原因であることは間違いないです」

「そんなに気にしなくていいのに。むしろあの騒動でシシリーと親密になれたんだから」

「シン君……」

「でも、あの騒動が、ここまで大きくなるとは思わなかったなあ」

　去年の今頃に起こった、カート暴走事件。

　その後、カートはシュトロームの実験台にされて魔ま人じん化かするし、シュトロームが魔人を大量に生み出すし、その魔人が暴走して世界中を巻き込んでの大騒動になってしまった。

　その騒動もようやく終わりが見えてきたし、一年経ってようやく元に……。

「……ん？」

「どうした、シン？」

「いや……なんか、重要なこと忘れてるような……」

　なんだろう？

　今、なにかが引っ掛かった。

「忘れている？　なにをだ？」

「うーん……なんだろう？　喉のど元もとまで出掛かってるんだけど……」

　オーグに訊ねられて必死に思い出そうとするけど……。

　なんだろう？　引っ掛かったのに思い出せない……凄くモヤモヤする。

　そんな俺の様子をオーグも見ていた。

　だが、どうしても思い出せないのでオーグは諦めて別の話題を口にした。

「……かなり気になるが、思い出せんものは仕方がない。思い出したらすぐに言えよ？　できれば万全の態勢で終結を迎えたい」

「ってことは……」

「ああ。そろそろ作戦の終結宣言が出されるぞ」

「へえ、いよいよですか！」

　おお。本格的に作戦が終結するらしい。

　マリアもそれに食いついた。

「もうすぐ監かん視し網もうが完成するからな。最終的にエカテリーナ教きよう皇こう倪げい下かが終結宣言をして、この作戦は終了だ」

「長かったですねえ。半年以上もかかるとは」

「これでも世界中が協力してくれたから大だい分ぶ短縮されたのだぞ？　我が国だけでこの作戦を実行していたら、数年かかっていたところだ」

「うえ！　数年とか、勘かん弁べんして欲しいですよ！」

　トニーはやっと終わるのかと呟き、アリスはアールスハイドだけで作戦を実行したら数年かかっていたと言われて心底嫌そうな顔をした。

　そりゃあ、こんな緊張状態が数年続くとか勘弁してもらいたいもんだ。

「そうか、いよいよか」

「まあ、シュトロームや魔人たちがいなくなった訳ではないから決して油断はできんがな。そのための監視網だし、なにかあれば我々の出番になる」

　それでも、魔人たちがどこかの国を襲うのではと緊張し続けるよりはマシだと思う。

　これで、ようやく静かな日常が戻ってくるのか。

「まあ、平和になったらなったで、今度は別の問題が出てくるがな」

「別の問題？」

「もう忘れたのか？　身の回りに気を付けろという話だ」

「ああ、それね……」

　まあ……平和な悩みかな？




　そして、入学式が終わった翌日以降から……。

「ああ、殿でん下か……こんな間近でそのご尊そん顔がんを拝はいすることができるとは……」

「アリス先輩、可愛かわいいー！」

「シシリーお姉様がこちらをごらんになったわ！」

　学院内を歩くたびに、今年度の新入生たちから声をかけられるようになった。

　これだけ騒がれると、まるで、アイドルにでもなった気分だ。

　俺たちに直接絡んでくることはなかったけど、すれ違ったり遠目に見つけたりするとこうやって声をかけられる。

　嬉しいけど、スゲエ恥ずかしいんだが……。

　それよりも、新入生たちの反応で凄く意外だったことがある。

「ああ、麗うるわしいわ……マリアお姉さま……」

「美しくも凜りんとされて……ああ、抱きしめられたい！」

「マリアお姉さま！　お慕したいしておりますぅっ!!」

　マリアが、下級生女子に大人気だということだ。

　常つね日ひ頃ごろから、彼氏が欲しいと言い続けているマリアだったが……。

　残念なことに、彼女の魅力は男子より女子を引き寄せてしまったようだ。

「ナニよコレ……女子にモテたって嬉しくないっつーの！」

「いいじゃん。可愛いじゃん、マリアおねえさ……」

「それ以上言ったらぶっ殺すわよ……」

「ふぁい……もういいますぇん……」

　マリアを揶揄からかおうと思ったら、殺し屋みたいな顔して顎あごを摑つかまれた。

　ヤバイ……コレ、本気だ……。

　俺がマリアによって命の危機に瀕ひんしていると、シシリーがクスクス笑いながら言った。

「マリアって、昔から下級生の女の子によくモテるよね」

「小中時代の古ふる傷きずを抉えぐらないでよね、シシリー……」

　シシリーがそう言うってことは、昔からこうなのか……。

　っていうか、俺、殺されるかと思ったんですけど……。

　なんで笑ってんですか、シシリーさん？

　で、そのシシリーなのだが、彼女こそ男女問わずに下級生から声をかけられると思っていたのだが、意外なことに誰もシシリーに近付いてこようとしなかった。

　その代わりに、群ぐん衆しゆうからはこんな声が聞こえていた。

「ああ聖せい女じよ様さま……なんてお美しい……」

「聖女様をこの目で見られるなんて……」

「ありがたや、ありがたや～」

　……なんか、シシリーが神しん聖せい視しされてる……。

　そういえば、最近のシシリーは治ち癒ゆ魔ま法ほうの技術向上のために街の治療院でボランティアをしている。

　そこで、従じゆう来らいなら治る見込みのなかった患かん者じやまで治せるようになってきていて、シシリーの聖女としての人気が上がっているという話を聞いている。

　まあ……余計なちょっかいを出してこないなら別にいいかな。

「ちょっと皆さん大おお袈げ裟さすぎですよね……」

「何言ってんのよ。街でも同じような反応されてるじゃない」

「だからそれが大袈裟なんだってば」

　シシリーは自分を崇あがめるのはやり過ぎだと思っているらしいが、マリアの話では街でも同じような状況らしい。

　シシリーは治療院までゲートで行くし、俺もビーン工房に入いり浸びたってるから最近の街の様子は知らないんだよな。

　マリアは最近ずっとハンター協会に出入りしてるから、街の情報に詳しいのだろう。

「それにしても意外ねえ」

　そんなマリアが意外に思う事態が発生しているらしい。

「何が？」

　気になって聞いてみると、予想外の答えが返ってきた。

「街中とか学院の他の場所だと、シンの噂話は凄くよく聞くのに、今この場で誰もその話をしてないわ」

　なんだ、そんなことか。

「皆、シシリーとかマリアに目が行ってるからだろ？　聖女様のこんな姿、街じゃ見られないしな」

　俺の腕にしがみついているシシリーを見ながら、茶ちや化かしてそう言った。

「……そうね、学院内でそんなにベッタリくっついてる人間なんて他にいないわね……」

　お独り様のマリアが、心底ゲンナリしたようにそう言った。

「むぅ、シン君もマリアもひどいです。殿下のご命令だからこうしてるのに」

　俺とマリアに対し、頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎしてくるシシリー。

　ヤバイ、超かわいい。

「それとも……シン君は、私とこうするの嫌ですか？」

「大歓迎です」

　上うわ目め遣づかいのシシリーに対して、思わず即答してしまった。

「よかった」

　するとシシリーは嬉しそうな顔をして、さらにギュッとしがみついてきた。

「あぁ……砂糖吐きそう……」

　そんなやり取りをしている間も、周りから俺に対する声は聞かれなかった。

　さすがにまあ……学院内でベタベタすんなとか言われそうなことをしてる自覚はあるんだけど、それすらない。

　やっぱり皆、シシリーとかマリアみたいな美少女に目が行くんだよ。

「……ああ、なるほどね」

　そう思っていたのだが、マリアが何かに納得したように呟いた。

「何がなるほどなんだ？」

「シンが通り過ぎたら話し始めたわ。あの子たち、シンの前では緊張のあまり声を出せなかったみたいね」

「そんな大袈裟な……」

　そう思ってコッソリと後ろの方に集しゆう音おんの魔法をかけてみた。

「ヤバイ……息するの忘れてた……」

「シン様……」

「あの圧倒的強者のオーラ……マジ魔王様だな……」

「聖女様を侍はべらせてるのも納得だぜ……」

　おい！　最後の二人、なんだ!?

　聖女を侍らせる魔王って、まんま悪役じゃないか！

　思わず抗議しようとしたが、シシリーにガッツリと腕を組まれているので身動きが取れない。

「シン君、駄目ですよ。殿下から下級生の相手は極力しちゃいけないって言われているでしょう？」

「で、でも！」

　ああ……下級生男子の間に、俺の変な評判が広まってしまう！

　どうにかしたかったが、シシリーのガードが突破できない。

　どうしても、本気でその柔らかい感触を振り切ることができないのだ！

「……馬鹿なことしてないで、さっさと教室に行くわよ」

「お、おう」
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　結局マリアに促されて、下級生たちの評判を覆くつがえすことなくその場を立ち去ることになってしまった。

　はあ……今後あの子たちの間では、色しき欲よく魔ま王おうとして噂されるんだろうなあ……。

「ん？」

　そんなことを思いながら歩いていると、中庭の方に人だかりができているのを見かけた。

　なんだ？

「アニキ！　どうか俺にモテる秘訣を教えてください！」

「「「お願いします!!」」」

「そう言われてもねえ……」

「兄貴！　その肉体美、美しいッス！」

「キレてる！　キレてる！」

「存分に見るで御ご座ざる！」

　……トニーとユリウスが下級生男子に囲まれていた。

　トニーの周りにいるのは、彼女が欲しい思し春しゆん期き男だん子したちで、ユリウスの周りにいるのは……。

「見なかったことにしよう」

「何やってんのよ、アイツら……」

「あ、あははは……」

　別に勝負を挑まれてる訳でもないし、アルティメット・マジシャンズに入れてくれって言ってる訳でもない。

　あれは無害そうだし、放置するに限る。

「アニキ！」

「兄貴！」

　しかし……別のベクトルでモテてんな、アイツら。





　　　　◆






　そんな、新しいが疲れる学校生活を送っていたある休日のこと。

　その日は、アルティメット・マジシャンズが俺の家に勢せい揃ぞろいしていた。

　何故かというと、オーグに無線通信機で呼び出されたからだ。

　一体なんの用かと思っていると、オーグは俺たちが待ち侘びていた言葉を発した。

「シン、終結宣言の日取りが決まったぞ」

「おお！　じゃあ監視網が完成したのか!?」

「ああ。昨日のことだ。通信機で連絡が入った。監視網が完成したので、あとは教皇猊下の宣言をもって事態の終結とするとな」

　その報告を聞いた瞬間、全員が歓かん声せいを上げた。

「いえーい！　やったね！」

「うん」

　アリスとリンがハイタッチしている。

　他の皆も、嬉しそうだ。

「私たちが参加したのは序じよ盤ばんだけですけど、自分が参加した作戦が無事に終わるとホッとしますね」

「そういえば、僕たちが参加したのって、最初の数週間だけだったねえ」

「だが、その実績は魔人の大量討伐だ。もっと誇っていいぞ」

　マリアとトニーが、参加した時間の短さを気にしているみたいだけど、俺たちは俺たちのできることをしたんだし、胸を張っていいと思う。

　そんな、久し振りの朗ろう報ほうに皆で喜びあっていると、誰かの無線通信機の着信ベルが鳴った。

「ん？　私か」

　オーグが、自分の無線通信機が鳴っていることに気付き、取り出した。

　この場には俺たち全員がいるし、爺じいさんとばあちゃんもいる。

　となると、これを鳴らしているのはディスおじさんしかいない。

　なんだろう？

「はい。アウグストです」

　オーグも、相手がディスおじさんだと分かっているからか、丁てい寧ねいな口調で応答した。

「はい。今、シンの家ですが……はい。は？　はあっ!?　本当ですか!?」

　最初は普通に対応していたオーグが、急に大声をあげた。

　なんだ？　緊急事態か？

　あまりのオーグの狼ろう狽ばい振ぶりに、全員に緊張が走る。

「はい。分かりました。おい！　シン！」

「なんだ？」

「父上が代わってくれと」

　ディスおじさんが俺に？

　俺は困こん惑わくしつつも、オーグから無線通信機を受け取った。

「シンです。ディスおじさん、なにかあったの？」

『おおシン君か！　そこにマーリン殿はいるか!?』

「うん。いるよ」

『なら丁度いい。マーリン殿とイースのカーチェのところに行ってくれ！』

「エカテリーナさんのところ？　なんで？」

『緊急事態なのだ！　さっきイースから緊急連絡が入った』

「緊急連絡？」

　なんだか、嫌な予感がする。




『カーチェが……カーチェが刺されたのだ！』




　もうすぐ終わると思っていた事態が、思わぬ方向に転がり始めた。

「エカテリーナさんが刺された!?　一体どういうことさ!?」

　ディスおじさんからの緊急連絡は、エカテリーナさんが刺されたという連絡だった。

『なぜそうなったのか、詳しいことは分からん。刺された傷自体は治癒魔法で治療中らしいのだが……』

　そこでディスおじさんは、一度言葉を切った。

「なに？　なにか問題があったの？」

『刃物に毒が塗ってあったらしい』

「毒!?」

『ああ。いくら治癒魔法をかけても衰すい弱じやくしていく一方らしい。そこでシン君に救いを求めてきたのだ』

　くそっ！　なんてことだ！

　イースの治癒魔法使いは毒の治療ができないのか!?

「分かった！　すぐに向かうから、向こうに話を通しておいて！」

『うむ。頼んだぞ。カーチェが害されたとなると、別の混乱が起こる。それだけはなんとしても避けなければいけない』

　ついさっき、エカテリーナさんの終結宣言で作戦が終わるという話をしたばっかりなのに、まさかこんなことになるとは。

　誰がなんのために、こんなことをしでかしたのか分からないけど、世界中に信しん徒とがいる創そう神しん教きようの教皇が殺されたなんてことになれば、せっかく魔人騒動が治まっても平へい穏おんは迎えられない。

　それだけは絶対避けなきゃいけない。

　こんなことなら、あの首飾りを渡しておくんだった！

　渡し忘れたことが悔くやまれる。

「じいちゃん！」

「ウム。話は聞いておった。イースに向かうぞ！」

「お願い！　じゃあオーグ、行ってくる！」

「シン！　なんとしても教皇倪下をお救いしろ！」

「分かってる！」

　オーグの懇こん願がんを聞きながら、俺は爺さんが開いたゲートを通って、イースに向かった。

　ゲートから出た先は、豪華な個室だった。

　ゲートを出た爺さんは、迷わず部屋の扉を開けて出ていく。

「な！　何者だ!?　教皇倪下のお部屋から出てくるとは！」

　ここ、エカテリーナさんの私室だったのか。

　扉の前を慌ただしく駆けていた騎士さんが、エカテリーナさんの部屋から出てきた爺さんを見み咎とがめて誰何すいかしてきた。

　そりゃあ、急に教皇の部屋から人が出てきたらびっくりするよな。

「ワシはマーリン＝ウォルフォード！　こっちは孫のシンじゃ！　アールスハイド国王ディセウムの依頼によりエカテリーナの治療に参った！　今すぐ案内せい！」

　爺さんはそんな騎士さんの誰何に堂々と答え、エカテリーナさんのところに案内するように言った。

　だけど……突然現れた爺さんのことを騎士さんはすぐに信用することはできなかったみたいだ。

「な、賢者様だと!?　見え透いた噓を……」

「やかましいわ!!　グダグダ言っとらんと、さっさと案内せい！」

　うおっ！　爺さんがマジギレした。

　爺さんの周りに、途と轍てつもなく濃密な魔力が渦うず巻まく。

　ちょっ、これヤバいレベルだって！

　魔力にあてられた騎士さんの足もガクガクしてるよ！

「モタモタするな！　もし間に合わずにエカテリーナが死んでみろ……貴様、八つ裂きにしてくれるからな！」

「ヒッ！　だ、だが得体の知れぬ者を連れていく訳には……」

　こんな怖い爺さんは、見たことがない。

　なかなか案内してくれない騎士の人に、相当イラついてる。

　だけど、騎士さんの言い分も分からないではない。

　ディスおじさんからの依頼だけど、それを証明するものはない。

　連絡しておいてと言ったけど、どこにゲートを開くかとか言ってなかったし。

　どうする？

　一刻も早く治療しないと手遅れになるかもしれない。

　どうにかこの場を乗り切る方法がないか思案していると、豪華な法ほう衣いに身を包んだ神み子こさんが走ってきた。

　あ、あれは！

「おい！　シン殿はまだこられて……おお！　シン殿！」

「お久しぶりです、マキナさん！」

「な!?　マキナ大だい司し教きよう!?　それでは、本当に賢者様と御使い様なのですか!?」

　助かった！

　マキナさんは俺の顔を知っているから、身元の証明にはもってこいの人物だ。

「本当にすぐに駆け付けて下さったのですね！」

「当然です！　すぐに教皇倪下のところへ！」

「ええ！　こちらです！」

　先導して走っていくマキナさんの後に続いて、俺と爺さんもついていく。

　その際、騎士さんも一緒に付いてきたのだが、可か哀わい想そうなくらい真っ青な顔をしていた。

「まさか、本当に賢者様と御使い様だったとは……私はなんということを……」

　ブツブツ言いながらついてきているけど、今は騎士さんの相手をしている場合じゃない。

「マキナさん、教皇倪下の容態は？」

「ハッ、ハッ、え？　ああ、刺し傷も相当深く、血を大量に失っておりますっ……！　ハッ、ハッ、も、もし傷が癒いえても……」

　それ以上は息があがって喋れないのか、絶望的な状況に言葉を続けられないのか、マキナさんはそこで口を閉ざした。

　俺もそれ以上はなにも言えず、ただマキナさんの後に続いていた。

　そして辿り着いたのは、謁えつ見けんの間ま。

　国こつ家か元げん首しゆでもある創神教の教皇は、他国の使者を謁見の間で迎える。

「謁見の間ってことは、犯人は……」

「ハアッ！　ハアッ！　え、ええ……国外の……ダームの使者です」

　やっぱり、国外の人間だったか。

　完全に息のあがったマキナさんが最後の力を振り絞って、謁見の間の扉を開ける。

「シン殿！　教皇倪下をなにとぞ！　なにとぞお救いください！」

「はい！　どいてください！　治療は俺が代わります！」

　扉を開けてへたりこんでしまったマキナさんに後押しされ、謁見の間の人垣に向かって走り出した。

「御使い様がお通りになる！　皆の者、道を開けよ！」

　倒れ込みながらも必死に叫んだマキナさんの声に、人ひと垣がきがさっと割れた。

「おお！　御使い様！　御使い様が来てくださったぞ！」

「御使い様！　倪下を、教皇倪下をお救いください！」

　マキナさんの叫びのお陰で、今回は誰にも止められずに進むことができた。

　完全に息があがって苦しそうなのに……それでも気を遣ってくれたマキナさんのためにも、なんとしてもエカテリーナさんを助ける！

　その決意で駆けていった先に現れた光景は……血だまりに倒れるエカテリーナさんと、必死に治療をしている治癒魔法使いさん、そして……。

「フヒヒ！　俺は悪くない！　あんな小僧を神の御使いなんぞと認定した教皇が悪いのだ！」

　騎士に取り押さえられ、奇き声せいを発している犯人と思われる男だった。

「黙れ！　この逆ぎやく賊ぞくが！」

「属ぞつ国こくの使者の分ぶん際ざいで、よくもこのような蛮ばん行こうを！」

　コイツがエカテリーナさんを襲った犯人か！

　エカテリーナさんが爺さん、ばあちゃんと深い繫がりがあると知った今、俺の中には犯人に対して自分でも驚くくらいの怒りの感情が沸わき上あがってきた。

　そして、それと同時に犯人を取り押さえている騎士たちに対しても怒りが込み上げてくる。

　教皇の護衛であるくせに、よくもこんな凶きよう行こうを許ゆるしたものだ。

　だけど、今はそのことを責めている場合じゃない。

　一刻も早くエカテリーナさんの治療に入らないと！

「そのまま治癒魔法を使い続けて下さい！　診しん察さつします！」

　俺はまず、現状を把握するため、診察することから始めた。

　その間、治癒魔法使いさんには引き続き魔法を使い続けてもらう。

　毒が体内に入っているんだ、モタモタしていられない！

　まず、魔力をエカテリーナさんの身体中に巡めぐらせ、細さい胞ぼうの一つ一つまで知覚するイメージをする。

　その診察で分かったことは、刺されたのは腹部。

　その際にいくつか内臓にまで傷を負っており、治癒魔法使いさんの魔法では出血は止まっているが、傷自体は治癒しきれていない。

　さらに毒は全身に回っており、もういつ死んでもおかしくないということだった。

「マズイ!!」

　そのことを認識した俺は、大急ぎで治癒魔法を発動させた。

　まず、刺されて傷付いた内臓を、同じ臓器から細胞を培ばい養ようして修しゆう復ふくする。

　……くそっ！　治癒に掛かる時間がえらく長く感じる。

　早く……早く……。

「っ！　終わった！」

　次に毒を浄じよう化かだ！

　すでに全身に毒が回っているため、傷口付近だけ浄化しても意味がない。

　そこで、全身に浄化の効果を広げるため、静じよう脈みやくを通して治癒魔法を流し込む。

　静脈に流された毒を浄化するイメージの治癒魔法は一旦心臓に行き、その後全身へと巡っていく。

　俺たちが到着する前から、治癒魔法をかけ続けてくれていた治癒魔法使いさんのお陰で、完治しないまでも現状維持はできていた。

　だから間に合うはず！

　いや、間に合え！

　逝いくなよ！

　貴女あなたはばあちゃんの弟で子しで、爺さんの生徒で、俺に自分を母と呼べと言った人だろう!?

　こんな毒なんかで死ぬな！

　必死の願いを込めながら毒を浄化する魔法をかけ続ける。

　それからどれくらい経たっただろうか？

「お……おお……」

　誰かが声を漏らした。

　なんだ？

　俺は毒を浄化することでイッパイイッパイで周りが見えてない。

　なにがあった!?

　そう思った時。

「!?」

　俺の頭を誰かが撫なでた。

　その手の主を追っていくと……。

「あ、ああ……」

　そこには……。

「シン……くん……きてくれたの……？」

　うっすらと目を開け、震える手で俺を撫でているエカテリーナさんの姿があった。

「エカテリーナさん！　良かった！　本当に……良かった……」

　間に合った！

　本当にギリギリだったけど、エカテリーナさんの命を繫ぎ止めた！

　そう思ったら、自然と目から涙が溢あふれた。

　するとエカテリーナさんは、その震える手で俺の涙を拭ぬぐってくれた。

「あらあら……シンくんは……泣き虫ねえ……」

　自分が辛いだろうに、俺を気遣ってくれるその声は慈じ愛あいに溢れ、本当に母親のように思えた。

　そのことが、より涙るい腺せんを崩壊させ……。

『ウオオオオオッ！』

　って！　ビックリした！

「奇跡だ！　御使い様が奇跡を起こされた！」

「ああ！　教皇様！　よくぞ！　よくぞ御無事で！」

　周りで事の推移を見守っていた人たちが、一斉に歓かん声せいをあげたのか。

　完全に自分の世界に入ってたから、超ビックリしたわ。

　驚いたことで涙が引っ込んだ俺は、命を繫ぎ止めたとはいえ消しよう耗もうの激しいエカテリーナさんを安あん静せいにさせるため周りに声をかけた。

「教皇倪下は相当消耗されています。部屋に戻り安静にしないと……」

　そのときだった。

「おのれ……おのれおのれおのれおのれおのれ！　貴様がシン＝ウォルフォードか！　貴様のせいで！　貴様のせいでぇぇぇ！」

　取り押さえられていた男が、急に大声をあげた。

　って！　この魔力は!!

「っ!?　イカン！　その者の首を刎はねろ！」

　魔力を増幅させる男を見た爺さんが、大声で指示を出した。

　その言葉に反応した騎士が、教皇に凶きよう刃じんを届かせてしまった汚お名めい返へん上じようとばかりにすぐさま剣を抜き、上段から振り下ろした。

　その剣は男の首を通り、床にまでめり込んだ。

　そんな勢いで剣を振り抜かれては、男の頭部が胴体と繫がっていることなどありえない。

　皆が呆ぼう然ぜんとその男の遺体を見つめたあと、自然とその指示を出した爺さんに視線が集まった。

　爺さんは、皆に見つめられながら衝撃的なことを口にした。

「……危ないところじゃった……そやつ魔人化しかけとったぞ」

　そうだ。

　さっきあの男が発した魔力。

　あれはカートが魔人化する前に発した魔力によく似ていた。

　あのまま放っておいたら、おそらく魔人化していただろう。

「ま！　魔人化!?」

「なんと恐ろしい……」

「賢者殿に救われましたな……」

「シン殿は教皇倪下をお救いし、マーリン殿はまたしても魔人を倒すか。いやはや、英雄の一族ですなあ」

　いや……トドメ刺したの騎士さんじゃ……。

　そう思ったけど、なんか周りがそれで盛り上がっちゃったから、そんなこと言える雰囲気じゃないな……。

「そんなことより、早くエカテリーナを部屋に連れていかんか！　これから絶対安静にしなければならんのじゃぞ！」

　色んな危機を脱だつしたからか、どことなく浮かれ気分の周囲を爺さんが一いつ喝かつした。

　今日は爺さんの意外な一面をよく見る日だな。

　いつもの好こう々こう爺やぶりからは想像もできない。

　爺さんに一喝された周囲の人間はハッとし、慌あわただしく動き始めた。

「お、おい！　至急担たん架かを……」

　だが俺は、そんな周囲の人間を制止した。

「ああ、いいですよ。俺が連れていくんで」

「は？　え、いや、御使い様にそんなことは……」

「担架で運ぶよりこうした方が負担は少ないでしょう？」

　そう言いつつ、エカテリーナさんに浮遊魔法をかける。

「あら……あらあら……」

　突然体が浮き始めたエカテリーナさんが、目を丸くして驚いている。

「このまま部屋に運びます。すみませんが、流動食を用意してくれませんか？　教皇倪下に召めし上あがって頂かないと」

　これから失った血を増やすために、血液を作らなきゃいけないし、体の治療も万全に行わないといけない。

　そのためには栄養を補給してもらわないと。

「は、はい！　すぐにご用意致します！」

　俺が浮遊魔法でエカテリーナさんを浮かせたのを啞あ然ぜんとして見ていた周囲の中から、我に返った騎士の一人が慌てて謁見の間の外に走っていった。

「では教皇倪下、参ります」

「フフ……はい……お願いします……」

　血が足りなくて辛つらそうだけど、なんとか微笑ほほえんで返事をしてくれた。

　これなら、あともう少し治療を続ければ大丈夫だろう。

　エカテリーナさんが危機を脱したので、少し冷静になった頭でそんなことを考えていると、エカテリーナさんの治療にあたっていた治癒魔法使いさんが話しかけてきた。

「御使い様は凄いですね……私では教皇倪下のお命をお救いすることはできませんでした……」

　そんなことを、かなり落ち込みながら言った。

　俺は、そんな治癒魔法使いさんに考えを改めてもらうため、返事をした。

「なにを仰ってるんですか？　教皇倪下の命が救われたのは、間違いなく貴方あなたのおかげですよ？」

「え？」

「教皇倪下を蝕むしばんでいた毒は全身に及んでいた。それこそ、いつ死んでもおかしくない状態でした」

「そ、そんな状態だったのですか……」

　エカテリーナさんが本当に危なかったと告げると、治癒魔法使いさんはガタガタと震ふるえだした。

「しかし、教皇倪下は生きておられた。それは間違いなく、貴方が治癒魔法をかけ続けていたおかげです」

「そんな……そんなことは……」

「そうなんですよ。貴方がいなければ教皇倪下の命を救うことはできなかった。本当に感謝します」

　これは紛まぎれもない事実だ。

　俺が毒を浄化しようとしている間も、ずっと治癒魔法をかけ続けていた。

　あれがなければ、多分間に合っていない。

　そのことに自信を持ってほしい。

「ワシは、治癒魔法は簡単な怪我しか治せんからよう分からんが、シンが言うならその通りなんじゃろう。ありがとう。ワシからも礼を言わせてくれ」

「な！　頭をお上げ下さい、賢者様！　そんな、自分などに……」

　そう言った治癒魔法使いさんは言葉を切った。

　エカテリーナさんが、治癒魔法使いさんの手を握ったからだ。

「あなたの治癒魔法がなければ、私の命はありませんでした……ありがとう……」

　そう言って微笑むエカテリーナさん。

「そんな……そんな……勿もつ体たいのうございます……勿体のうございます……」

　敬愛する教皇様に礼を言われた治癒魔法使いさんは、涙を流しながら勿体無いと言い続けていた。

　そうして、さっき俺たちが出てきたエカテリーナさんの私室に到着すると、爺さんが人払いをした。

「エカテリーナはまだ完かん治ちしたわけではない。まだしばらく治療に時間をかけるから、ここから先はワシらだけにしてくれんか？」

「は、はい。かしこまりました。御使い様、教皇倪下のこと、よろしくお願いいたします」

　ここまで一緒に来てくれた治癒魔法使いさんが深々と頭を下げる。

「はい、分かりました。任せてください」

　俺がそう言って部屋に入ろうとした時。

「け、賢者様！　御使い様！」

　この部屋から出てきた時に、爺さんを見咎めた騎士さんが走ってきて……。

　そのまま土ど下げ座ざした。

　スライディング土下座だ！

「先程は申し訳ございませんでした！　この罰は如い何か様ようにでもお受け致します！　申し訳ございませんでした！」

　そう言って謝罪してきた。

　ああ、エカテリーナさんを救うために来た人間を足止めしちゃったから、責任を感じているのか。

　確かにあの時は気が立っていたからちょっとイラッとしたけど、この騎士さんの行動は間違っていない。

　どうしようか？

「ねえじいちゃん。俺たち、なにか謝られるようなことされたっけ？」

「さあのう？　職務に忠実な騎士は見たがのう」

「え？　は？」

　白しら々じらしく惚とぼける俺と爺さんに、土下座していた騎士さんは顔をあげて呆然としている。

「さっきは済まなんだ。この子の危機じゃということで気が立っておったのじゃ」

「いえ、そんな……」

「落ち度があるのはこちらの方じゃて。許してもらえるかのう？」

　爺さんはそう言うと騎士さんに頭を下げた。

　すると騎士さんは、さっきの爺さんの剣けん幕まくを思い出したのだろう。

　非ひ道どく慌てて再度頭を下げた。

「と、とんでもございません！　教皇倪下をお救い下さった御方を咎める者などおりませぬ！　この度は失礼を致しました！　それと、教皇倪下をお救いいただき、誠にありがとうございました！」

「ほ、それではエカテリーナの治療に入るでな。失礼するぞ」

「は！」

　爺さんはそう言って俺たちとエカテリーナさんの私室に入った。

　部屋にあったもう一つの扉を抜けるとベッドルームになっており、そこにエカテリーナさんを寝かせる。

　早速エカテリーナさんを診みようとすると……なにやらクスクス笑っている。

「エカテリーナさん？　どうしたんですか？」

「フフ、ウフフ。先生……うまく誤ご魔ま化かしましたねえ……」

　体は辛いけど、面白くてしょうがないみたいだ。ずっと笑っている。

「む。なんのことじゃ？」

「先生のことだから……キレたんでしょう？　だめですよ、また……師匠に怒られますよ……？」

　エカテリーナさんには、爺さんが騎士さんに向かってキレたのがバレバレだった。

「……言うんじゃないぞ？」

「フフ……どうしようかなあ……」

「こいつ……」

「ウフフフ……」

　爺さんとそんなやり取りをしているエカテリーナさんだが、すぐにでも血液の増加を促さないといけないのは間違いない。

　話が終わるのを待っている時間も惜おしいので、話している最中のエカテリーナさんにそのまま骨こつ髄ずいで血液を作るイメージの治癒魔法を使う。

　そして、その魔法を使いながら、ちょっと気になったことを聞いてみた。

「そういえば、なんでじいちゃんがキレたって分かったんですか？」

「さっきの騎士、急に現れた先生を足止めしたんでしょう？　昔の先生なら確実にキレてるシチュエーションですもの」

　少しだけど、血液は戻ってきたらしい。

　大分普通に喋れるようになってきた。

　だけど……エカテリーナさんの中では、爺さんってそんなイメージなのか……。

「正直、あんなじいちゃんは見たことがなかったから、かなり驚いたんですけど……」

「あら、そうなの？　先生、シン君の前ではいいお爺ちゃんをしてるんですねえ」

　またクスクス笑い始めたエカテリーナさん。

　あ、爺さんのこめかみに青筋が……。

「そんなに元気なら、もう治療は十分じゃろう。シン、帰るぞ」

「え？　あ、噓、噓ですよう。先生、怒んない……あ、あら？」

　立ち上がって帰ろうとする爺さんを引き留めようとしたのだろう。

　ベッドから上体を起こそうとしたエカテリーナさんは、腕の踏ん張りが利かず、ベッドに突っ伏した。

「まったく……しょうがない子じゃのう。ほれ、大人しゅう寝とらんか」

　爺さんは、ヤレヤレと溜め息を吐きながらエカテリーナさんの体を起こし、ベッドに寝かしつけてシーツをかけた。

　すると、エカテリーナさんはそのかけられたシーツの端はしを持って上目遣いに爺さんに問い掛けた。

「……帰りません？」

　それを聞いた爺さんは、フッと笑ってエカテリーナさんの頭を優しく撫でた。

「ああ。ちゃんとそばにいてやるわい」

「へへ、ありがとう、先生……」

　爺さんに頭を撫でられて、エカテリーナさんは嬉しそうに笑った。

　なんというか、先生と生徒というより、お父さんと娘って感じだな。

　……いや、本当だったら、義理の父娘になってたのか……。

　微笑ましい光景だけど、二人……いや、ばあちゃんも入れれば三人の事情を聞いた後だと……寂さびしい光景にも見えてきてしまうなあ……。

　そんな光景を見ながら、俺はしばらく治癒魔法をかけ続けた。

　そして、用意された流動食も口にしたエカテリーナさんの体調は大分良くなり、ベッドに上体を起こせるまで回復した。
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「それにしても、凄い治癒魔法ねえ。刺された傷がもう治ってるわ。その代わりにすごくお腹がすくけど……」

　エカテリーナさんは、三回目のお代わりをしながらそう呟いた。

「エカテリーナさんの正常な細胞を培養して治療してますからね。失った血液も再生しなきゃいけないし、もっと食べてもらわないといけないんですよ」

「……さいぼう？　ばいよう？」

　あ、つい治癒魔法の原理について話しちゃった。

　そんな話されても理解できないよな。

　案の定、エカテリーナさんは爺さんに助けを求めた。

「先生、シン君の言ってる意味が分かりません……」

「安心せい、ワシもよう分からん」

「せ、先生も？」

　キッパリ言い切った爺さんに、エカテリーナさんは目を丸くしている。

　っていうか爺さん、そんなにキッパリ言わなくても……。

「この子の頭の中はどうなっとるのか……ハッキリ言って、天才としか言いようがない」

「……それはジジバカが過ぎるのでは？」

「アハハハ！」

　ジジバカ！　確かにそうかも。

「そんなことありゃせん。なんせ、メリダも同じ意見じゃからの」

「師匠も……なら本当にそうなんですね……」

「ちょっと待てい！　なんでワシじゃとジジバカで、メリダじゃと納得するんじゃ!?」

「え？　師匠が孫を甘やかすとか……想像もできませんが？」

「むう……」

　まるで見てきたかのように、ズバリ言い当てるな。

　それだけ爺さんとばあちゃん、二人のことを知ってるんだな。

「でも、確かにそうですね。先生の使ってるゲートの魔法も、元はシン君が開発したんでしたっけ」

「あと、通信機もじゃな。あれがなければ、今頃カーチェの命はなかった」

「本当に、私が助けられた色々な要よう因いんの全てに、シン君が関わっていますね」

　エカテリーナさんはそう言うと、俺に微笑んでくれた。

　ヤバイ、照れる。

「確かに、ワシが魔法を、メリダが魔道具の製作を教えたがの。それを自分一人でここまで昇華させおったんじゃ。これを天才と言わずになんと言う？」

「確かにそうですわね……」

　うむむむ、恥ずかしいから本人を前にしてそういうこと言わないでくれるかな？

　それからしばらく治癒魔法をかけ続けていると、エカテリーナさんの体調もすっかり良くなった。

　これでようやく一安心だ。

「ところでカーチェ。なぜこんなことになったんじゃ？　護衛の騎士はなにをしておった？」

　エカテリーナさんの体調が戻ってきたからか、爺さんが今回の事件について質問し始めた。

　それは俺も気になってた。

　仮にも国こつ家か元げん首しゆを、こうもアッサリ襲撃することなんてできるのか？

　それとも、護衛がよっぽど間抜けだったのか？

　すると、エカテリーナさんはバツが悪そうに口を開いた。

「そのことに関しては……完全に油断していた……としか……」

「油断？」

「ええ。先の魔人領攻略作戦の際、ダームの指揮官が暴走したでしょう？　そのおかげで魔人を取り逃がしかけて……」

「ええ。じいちゃんがいなかったら、今頃アールスハイドはどうなっていたか……」

　爺さんとばあちゃんが水際で防いでくれなかったら、今頃アールスハイドが戦場になってたかもしれない。

　そう思うと、とんでもないことしてくれたよな。

「その謝罪がしたいとダームの使者が言ってきたものだから、私たちはその申し出を素直に受けたんです。私も、騎士も、ダームは元々創神教の本部があった国だから、一番の友好国だと思っていたので……」

　ああ、成る程。

　エカテリーナさんは友好国という言い方をしているけど、イースはダームを属国扱いしていると聞いてる。

　イースの方が上位国だから、面めん倒どう事ごとを起こした属国の使者を下に見ていたんだろう。

　その隙をつかれたと。

「なんとも……情けない話じゃの」

「……返す言葉もありません……」

　今のエカテリーナさんは、まさに先生に怒られてる生徒みたい。

　爺さんに怒られてシュンとしてる。

　それにしても、ダームの使者が叫んでいた言葉が気になるな。

「俺が御使いって呼ばれてることが気に入らなかったみたいですね……ダームの指揮官もそうだったらしいですし、ダームではそれが主流なのかな？」

　俺が自分で名乗った訳ではないけど、こうまで否定されると凹むよな……。

　だがエカテリーナさんは、俺の想像とは逆のことを言った。

「いえ、そんなはずないわ。シン君を御使いとして認定することは首脳会議で決まったと言ったでしょう？　当然その場にはダームの国王もいたわ。彼も二つ返事で賛成してくれたもの」

「じゃあ、あの使者の発言は？」

「それは……」

　そう言うと、エカテリーナさんは黙ってしまった。

　あの使者の言葉も気になるけど、もう一つ、もっと気になることがある。

「それに魔人化しかけたし……」

「確かに……あんなに簡単に魔人化するとは思えん」

「以前カート……魔法学院で魔人化した男ですけど、彼も簡単に魔人化しました。でもあの時は……」

　そこまで言って、何かが頭の中でカチリと嵌はまった。

「まさか……またシュトロームの実験に使われた？」

「……そうか、そのカートという少年、魔人の首魁の人体実験に利用されたんじゃったの」

「今回の事件の裏にも魔人がいたとしたら……」

　それに、シュトロームは、王都でなにをしてた？

　生物を魔物化する実験をしていたじゃないか。

　とすると、先日オーグから持ち掛けられた疑問。

　魔人の出現と共に災害級の魔物が多数現れるようになり、また見なくなったというのも、ここに答えがあるんじゃないか？

　シュトロームは、生物を魔物化させることには成功した。

　その次に人を魔人化させ、その次は……。

「魔物の強制進化……」

「なに？」

　そうか、だから狡こう猾かつさの足りない狼の災害級であったり、見たことがない鹿の災害級であったり、魔物化しないと思われていたサイが魔物化したりしたんじゃないのか？

　ということは、シュトロームの実験はまだ終わっていない!?

「じいちゃん……俺、とんでもない思い違いをしてたかも……」

「思い違い？」

「シュトロームに進撃の意思はないかもしれない。でも、魔物に対する実験はやめてないかもしれない」

「それは……」

　爺さんも否定できなかったんだろう。それ以上言葉を発することができなくなっていた。

　だから俺は、この仮説をすぐにオーグに伝えようと思った。

　この仮説を知っているかいないかで、今後の対応も変わってくると思ったからだ。

「エカテリーナさん、体調はもう大丈夫ですか？」

「ええ。ありがとう。すっかり良くなったわ」

「身体中の肉が少し少なくなっていると思いますから、よく食事をとって、運動もしてください。それで元に戻るはずですから」

「そうなの？　せっかくおにくが減ったのに……」

　エカテリーナさんは自分のお腹回りをさすりながら、残念そうにそう言った。

「ある程度の肉付きがないと健康とはいえませんよ。それより、もう大丈夫なら戻っていいですか？」

「ええ、いいけど……なにか急用？」

「ええ。帰ってオーグと話し合わないと大変なことに……」

　そこまで言いかけたとき、俺の無線通信機のベルが鳴った。

「な、なに？　なんの音？」

「あ、すいません」

　突然鳴り響いたベルの音にエカテリーナさんが驚いているので、謝ってから着信に出た。

「もしもし？　誰？　ああ、オーグか」

「え？　む、無線!?」

　あ、エカテリーナさんには言ってなかったっけ。

　後ろで驚いているけど、丁度オーグに話があったからいいタイミングだ。

「丁ちよう度どいいところに。話があった……」

『そんなことは後でいい！　今すぐ救援に来てくれ！』

「は？　救援？」

　そう聞いた後、通信機の向こうから大きな爆発音がした。

「おい！　何が起きてる!?」

『魔人が！　魔人が現れやがった！』

「魔人だと!?」

　なんで今頃……それに……。

「救援ってどういうことだ!?　魔人なら今まで散々討伐してきただろう!?」

『今までと違う！　この魔人ども……』

　この後、オーグは衝撃的なことを告げた。

『今までの魔人と、比べ物にならない程強い！』
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　エカテリーナ教きよう皇こうが襲われる数日前。

　魔ま人じん領りようにある旧帝都では、シュトロームが諜ちよう報ほう部ぶ隊たいの長ちようであるゼストと話をしていた。

「なにやら、色々と動いているようですねえ」

「恐れ入ります。シュトローム様の行動の指針になるようなものが見つかればと、愚ぐ考こうした次し第だいでございます」

「ふむ、そうですか。ですが、それももう終わりにしていいかもしれませんねえ」

「というと？」

「ミリアさんの実験の成果が出ましてね」

「そ、それは……」

　それを聞いたゼストは緊張した。

　なぜなら、ミリアはシュトロームの過去の話を聞いた後、ある実験の提案をしていたのだが、その実験の結果は、自分たち魔人の行く末を決めるかもしれない、非常に重要なものだったからだ。

　実験の第一段階は成功した。

　あとは、その結果待ちだったのだが、その結果が出たという。

「結果は……」

　その続きの言葉を、ゼストは息を吞のんで待った。





　　　　◆






　ディセウムから緊急連絡が入り、シンがマーリンと共にイースに赴おもむいた頃、シンを送り出したアウグストたちは沈ちん痛つうな面持ちで顔を見合わせていた。

「シン殿……間に合うでしょうか？」

　トールの心配そうな台詞せりふが、皆の内心を物語っていた。

「アイツなら……命さえ無事ならなんとかしてしまいそうなのだが。間に合うかどうかが問題だな……」

　ここにいる人間のシンに対する信頼は相当なもので、シンなら死人以外は治せるだろうと、誰もが信用して疑いもしていなかった。

　しかし、死んでしまえばそれまでで、さすがのシンといえども死し人にんを生き返らせることはできない。

　だから死ぬなよと、よく言われていた。

　死んでなければ、なんとかしてやるとも。

　そして、ここにいる全員が敬けい虔けんであるかどうかはともかく、創そう神しん教きよう教きよう徒とである。

　だからこそ、なんとか命のあるうちに間に合って欲しいと、切せつに願っていた。

　そんな時である。

　アウグストの無線通信機のベルが再び鳴り響いた。

「もしもし！　シンか!?　どうした!?」

　さっきゲートでイースに向かったばかりだというのに、もう連絡してきたのかと……最悪の事態を想像してしまったアウグストは、通信機に向かって叫さけんでしまった。

『悪いな、アウグスト。シン君ではない』

「……ああ、父上でしたか。叫んでしまって申し訳ありません」

『いや、よい。エカテリーナの身を案あんじてのことだろう、気にするな。それよりマズイ事態が起こった』

　大たい国こくアールスハイド王国の国王が言うマズイ事態。

　その言葉に、アウグストの背せ筋すじに寒いものが走る。

「マズイ事態とはなにごとですか!?」

『悪いが、急ぎ最前線に向かってくれ』

「最前線に？」

　父ディセウムからの急な依頼に、アウグストは首を傾げる。

　だが、次にディセウムが放った言葉で驚きよう愕がくすることになった。

『ああ、最前線に……災害級の魔物が多数現れたのだ！』

「なっ!?　災害級が!?」

　魔人の数が減ったことで、比例するように数が減ったと思われていた災害級が現れた。

　そのディセウムの言葉に、やはりなにか見落としがあったのではないかと歯ぎしりするアウグスト。

　しかし、今現実に災害級が現れている。

　見落としを後悔している余裕はなかった。

「分かりました！　至急向かいます！」

『頼む！　ゲートで馬車ごと近くまで移動し、そこから全速力で最前線に向かってくれ！　マーク＝ビーンはそこにいるか!?』

「ビーン！　父上がご指名だ！」

「じ、自分ッスか!?」

「緊急事態だ！　早くしろ！」

「は、はははい！　お、お、お代わりしました！　マママ、マーク＝ビーンであります！」

　国王からの名指し、そして王おう太たい子しの叱しつ責せきという一般人なら卒そつ倒とうしそうな状況に、色々と慣れてきていたマークも、嚙み嚙みの変な言こと葉ば遣づかいで通信機に出た。

『マーク！　ビーン工房で例の馬車を作っていないか!?』

　ディセウムは、ビーン工房が市場の混乱を避けるため、馬車の部品しか製造・販売していないことは知っていた。

　しかし、ディセウムにはある確信があった。

「は、はい！　ウォルフォード君の依頼で、大きめのものを製作してあります！」

『そうか、やはりな。アールスハイド国王ディセウムの名において命ずる！　その馬車を用いて、アルティメット・マジシャンズを最前線に送り出せ！　シン君には私から話しておく！　いいな！』

　ディセウムは、あのシンが、自分の開発した技術を使って自分用の馬車を作っていない訳がないと、そう確信していたのだ。

　なので、今回の指示にシンの馬車を使おうというのは予あらかじめ決めていた。

「か、かしこまりました！」

『よし！　では行け！』

「は、はは！」

　ディセウムからの通信は途切れた。

「で、殿でん下か！」

「父上の声は漏れ聞こえていた！　すぐに工房に行くぞ！」

「かしこまりました！」

　工房が自宅でもあるマークがゲートを開き、全員で工房に行く。

　その工房の中には、完成したばかりの馬車が一台置かれていた。

「父ちゃん！」

　馬車の側にいた工房主、マークの父を大声で呼ぶ。

「なんだ馬鹿野郎！　工房では親おや方かたと呼べと言ってるだろう！」

「それどころじゃないんだよ！　ウォルフォード君の馬車、すぐに出せる!?」

「あ？　ああ。もういつでも納のう車しやできる状態だぜ」

「勅ちよく命めいなんだ！　その馬車、使わせてもらうよ！」

「ちょ、勅命!?」

　シンからの発注で作っていた、ビーン工房で最初から最後まで製作した馬車。

　他の人に売らずに自分で使う分には問題ないだろうと、シンが自じ重ちようせずに色んな機能を満まん載さいして作ったものである。

　浮ふ遊ゆう魔ま法ほうやゲートを使えるシンがなぜ？　と言われれば、単純に移動も旅の一部で醍だい醐ご味みだというこだわり。

　そして、最新式という言葉に男は弱いという理由に他ならない。

　そんな無自重な馬車を、勅命で使用するという。

　その勅命というあまりに重い言葉に、ビーン工房の主ハロルドは驚愕した。

「すまんが説明している暇はない！　シンにはあとで私から事情を話しておく！　馬は!?」

　呆ぼう然ぜんとしているハロルドに、アウグストが馬を用意するように告げる。

「は、はい！　ウチの馬でよければ……」

　この工房には作られた物を納のう品ひんする為の馬車があり、特別な駿しゆん馬めという訳ではないが馬もいる。

　ちなみにこの馬は、シンの馬車のテストの為に馬車を牽ひいた馬でもある。

「それで構わない！　ありったけの回復用の馬具を付けてくれ！　急げ！」

「は、はは！　おい野郎ども！　特急で馬具を取り付けろ！」

『へい！』

　急げというアウグストの命令により、工房の職人たちの手であっという間に馬具が取り付けられ、出発の準備が整った。

「無理をさせて済まない！　ビーン、頼む！　全員乗れ！　今すぐ出発するぞ！」

『はい！』

　御ぎよ者しや台だいにこの馬車の操作に慣れているであろうマークを乗せ、残りには客車に乗り込むように指示するアウグスト。

　そして、魔人領内で行ったことがあり、方角が分かる最前線。

　アールスハイド軍と各国連合軍が合同で災害級を相手にしていた地点まで、ゲートを開いた。

「ビーン、行け！」

「かしこまりました！」

　マークは、アウグストの号令で、すぐさま馬車をゲートに向かって走らせた。

　突然現れ、あっという間に出ていったアウグストたちを、ビーン工房の職人たちは呆然と見送った。

「アルティメット・マジシャンズが全員出動だと？　それもあんなに大急ぎで……一体なにが起こってやがる……」

　ハロルドの呟つぶやきは、ここに居合わせた者共通の思いであった。

　そして、あの無敵集団があそこまで慌あわてる事態が起こったのかと、途と轍てつもない不安に襲われていた。




　ゲートを抜けた馬車は、一いち路ろ監かん視し網もうが敷かれている最前線に向けて走っていた。

「窓から顔は出さないで下さい！　危ないッスから！」

　御者台で回復用の馬具と『回転』の付与がされているベアリングに魔力を込めながら馬を走らせているマークが、後ろの客車に向かって注ちゆう意い喚かん起きした。

　それもそのはずで。

「うわ、これ本当に馬車？」

「窓の外の景色が、今まで見たこともない速さで過ぎ去っていくで御ご座ざる……」

「そのわりには揺れませんねえ」

「これがシンが開発した馬車……あいつ……またとんでもないものを作りおって……」

　この馬車は、以前までとは比べ物にならない程の速度で走っていたからである。

　マリアが驚いた声を漏もらし、ユリウスは尋じん常じようではない速さで過ぎ去っていく景色に啞あ然ぜんとし、トールはそのわりには揺れが少ないことに疑問を持つ。

　そしてアウグストは、またとんでもないものを作り出したシンに、呆あきれとも怒りともとれない溜ため息いきを吐ついた。

「でも、シン君の作った馬車のおかげで、現場にはすぐに着けそうですね」

　シシリーが、婚約者としてシンを擁よう護ごする。

　そして、それは実際にその通りだった。

「確かに……今回ばかりはシンに救われたかもしれんが、これは……」

　アウグストはそう言うと、馬車の客車内を見渡した。

　そこにあったものは……。

　常に冷え続けている冷蔵庫。

　常時点てん灯とうしている照明。

　快かい適てきな温度が保たれた室内。

　そして、フカフカの座席である。

　一体、どれだけの技術をこの馬車に込めたのか？

　売りに出さないとはいえ、よくもここまで自重しないものだと、アウグストは呆れ返った。

「はあ……まあ、現場に着くまでに体力を消しよう耗もうしない……ということで納得するか」

　いつもなら、シンにもっと自重しろと叫ぶところではあるが、今回は大目に見ることにした。

　それは、今回が緊急事態であること。

　この馬車のお陰かげで万ばん全ぜんの状態で現場に着けそうなこと。

　そして……。

「でも、シン君ガッカリしますね。この馬車が出来上がるの楽しみにしてましたから」

　シシリーが心配そうに言うと、アウグストは苦笑した。

　シンが特別に作った馬車に、シンではなく自分たちが一番に乗ってしまったという申し訳なさもあり、あまり強く言うのはやめておこうと思ったのだ。

　ところで、客室内にいるアウグストたちは体力を消耗しないが、御者台にいるマークはどうなのか？

　実は豪ごう華かで快適な客車だけでなく、高速で走る御者台にも配はい慮りよはなされていた。

　自動車と違い、馬車の御者台はむき出しである。

　高速で走っていると、体に相当強い風を受け続けることになる。

　人間の体というのは、強い風が当たり続けると意外なほど体力を消耗する。

　そのため、御者台の周りに風の魔法が起動し、御者の体力を消耗しないようにする配慮がなされていた。

　当然、これも魔石から魔力が供給される常時展開である。

　時速にして六十キロメートル程の速度でずっと走り続ける馬車。

　通常、馬が馬車を牽いてこの速度で走れる訳もないが、この馬車にはパワーアシストがついている。

　尚なお且かつ、常時体力が回復していく魔道具の馬具を身に付けていることもあり、この世界での常識……というより、シンの前世でも考えられない速度で走り続ける馬車。

　その室内では、カーテンによる間仕切りがされて、マーク以外の全員が戦闘服に着替えていた。

　そして数十分も走ると、目指す最前線が見えてきた。

「殿下！　見えてきました！」

「よし！　総員戦闘準備だ！　ビーンは馬車を止めたら着替えて、馬車を異い空くう間かん収しゆう納のうに収めてから来い！」

「あの、馬は？」

「悪いがそこまで構っていられない！　放ほう置ちして、無事なら連れて帰る。逃げたり、戦闘の煽あおりでダメになってしまった場合は……あとで王家が補償するから諦あきらめてくれ！」

「……かしこまりました！」

「……すまんな。お前の家の馬だ。愛着もあるだろうが……」

「いえ。これは緊急事態です。その為の犠ぎ牲せいになるのなら、自分は本ほん望もうです」

「すまない……お前たちも、人間の勝手な都合に付き合わせてスマンな……」

　シンの作った馬車は異空間収納に収めることができるが、生物はそうはいかない。

　自分の都合で死なせてしまうかもしれない馬に対し、アウグストはマークと、それに馬に向かって謝罪した。

「殿下……もったいのうございます……」

「なに、私たちが、この馬たちにまで被ひ害がいがいかないように守ってやればいいのだ。それより、着くぞ！」

　最前線が目の前に迫ってきた。

　アウグストの言葉で全員が馬車の屋や根ねに上った。

「ジェットブーツ起動！　行くぞ！」

『おお！』

「自分もすぐに行きます！」

　マークを除く全員が今まさに『災害級の魔物の群れ』という、またしても前ぜん代だい未み聞もんの相手と交戦している前線の兵士達の下へと、ジェットブーツを利用して文字通り飛んでいった。

　そして、馬車を停車させ、客室内で戦闘服に着替えたマークは、馬を馬車から切り離し、馬車を異空間収納に収める。

　そして……。

「お前たち、生き延びろよ？」

　そう言って、馬の尻を叩いた。

　その刺激で馬たちはこの場から走っていく。

「……あとで迎えにくるからな」

　マークはそう言って、自分もジェットブーツを起動し、戦場へと駈かけていった。





　　　　◆






　アウグストたちが到着する、少し前の最前線。

　アールスハイド軍が陣を敷しいている場所に、物もの見み櫓やぐらが設置されていた。

　そこから、遠とお見みの魔法が付ふ与よされた望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞき込んでいる兵士たちがいた。

「今日も魔ま都とに異常はなし……と」

　魔人領にある、魔人たちに占せん拠きよされている旧帝都。

　兵士たちの間では『魔都』という呼び方が一般化していた。

　この監視網が敷かれている最前線からは、その魔都は肉眼では見えない。

　遠見の魔法が付与されている魔道具を使うことで、ギリギリ見ることができる位置に監視網は敷かれていた。

　これが、シュトロームたちを刺激せずに監視ができる最善策だとの結論が出され、こうした位置から監視が行われていた。

　数日前にこの位置まで進軍し、各国軍と連絡を取り合い、ようやく全軍がこの位置に陣を配置することができた。

　これで監視網が完成。

　あとは魔都を監視し、異常があれば通信機で連絡するだけである。

　連絡を受けたアルティメット・マジシャンズが急行できるように、あとで本人たちにここを訪れてもらう必要はあるが、すぐにそんな事態は起こらないだろうという根こん拠きよのない思いが兵士たちの間には蔓まん延えんしていた。

　しかし、それも無理のないことだったのかもしれない。

　各国を襲撃した魔人たちを討伐したあとは災害級の魔物も現れず、実に順調にここまで進軍することができた。

　最初の緊張感は薄れていき、作戦が順調に進行していくにつれ、兵士たちはこの作戦は問題なく終了できるとの思いを抱くようになっていった。

　そんな楽観的な考えで遠見の魔道具を覗き込んでいた兵士の一人が、あることに気付いた。

「ん？　魔都の城じよう壁へきの門が開いてる？」

「なに？」

　監視を任されている兵士の一人がそう言葉を漏らし、それを聞いたもう一人の兵士も遠見の魔道具を覗き込み、状況を確認する。

「本当だ……さっきまでは閉まってたよな？」

「ああ。これはどういう……」

　そこまで言った兵士は、息を吞んだ。

　なぜなら。

　門の内側から、魔物の大軍が出てきたからだ。

「ま、ま、魔物の大軍が……」

　兵士は目を疑った。

　なぜなら、その出てきた魔物というのが……。

「あれ？　俺、目がおかしくなったのかな？　全部災害級くらいの大きさに見えるんだけど……」

「いや……俺の目にもそう見えてる……」

　災害級ばかりだったからである。

　二人して同じものを見ていると確信した見張りの兵士は、物見櫓の下にいる兵士に向かって叫んだ。

「災害級の魔物が魔都より多数出現！　至急全軍に伝えろ！　緊急事態だ!!」

　物見櫓の下で待機していた兵士はその言葉を聞いて一瞬呆然とするが、ハッと我に返り、通信機が置いてある天幕に向かって走り出した。

　そして、魔都より災害級の魔物が多数出てきたことが各国に報告され、それがディセウムを経由してアウグストの下にもたらされたのだ。

「くそ！　殿下たちはまだここを訪れたことがないんだぞ！　救きゆう援えんが間に合わない！」

　連絡こそしたものの、アールスハイド王都にいるアルティメット・マジシャンズがここに辿り着くまでどれだけの時間がかかるのか。

　災害級の魔物も一体ならなんとか討とう伐ばつできるようになったが、魔都から出てきた災害級の魔物は数十はいる。

　はっきり言って、緊急事態というより異常事態だ。

　果たして、この魔物の進軍を食い止めることができるのか。

　それよりも、生き延びることができるのか。

　兵士たちは、絶望的な思いで臨戦態勢を整え始めた。

　そして、緊急事態を報告してから数十分後、魔都からここまで距離があったためにすぐには到着しなかった魔物たちが、とうとう視界内に入ってきた。

「な、なんだありゃ……」

　土の魔法によって築かれた防ぼう壁へきの前に陣取る兵士たちは、魔物の群むれを見て啞あ然ぜんとした。

　そこには、虎とらや獅し子しや熊くまといった定番の災害級の魔物に加え、滅めつ多たに災害級に至らない狼おおかみや先日初めて報告された鹿しか、信じられないくらい大きい猪いのししやサイ、元々大きい象まで災害級化して押し寄せてきていた。

「は、はは……なんだこれ……？」

「馬鹿野郎！　呆ほうけてる場合か！　魔ま法ほう師し団だん！　全力で魔法を撃て！　騎士団は死ぬ気で突撃しろ！」

『ウオオオオオ！』

　あまりにも現実感のない絶望的な光景に、兵士たちは半なかば自や棄け気ぎ味みに声を上げた。

「撃てええ!!」

　司令官の号令により、一斉に放たれる魔法師団の魔法。

　この半年以上の行軍の間も魔力制御の訓練を怠おこたらなかった魔法師団は、以前とは比べ物にならない程、速く、強力な魔法を撃ちだした。

　そして、その魔法が魔物の群れに着弾し、派手な爆発が起こる。

　しかし、相手は災害級である。

　それで仕留められるとは、兵士たちの誰も思っていない。

「騎士団！　ジェットブーツ起動！」

　魔法の着弾による煙が晴れてきたころ、今度は騎士団が前に出る。

　そして。

「突撃いい!!」

　騎士団がジェットブーツを起動し、煙が晴れた先にいた魔物たちに飛びかかった。

　そこには、倒しきれなかったとはいえ、威力の上がった魔法による先制攻撃でダメージを負った魔物たちがおり、その魔物に対して斬りかかった。

「一ヶ所に長居するな！　ある程度ダメージを与えたら離脱しろ！」

　徹底してヒットアンドアウェイを心がけ、ダメージを与えては離脱し、そこに魔法師団からの魔法が飛んでくるということを繰り返した。

　その戦せん法ぽうの成果か、先頭を切って突っ込んできた数体は討伐することができた。

　できたのだが……。

「くそったれ！　なんて数だ！」

　数が尋じん常じようではなかった。

　しかも災害級に至り、体たい軀くが巨大化した魔物ばかりである。

　倒した巨大な魔物の血肉。

　そこに押し寄せるさらに巨大な魔物。

　さながら、地じ獄ごく絵え図ずのようであった。

　騎士団と魔法師団の連携により、なんとか戦線を維持していた兵士たちであったが、徐々に魔物たちに押されていく。

　今までほとんどいなかった戦せん死し者しやが、あっという間に量産されていく。

「くそ！　くそ！　あと一歩だったのに！」

　崩ほう壊かいしていく戦線を悔くやし気げに見つめ、自身の死も覚悟した兵士が思わず叫んだ

　なんというタイミングの悪さだろうか。

　監視網が完成したとはいえ、ここにアルティメット・マジシャンズがいなければ話にならない。

　まさか、その態たい勢せいが整う前にこんな事態になるとは夢にも思わなかった。

　こうなれば、一体でも多くの魔物を道連れにしないと気が済まない。

　そう決死の覚悟をした、その時。




　目の前が一瞬真っ白になった。




　そして、巨大な落らく雷らいが、轟ごう音おんと共に魔物たちを襲った。

　突然のことに視界を奪われた兵士たちだが、復活してきた視界には……。

　さっきまで自分たちに襲い掛かってきていた魔物が、黒くろ焦こげになって倒れている光景が見えた。

　巨大な落雷。

　一撃で災害級の魔物を屠ってしまう威力。

　そんな非常識な魔法を放てるのはあの人しかいないと、兵士は期待を込めて後ろを振り返った。

　そこにいたのは……。

「兵士たち、待たせて済まない！　あとは私たちに任せろ！」

　全身に雷を纏まとい、陣に設置された防壁の上に立つ王太子アウグストと、アルティメット・マジシャンズだった。

　そのときまで、アールスハイド兵士たちは絶ぜつ望ぼうしていた。

　災害級の魔物の群れという前代未聞の相手に、勝つこと、そして生きることを諦めかけていた。

　そんな死を覚悟した彼らの前に、救いの神が舞い降りた。

　それは『雷らい神じん』の二つ名を冠かんする、彼らの敬けい愛あいする王太子アウグスト＝フォン＝アールスハイドその人であった。

　アウグストの放った雷撃に目をやられる兵士が続出したが、まさに天の怒りともいうべき雷撃によって周囲の魔物は尽ことごとく黒焦げになっており、兵士たちに新たな被害者を出すことはなかった。

　部下の命を救った王太子。

　突然降り注いた雷撃にいまだに目がチカチカしていたが、彼らの忠ちゆう誠せい心しんは爆上がり中だった。

　そして、その忠誠心を一身に受けるアウグストは、目の前に広がる光景に奥歯を嚙み締めた。

「おのれ……我が国の民をよくも……！」

　そう小さく呟くと。

「聞け！　我が国の勇ゆう敢かんな兵士たちよ！　私たちが来たからには、魔物どもの行く末は決まったようなものだ！」

　そう叫んだアウグストは、兵士たちを見渡し、さらに続けた。

「なぜなら、これから私たちに全て討伐されるからだ！」

　そのアウグストの言葉を受けたアルティメット・マジシャンズの面々が魔力を集め始めた。

「騎士たちは一旦離脱しろ！」

　その言葉を受け、ジェットブーツを起動してあっさりと後方に引く騎士たち。

　前線に誰もいなくなったことを確認したところで。

「放てっ！」

　残った魔物たちに向かって一斉に魔法を放つアルティメット・マジシャンズ。

　アウグストと、今こちらに向かっているマークを除く九人が一斉に魔法を放つと、その威い力りよくはまさしく天てん変ぺん地ち異い。

　あまりの高威力に、今まで何度かアルティメット・マジシャンズの魔法を見たことがあるはずのアールスハイド王国軍の兵士たちが、アングリと口を開けてしまった。

　しかし、それでも討伐できた災害級の魔物は十数体程度。

　まだまだ魔物は残っていた。

　それを見たアウグストはさらに言葉を発する。

「兵士たちよ！　力を振り絞れ！　私たちが付いている！　必ず……必ず生きて帰るぞ!!」

『オオオオオオオオッ!!』

　生きて帰る。

　先ほどまで諦めかけていたそれを、アウグストは思い出させてくれた。

　活かつ力りよくの戻った騎士たちは、魔物に向かって再度剣を向け、そして……。

「魔法師団！　全員でぶちかませ!!」

　その号ごう令れいと共に、アルティメット・マジシャンズより数の上では圧倒的に多い魔法師団から、数え切れない魔法が撃ち出される。

「騎士団、突撃ぃぃっ!!」

　騎士団員たちも負けじとジェットブーツを起動し、再度魔物たちに突撃する。

「あたしたちも行くよおっ！」

「魔物は殲せん滅めつ」

　やる気充分のアリスとリンを先頭に、アルティメット・マジシャンズの面めん々めんも戦闘に参加していく。

　戦いの手順は最初と同じだったのに、彼らがいるだけでアールスハイド軍が不利に陥おちいることはなかった。

　魔法師団が魔法を集しゆう中ちゆう砲ほう火かで浴びせ、そこに騎士団が追撃する。

　危なくなりそうだったら、アリスたちが援えん護ごする。

　戦せん局きよくが自分たちに有利に傾かたむいたと感じたアウグストは、次の指令を出す。

「クロード！」

「はい！」

　ただ一人、魔物の討伐に向かわず、アウグストの側に控ひかえていたシシリー。

　彼女は、自分の役割を理解していた。

「お前は負ふ傷しよう兵へいたちの治ち療りように当たってくれ！　頼む！　これ以上誰も死なせないでくれ！」

　アールスハイド王国の王族にとって、民とは貴族・平民を問わず宝であり財産だ。

　兵士たちも、等しく宝なのである。

　それを魔物の襲撃などでこれ以上失うことは、アウグストには耐たえられない。

　なので、シシリーに重じゆう症しようの兵士の治療を、頭を下げて依頼した。

「殿下……かしこまりました！　お任せください！」

　普通なら頭を上げるように言うのだろうが、今はその時間すら惜おしい。

　シシリーは、怪け我がをした兵士たちが運ばれている区画に向かって走っていった。

　走っていくシシリーを横目で見ながら、アウグストは駐ちゆう留りゆう軍ぐんの司令官を呼んだ。

「状況の説明を。あの魔物どもは各国の駐留軍のところにも現れたのか？　それとも我が国の駐留軍のみか？」

「はっ！　それについては確認できております。他国には現れておりません。我々の方面のみでございます」

「そうか」

「はい。それと、我々からの連絡を受けた各国が、救援に向かっているとのことです」

「ありがたいな。この魔物どもを討伐することができれば、我々の絆きずなはさらに深くなるだろうな」

「左さ様ようでございますな」

　魔物さえ討伐できれば、各国との繫がりはより強きよう固こなものになる。

　そのためにも、このまま何事もなく魔物討伐が終わることをアウグストは切せつ望ぼうしていた。

　そして、そのアウグストからの命を受け、臨時の救護所に到着したシシリーは、常じよう駐ちゆうの治癒魔法使いに声をかけた。

「重じゆう篤とくな方から連れてきてください！」

　先ほどまで、生きることを諦めるような激戦が繰り広げられていたのだ。

　怪我人の数も半端ではなかった。

「聖せい女じよ様さま！　お、俺を、俺を治療してくれ！」

「テメエ！　重篤な患かん者じやが先だって聖女様が言ったろ!!」

　この駐留部隊にも治癒魔法使いはいる。

　しかし、シンのもとで生物の構造や肉体を構成している細胞などの講義を受け、それを教会の運営する治療院で実践している治癒魔法の天才、聖女シシリーの名を知らない者などアールスハイド王都にはいない。

　そのシシリーが治癒魔法を施ほどこしてくれるというのだ。重篤な患者からという言葉を無視して、怪我人が殺さつ到とうし始めた。

「あ、あの！　話を聞いてください！」

　なんとか重篤な患者を優先的に連れてきてもらおうと必死に声をかけるシシリーだったが、戦闘と負傷によって興奮した兵士たちは聞く耳を持たない。

　このままでは、アウグストに任せられた任務がこなせない。

　そう思った時。

　彼らの頭上で、ごく小さい、しかし無視できない規模の魔法の爆発があった。

　その音に驚いた負ふ傷しよう兵へいたちは、一瞬動きを止めた。

「アナタたち！　ウチの妹を困らせるとは、いい度胸をしてるわね!!」

「ウフフ……困った人たちにはお仕置きが必要かしら？」

「お姉様！　ご無事だったんですね！」

　動きを止めた瞬間を見み計はからって負傷兵たちを諫いさめたのは、シシリーの姉であるセシリアとシルビアであった。

　シシリーの言うことを聞かず我先にと治療を求めてきた兵士たちに対し相当お怒りの様子で、憤ふん怒どの形ぎよう相そうだ。

「シシリーが言っていたでしょう！　自力で動けない重症の患者から連れてきなさい！」

「もし気に入らないというなら、私が重症の患者にしてあげてもよろしいですよ？」

「お、お姉様……」

　魔法師団員として従軍し、今回の駐留軍にも参加していたセシリアが兵士たちを叱しつ咤たする。

　シルビアは、何やら不ふ穏おんなことを呟いた。

　すると、セシリアの叱しつ咤たが効いたのかシルビアの脅きよう迫はくが効いたのか、兵士たちは慌てて重症の患者を探し始めた。

　そして、意識がなく、見るからに重篤な状態の兵士が運ばれてきた。

「これは……」

　連れてこられた兵士を見て、セシリアは一瞬言葉に詰まる。

　腕の骨が折れ、その骨が飛び出し、内臓も一部出ている。

　正直、助かるとは思えない。

　それほどの負傷だった。

　そして、それを今からシシリーが治療しようというのだ。

　失敗する可能性の方が高い。

　そうなればシシリーのことだ、自分のせいだと落ち込んでしまうかもしれない。

　そう危惧したセシリアとシルビアは、シシリーに声をかけた。

「シシリー、その……」

「助からなくても、無理はないのよ？　だから、無理して治療しなくても……」

「セシリアお姉様、シルビアお姉様」

　二人の姉からかけられる言葉をシシリーは途中で遮さえぎった。

「ご心配頂いているのは分かります。でも大丈夫です。私、シン君に色々と鍛えられましたから」

「え？」

　いくら治癒魔法が得意な者とはいえ、負傷した人間というものは中々見慣れるものではない。

　セシリアとシルビアは、シシリーがひどく負傷した兵士の前で平然と話していることと、この惨さん状じようを見ても臆していないことに驚いた。

　そして、シシリーはすぐに兵士の治療を開始した。

　まず、一番危険であろう裂けた腹部と内臓から取りかかる。

　除じよ菌きんをしながら腸を修復し腹ふく腔こう内ないに収める。

　そして、内臓に裂れつ傷しようがないか確認した後、腹部の傷をふさぐ。

　骨こつ折せつした腕は、シンなら無理やり神経の伝達を切り強きよう制せい麻ま酔すいを施ほどこすのだが、さすがにシシリーはそこまで真ま似ねできない。

　だが、シシリーの治療は痛みをあまり伴わない。

　シシリーが使う治癒魔法は、実は二つの特性がある。

　一つは、シンにより教授された、医学知識をもとにした肉体の再生。

　そして、もう一つ。

　元々治癒魔法とは慈じ愛あいの精神により、相手を癒いやしたいと思う気持ちが大きいと発動する魔法である。

　シン式の治癒魔法を発動させつつも、患者さんを助けたいと願うシシリーの慈愛の気持ちが、治療時の痛みの軽減という副次的な効果をもたらしていた。

　みるみるうちに負傷が治癒していく兵士。

　そして、その様子を周囲の人間は驚愕の目で見ていた。

「……ふうっ、終わりました！　傷は治癒しましたが、失った血は再生できていませんので、後方で安静にさせてください！」

「あ、は、はい！　かしこまりました！」

　一人目の治療が終わったと告げるシシリーに、三十代くらいの兵士が尊敬の視線を送りながら返事し、治療を終えた兵士をもう一人の兵士と担たん架かで運び出した。

「次の方！　どうぞ！」

「シ、シシリー？」

「なんですか？　セシリアお姉様」

　あまりにも呆あつ気けにとられたセシリアは、シシリーに今の治療について聞いてみることにした。

「なんなの、あれ？　あんな治癒魔法、見たことないわ……」

「え？　ああ。だってあれ、シン君に教えてもらった治癒魔法ですから」

「シン君に？」

　次の患者を治療しながら、シシリーが簡潔に答えた。

　セシリアとしてはもう少し聞きたいところであったが、シシリーは今の説明になっていない説明で終わったと思ったのだろう。それ以上言葉を紡つむがなかった。

「……え？　それだけ？」

「はい？　シン君が魔法を開発する……それだけで今までの魔法とは違う、規格外なものって分かるじゃないですか」

「あ、そんな認識なのね……」

　セシリアは意外だった。

　シシリーとシンのラブラブ振りはよく知っている。

　実家に戻った時など、人目もはばからずイチャイチャする光景に、本当に砂糖を吐はきそうだった。

　なのでシシリーは、シンに関することは無条件で受け入れているものだと思っていた。

　これも無条件は無条件だが、どうやら意味合いが違うらしい。

　セシリアが考え込んでいる間に、患者の治療が終わっており、また別の兵士によって運び出されていった。

　そして、次の患者が運び込まれるまでの間に、シシリーは先ほどの説明の続きを話し出す。

「シン君は、魔法の考え方が普通の人とちょっと違うみたいなんです」

「考え方が？」

「はい。シン君は、私たちが受けた初等・中等教育は受けていません。ですが、尋じん常じようではないくらい頭がいいです」

　その辺りはセシリアやシルビアも知っている。

　シシリーがメインヒロインとして登場する『新英雄物語』は、それこそ何度も読んだ。

「信じられないことですけど……シン君は、全部自分で学んだんです。自然現象のこと、生物の構造のこと。その他色んなことを、全部独学で」

「ど、独学!?」

「で、でも、賢者様や導師様が教育されたんじゃないの？」

　セシリアが驚き、シルビアが疑問を呈ていしたところで、新たな患者が運び込まれてきた。

　今度はどうやら、内臓に深刻なダメージを受けているらしく、吐と血けつしている。

　シシリーはその患者に、シンから教わった超音波診断の魔法をかけて内臓の損傷箇所を探り当て、そこに再生治療を施していく。

　段々と顔色が良くなっていく患者を見て、もう大丈夫だと判断したシシリーは、先ほどの患者を搬はん送そうした兵士たちに再度後方への搬送を依頼した。

　そして、次の患者が運び込まれるまでの間に、先ほどのシルビアの疑問に答える。

「お爺じい様さまもお婆ばあ様さまも、シン君には魔法の使い方と魔道具の作り方の基き礎そしか教えてないそうです。その他の知識は、文字の読み書きを覚えた頃から、ハーグ代表の持ってくる書物で勝手に覚えたと、そう仰ってました」

「勝手に覚えた……」

「天才っているものなのねえ……」

　驚くセシリアと呆あきれるシルビア。

「そんなシン君が使う魔法です。普通なわけがないです」

　シシリーの言葉に、セシリアとシルビアは納得した。

　さすがは魔法使いの王『魔ま王おう』と呼ばれるだけのことはある。

　常じよう人じんには理解しがたい世界観の中で生きているのだろう。

　そうしている内に再び運び込まれる患者。

　軽けい症しようの患者は他の治癒魔法使いが担当しているため、さっきから重症の患者ばかりが運び込まれる。

　今度の患者は腕がちぎれかけている。

　シシリーはちぎれかけている腕をずれないように慎重に合わせ、骨を、筋肉を、血管を、そして神経までもつなぎ合わせていく。

　治療が終わった時、元通りに動く腕を見て、兵士は呆然としていた。

「すみません。次の患者さんが来ますので、場所を空けていただけますか？」

「あ、は、はい！　ありがとうございました聖女様！」

　そう一礼して踵きびすを返し、戦場へと駆けていく兵士。

「うおおお！　聖女様のために！　俺はやる……え？」

　意い気き揚よう々ようと駆け出していった兵士だったが、不意に言葉を切った。

　その後、その兵士は叫ぶ。

「魔物が！　魔物がこっちに向かってきてる！」

　その言葉に、臨時の救護所にいた人間は、一斉に振り返った。

　するとそこには、包ほう囲い網もうをくぐり抜けてきたのであろう巨大な狼の魔物が、こちらに疾走してきている姿があった。

「しまった！　後方だからと油断した！」

「ダメ！　間に合わない！」

　マーリン式の練習で魔力制御量が増大していたセシリアとシルビアだが、まだ完全に無詠唱で魔法を使えるところまではできていなかった。

　その結果、治療に専念していたシシリーも咄とつ嗟さに治療を止めることができず、魔物の急きゆう襲しゆうを許したかに思われた。

　が。

「そうはさせないッス！」

　遅れて到着したマークが、狼の魔物に向かって極太の炎の槍を数本高速で撃ち出した。

　最初の攻撃は避けられたものの、その逃げ道を予想したかのように放たれた炎の槍のうちの一本が狼の魔物に着弾した。

　セシリアたちは続けて攻撃しようとしたが、その必要はなかった。

　たった一発の魔法で、災害級に至った狼の魔物は体の真ん中に大きな穴を開け絶命していたからである。

「クロードさん！　大丈夫ッスか？」

「はい。マークさん、ありがとうございます」

「なんだか出遅れちゃったみたいなんで、自分、このままここの警護に当たるッス」

「よろしくお願いします」

　災害級の魔物を倒したとは思えないほどの軽いやり取り。

　確かにシンは規格外というより、異常と言っていいレベルだが、そのシンに率ひきいられている彼らも、十分に規格外な存在になっていると、セシリアたちは感じていた。

　そして、他の規格外たちはどうしているのかと、戦場の方へと視線を移す。

　するとそこには、見た目にもはっきり分かるほど数を減らした魔物たちがいた。

　残っているのは、あと数体といったところだろうか。

　この短時間でよくもまあ……とセシリアは賞しよう賛さんよりも、呆れの感情の方が強かった。

　これなら問題なく魔物たちは討伐し終わると、そう思ったときだった。

「「!?!?」」

　シシリーやマークでさえも視線を向けるほどの強大な魔力が発生し、アルティメット・マジシャンズに匹ひつ敵てきするほどの魔法が、アウグストたちに向かって放たれたのだ。

「っ！　殿下!!」

　思わずマークが叫ぶが、アウグストもその強大な魔力には気がついていた。

　若干驚きはしたものの、魔力障壁を展開し、自身の戦闘服に施されている防御魔法も起動。

　問題なくその魔法を防ぐことはできた。

「殿下！　ご無事ですか!?」

　突然のことで驚いたトールが、アウグストの無事を確かめる。

「大丈夫だ！　だが、今のはなんだ!?　どこから攻撃された!?」

　アウグストが不ふ審しんがるのも無理はない。

　ここにいたのは災害級とはいえ魔物である。

　魔物が魔法を使うといっても、それは身体強化などの魔法であり、このような放出系の魔法を使うことなどありえない。

　ならば、誰がこの魔法を放ったのか。

　考えられる答えは一つしかない。

　だが、その予想は当たって欲しくない。

　そう思いながら、魔法が放たれた辺りを注意して見ていると……。

「おいおい……冗談ならやめてくれ」

　今まで、魔力を隠いん蔽ぺいして隠れていたのであろう。

　複数の魔人たちがそこに立っていた。

「ほう、今のを防ぐか。やはり、シン＝ウォルフォード以外も油断ならんな」

　自らの放った魔法が防がれたのが面白いのか、魔法を放ったと思われる魔人がそう呟いた。

　現れた魔人を見ながら、アウグストは最悪の事態になったことを予感した。

　できることなら、魔人たちには旧帝都にておとなしくしていて欲しかった。

　彼らの首しゆ魁かいであるオリバー＝シュトロームは、今目標を見いだせず抜ぬけ殻がらになっているはずなのだ。

　それが動いた。

　ということは、シュトロームが何らかの行動指針を得たということに他ならない。

　そして、魔人たちが取った行動は、やはり戦闘であった。

　その事実にアウグストは歯は嚙がみする。

　魔ま人じん領りよう攻こう略りやく作さく戦せんはうまくいった。

　監視網も完成した。

　しかし、人類の安あん寧ねいはすぐには訪れないようだ。

　アウグストは油断なく魔人たちを見る。

　現れた魔人は五体。

　今まで多数の魔人を討伐してきたアウグストたちだったが、この魔人たちは今までの魔人と違った。

　まず、落ち着いている。

　いきなり魔法を撃ち込まれはしたが、その力に酔っている印象は受けない。

　なにより、一番の違いは……。

「なん……だ？　この魔力は……」

　魔人特有の黒い魔力。その量が桁けた違ちがいに大きかったのである。

「今までの魔人とは違うということか……」

「当たり前だろう？　あんな頭足らずの連中と一緒にしないで頂けるかな？」

　アウグストの言葉に、魔人は心外だとでも言わんばかりの顔をした。

「随ずい分ぶんと辛しん辣らつだな？　元は仲間だろう？」

「仲間？　おかしなことを言うな。我々は魔人だぞ？　仲間意識などとうにないわ」

「なら、なぜお前たちは徒と党とうを組んでいる？」

「全てはシュトローム様のため。我々の行動のすべてはシュトローム様と共にある」

「ふんっ。随分な信頼だな」

「当たり前だろう？　我々の今があるのは全てシュトローム様のお陰だ。それを裏切った無能ども。本来なら我々の手で葬ほうむり去さりたかったところだ」

「……」

「そんな恩知らずなど、捨て駒として利用されただけでもありがたく思うべきだな」

「捨て駒……」

　その一言でアウグストの中で色々な疑問が氷解していく。

　あまりにも短たん絡らく的てきな魔人たちの侵しん攻こう。

　稚ち拙せつな戦術。

　今まで疑問とされてきたことが、ようやく理解できた。

「つまり、あの魔人どもの行動は全てお前たちの指示だったと……そういうことか」

「ククク。あの馬鹿どもは全く気付いていなかったがな」

　初めて、魔人たちと冷静に話をするアウグスト。

　その会話の中で、アウグストは彼らが人間として何かが欠けつ落らくしてしまっているのだと実感した。

　おそらく、シュトローム以外のことは本当にどうでもいいのだろう。

　魔人とはいえ、人の命に、欠片かけらも価値を見出していない口振りだ。

「さて、私たちがこうやって出向いてきたのは他でもない」

　離り反はんした魔人たちを捨て駒にしたという言葉に皆がショックを受けている間に、魔人たちがここに現れた理由を話し始めた。

「シン＝ウォルフォードという最大の脅きよう威いがいないうちに……お前たちを排除しておこうと思ってな！」

　その言葉を皮切りに、唐とう突とつに魔人たちが動いた。

　そして、五体の魔人が一斉に魔法を放ってくる。

「防御魔道具起動！　兵士たちは全員後方に下がれ！　巻き込まれても知らんぞ！」

　放たれた魔法を、自身の魔力障壁と魔道具によって防いだアウグストは、兵士たちに退避命令を出した。

　アルティメット・マジシャンズと魔人との戦闘に巻き込まれてはかなわないと、大慌てで離脱する騎士たち。

　それでも魔法の速度には勝てず、ジェットブーツを使用し、ジャンプしているところに着弾の余よ波はを受けたため、何人か吹き飛ばされ宙を舞っていた。

　魔人たちの魔法を防ぎきったアウグストは、シンがいないことをさも当然のように知っている魔人に対してある仮説を立てた。

「まさか！　教皇猊げい下かが刺されたのは!?」

「ほう、そこに気付いたか。そうさ、我らによって洗せん脳のうされた者を使った。当分シン＝ウォルフォードはイースに足止めされるであろう」

　ニヤニヤと、自らの作戦でシンとアウグストたちを引き離したことを告げる魔人。

　そのことに、創神教徒であるアウグストたちは強い怒りを覚える。

「貴様ら!!　教皇猊下を餌えさに使ったのか!?」

「ククク、そうそう。うまく踊ってくれたし、うまく釣れたよ。あとは、うまく殺してしまおうかねえ」

　魔人たちはそう言うと散開し、複数人で一人を狙い始めた。

「うわっ！　ちょっ！」

　最前線にいたため真っ先に狙われたアリスは、咄嗟に戦闘服に施ほどこされた防御魔法を起動させる。

「これは……中々厄やつ介かいな魔道具を身につけているな！」

「へんっ！　シン君特製の防御魔法だからね！　簡単に破れると思ったら大間違いさあ！」

　全ての魔法を防ぎきったアリスが、攻撃に転じようとしたとき。

「こっちの存在も忘れてもらっては困るな」

「え？　きゃああああ!!」

　攻撃しようと、一瞬戦闘服の魔法防御が解とかれた。

　その一瞬の隙をついて、別の魔人が攻撃を仕掛けてきた。

「コーナー!!」

　初めてアルティメット・マジシャンズに、直接的な攻撃が加えられた。

　そのことに、アウグストは思わず叫んでしまう。

　そして、魔法を食らったアリスの方は。

「うああ……ビックリした!!　死んだかと思った!!」

　咄嗟に再度防御魔法を起動したらしく、無傷でいた。

　アウグストはひとまずホッとするが、その間にも、魔人たちは別の者に狙いを定め、攻撃を仕掛ける。

　あくまで複数で、アウグストたちが防御魔法を解き攻撃に移ろうとするとその隙を狙って攻撃を仕掛けてくる。

　人数に勝るアウグストたちは逆に取り囲んで攻撃しようとするが、複数人で一人を攻撃している際は、射線上に仲間がいるように誘導されてしまうため、魔法を放つことを躊ちゆう躇ちよしてしまい攻撃に転じることができない。

「なら！」

　そう言って駆け出したのはトニーだ。

　その手にバイブレーションソードを持ち、魔法ではなく、近接戦に持ち込むことにした。

　だが。

「単独で突っ込んでくるとは、舐なめられたもんだな！」

「うっ！　くそっ！」

　魔人の一人に狙いを定めると、やはり別の魔人が魔法によって狙い撃ちしてくる。

　そうなると、突撃を止め防御魔法を展開するか、回避しなくてはならない。

　トニーは咄嗟に回避した。

　魔人に近づいていたため、足を止めることは危険だと判断したからだ。

「チッ！　足を止めれば嬲なぶり殺ごろしにしてやったものを」

　その言葉に、トニーは背筋に寒いものが走るのを感じた。

　そして、この時点での全員の認識は一致していた。

（この魔人たち、今までの魔人とは比べものにならないほど強い！）

　そう認識したからといって、事態が好転するわけでもない。

　魔人たちの魔法はなんとかしのげているが、代わりにこちらも魔法が撃てないし、撃てたとしても避けられる。

　魔人たちもアウグストたちに強力な防御魔道具があったのは想定と違ったのか、お互いに決め手を欠かいている。

　最初は、アウグストたちを殲せん滅めつするのにさほど時間はかからないと思っていた魔人たちも、自分たちの魔法が防御魔道具によって尽く無効化されているのに、段々苛いら立だちが込み上げてきていた。

　このままでは決着がつかない。

　そう判断したアウグストは、近くにいたトールに耳打ちをした。

（これからシンを呼ぶ。少し時間を稼かせいでくれ）

（分かりました）

　魔人たちが他の者に向かっている隙に、一時戦場を離脱した。

　そして、異空間収納から無線通信機を取り出し、シンに連絡を取った。

　こうなれば、人類の切り札の投入しかないと判断して。





　　　　◆






　オーグから魔人と交戦中であるという一報を受けた。

　しかも、その魔人たちは、今までの魔人とは比べものにならないほど強いという。

　一体何が起こってるんだ!?

「おい！　一体、何がどうなって魔人と戦ってるんだ!?　っていうか、今どこにいる!?」

『旧帝都から災害級の魔物が溢れ出てきたのだ！　それを討伐していたら、魔人が現れた！』

　旧帝都から!?

　それじゃあやっぱり！

「くそっ！　やっぱりシュトロームは魔物に対する実験を止めてなかったか！」

『っ！　そうか！　魔物実験！　シュトロームはそのためにアールスハイドに来たのだった！　なぜ忘れてしまっていたのだ、私は！』

「俺も忘れてた。あのあと立て続けに魔人の大発生やら侵しん攻こうやら色々とあったからな。そんなことより、こっちはもう落ち着いたからそっちに行くぞ！　どこに行けばいい!?」

『頼む！　アールスハイド軍の駐留地だ！　分かるか!?』

「ああ！」

『なら早めに頼む！　負けはしないだろうが決着がつかん！　このままだと兵たちにも被害が及およぶかもしれん！』

「おお！」

　オーグとの無線通信を切ると、爺さんとエカテリーナさんに向き直った。

「そういう訳で、悪いけどエカテリーナさんの治療はここまでにしていいですか？」

「ええ、ほぼ完かん治ちしたわ。ありがとう。それより早く現場に向かってちょうだい」

「はい！　じゃあじいちゃん、行ってきます！」

「ああ、気をつけての」

　二人に声をかけた後、早速ゲートを開こうとするけど、どこが一番近かったっけ？

「うーん……あ！　あそこか！」

　アールスハイド軍と各国連合軍が合流して戦闘になった場所。

　あそこが一番近い。

　早速ゲートを繫げると、大急ぎでそのゲートを潜った。





　　　　◆






「新たな魔人の襲しゆう来らい……ですか……終結宣言は出せそうもありませんわね」

「そうじゃの。それより、今まで大人しくしておった魔人どもが急に動き出したのが気になるのう」

　シンが大急ぎでゲートを潜くぐっていったあと、残されたエカテリーナとマーリンは神妙な顔で言葉を交わし合った。

　終結宣言目前でその目もく論ろ見みが外れたことも当然痛いが、二人はそれ以上に、急に魔人の動きが活発になってきたことを不審に思った。

「シン君の仮説が正しいなら、ダームの使者が私を襲ったのも、魔人化しかけたのも……」

「すべて魔人どもの思おも惑わく……ということになるな。一体何を考えておるのじゃ？」

　そもそも、魔法使いでさえただ単に強い恨みや憎しみを持ったところで魔人化などしない。

　ましてや、ダームの使者は一般人であった。

　それが魔人化しかけたということは、十中八九シンの言うように強制的に魔人化させられたのだろう。

　そして、時を同じくして起こった災害級の魔物の大量発生と、魔人そのものの出現。

　これの意図するところは……。

「そうか。戦力の分ぶん断だんと、脅威の削さく減げんか」

「……つまり、シン君をこちらに向かわせておいて、その間にアルティメット・マジシャンズの子たちを殺そうとした……ということですか？」

「おそらくそういうことじゃろう。あまりにもタイミングが良すぎる」

「そうですわね……」

　自分はシンを釣るための餌。

　そのことを、エカテリーナは唇くちびるを嚙かんで悔くやしがった。

　そもそも、自分が刺されなければこんな事態は招まねかずに済んだのだ。

「本当に……私たちは、あの子たちの役に立つどころか、足を引っ張ってばかりですわね……」

　イースという国が、ダームに対する認識の誤りから招いた油断と、許した凶きよう行こう。

　その結果が子供たちのピンチだというのだから、情けなく、申し訳ないという思いが募る。

「そう悲観せんでもええじゃろ。ひょっとしたら、その驕おごりすらも計算のうちかもしれんでな」

「……そうでしょうか？」

　自己嫌悪に陥るエカテリーナを慰なぐさめるマーリンだが、もし本当にイースという国の慢心すらも計算に入れていたとしたらと思うと、背筋に冷たいものが走るのを禁じえなかった。

「ともかく、今はシンが魔人どもを討伐してくれることを祈るしかない」

「そういえば、先生は行かなくてもよろしかったのですか？　魔人との戦闘となれば、昔なら我先に向かっていったでしょう？」

　今より若い、と言っても中年期の頃のマーリンを知っているエカテリーナとしては、それが不思議であった。

「お前は、ワシを戦闘狂かなんかと勘違いしとりゃせんか？」

「え？　違うのですか？」

　心外だとでもいうようなマーリンに対して、何を言っているのですか？　という表情のエカテリーナ。

　そのエカテリーナの反応に、こめかみに青筋を浮かべながらも、一緒に行かなかった訳を説明した。

「はあ……ワシが行っても大して役に立たんじゃろうからな」

「先生が役に立たない!?」

　エカテリーナは、マーリンの言葉が信じられなかった。

　彼女の脳裏には、過去に見たマーリンの圧倒的な魔法のイメージが色濃く残っている。

　アルティメット・マジシャンズの戦闘を直じかに見たことがないエカテリーナにとって、最強の魔法使いといえば、やはりマーリンが一番に上がってしまう。

「ワシの力は、アウグスト殿下とほぼ一緒といったところじゃな。あの子が苦戦しておるなら、ワシとてそう力にはなれはせんよ」

「でも……先生とアウグスト殿下では、経験値が違うではないですか」

　エカテリーナは、どうしてもマーリンが戦闘において役に立たない姿が想像できない。

　そのため、少し食い下がってしまった。

「確かに、シンがおらねばワシが加勢に行ったかもしれんの」

「なら、なぜ？」

　自分が役に立たないなどと言うのか？

　エカテリーナの疑問に、マーリンは簡潔に答えた。

「今回はシンがおる」

　ジジバカと言われるかもしれないが、シンは天才だ。

　マーリンが見ている力すらも、まだ全力ではないかもしれない。

　それを考えると、マーリンは自分がシンの役に立つとは到底思えなかった。

「あのアルティメット・マジシャンズの序じよ列れつはな、主席と次じ席せきの間に埋うめがたい差があるのじゃ」

「……つまり、次席であるアウグスト殿下と同等とおっしゃる先生とシン君にも、相当な差があると？」

「そういうことじゃな。そんなあの子が出張ったのじゃ。ワシなぞ出る幕ではないな。それに……」

「それに？」

「シンはワシに付いてきてほしいとは言わなんだ。おそらく、カーチェの看かん病びようをしてほしいということじゃろうな」

　そんなシンの意図までは思い至らなかったエカテリーナは、目を丸くして驚いた。

「そんなに驚くようなことかの？」

「ええ。だって、シン君と私は多少面めん識しきはありますけど、そこまで心配してもらうような関係ではないと思いますけど……」

　困こん惑わくしているエカテリーナに、どうするか少し考えたが、マーリンは事情を説明することにした。

「実はな、カーチェがあの子たちの誕生日パーティーから帰ったあと、あのことを話したのじゃ」

　マーリンとメリダが、話すかどうするか悩んでいたことを、シンに話したと知ったエカテリーナは、驚くと同時に、少しホッとした。

　だが、それとこれとどう繫がるのだろうか？

「その話の中でな、カーチェが、ワシらの義理の娘になるはずじゃったと教えたんじゃ」

「……そうでしたか……」

　過去に存在した、将来を誓い合い、しかし永遠に失ってしまった恋人。

　その父であり、本当なら義父となっていたはずのマーリン。

　実現しなかったその関係を思い出し、エカテリーナの心は若干沈んだ。

「じゃから、ワシに義理の娘の看病をさせたかったのじゃろう」

「あ……」

　不意にその表情を崩し、エカテリーナの頭を撫でるマーリン。

　その姿は、まさしく娘を心配する父親のものであった。

「心配せんでも、シンは魔人を倒して帰ってくる。じゃからカーチェは、早く回復するようにゆっくりと休みなさい」

「……おとうさん……」

　実際には義父と義理の娘にはなれなかった。

　だが、心中ではすでに義父と義理の娘だったのだろう。

　十数年振りにその関係に戻ったエカテリーナは、溢あふれる涙を抑えきれなかった。

「相変わらず泣き虫じゃのう」

「……今のはズルいですわ、先生」

「ほっほ。さあ、シンが言っておったじゃろう。治療は終わっても体調はまだ万全には程遠い。ゆっくり休みなさい」

「しかし……このような事態になっているというのに、私だけ寝ている訳には……」

「なんじゃったら、メリダにも看病に来てもらうか？」

「すぐに寝ますわ！　ええ！　ですから、師匠には！」

「どんだけメリダを恐れとるんじゃ……」

「師匠以上の恐怖など、私、知りませんわ！」

「確かにそうじゃな……」

　先ほどの話で言うなら、義母になる予定だったメリダだが、エカテリーナにとっては義母というより、恐ろしい師匠なのだろう。

　その点でマーリンと共通の認識であったエカテリーナは、マーリンと顔を見合わせてクスクスと笑った。

「師匠のお説教は怖いので大人しくしています。でもこれだけ……」

「ふむ？」

　エカテリーナは胸の前で手を組んだ。

「シン君に、神のご加護があらんことを……」

　神に届けと言わんばかりに魔力を込めて、エカテリーナは祈った。

　その姿は、信者が見れば思わず膝ひざをついて拝おがんでしまうほど神こう々ごうしかった。

「本当に効くのかのう？　それ」

　だが、無む神しん論ろん者しやのマーリンにはイマイチ響かなかったようである。

「先生……そんな身も蓋もないことを言わないでくださいよ……」

　ジト目でそう言うエカテリーナをベッドに寝かせてシーツをかけたマーリンは、娘を看病するように頭を撫でながら言った。

「終わったなら、大人しく寝ておれ。あとでメリダも連れてきてやるからの」

「……怒られませんか？」

「大人しく寝ておったらの」

　ほっほと笑うマーリンに見守られ、エカテリーナは子供に返ったように安心して眠りについた。





　　　　◆






　シンとの通信を切ったアウグストはすぐに戦線に復帰した。

「殿下！　どうでした!?」

　戻ってきたアウグストにトールが話しかける。

「ああ、連絡がついた。もうすでにこちらに向かっている」

　アウグストの返答にホッとするが、それを魔人に気け取どられては逃げられる可能性があるため、すぐにその表情を引き締めた。

「それにしても、この防御魔法の付与。永続的に発動してくれていればいいんですけどね……」

「しょうがないだろう。魔道具である限り『意識して』魔力を流さないと発動しないのだからな」

　シンは魔力を纏まとえば発動すると思っているが、実際はそんなことはない。

　もし魔道具が魔力を感知するだけで発動するなら、世の中では魔道具の誤作動による事故が絶え間なく起こってしまう。

　魔道具は『意識して』魔道具に魔力を流さないと、その効果を発揮しない。

　なら、なぜシンはそんな勘違いをしているのか。

　それはやはり、前世の知識がその勘違いを引き起こしている。

　シンは魔道具に流す魔力を『電気』と同等に見ている節がある。

　電化製品は、電気を通せば使用者の意思にかかわらず起動するため、シンもそんな感覚でいたのだ。

　だから、この戦闘服を着ている限り、アルティメット・マジシャンズには被害は出ないだろうと、そう思っている。

　だが実際は、攻撃に転じようとすると、どうしても魔道具に魔力を流す意識が絶たれるため防御魔法が途切れてしまう。

　魔人たちはその隙を巧たくみに突き、攻撃してくる。

　そしてアウグストたちはその魔法を防ぐために攻撃魔法を中断し、防御魔法に意識を向ける。

　倒されないが倒せない。

　今は、そんな膠こう着ちやく状じよう態たいに陥ってしまっていた。

　そんな事態に焦じれたのは、魔人たちの方である。

　魔人たちにとっては、脅威となるのはシンのみ。

　他は自分たちより下と、そんな認識だったのである。

　しかも自分たちは元兵士。

　まだ学生であるアウグストたちに後おくれをとるとは、露つゆほども考えなかった。

　それが蓋ふたを開けてみれば、厄やつ介かい極きわまりない防御魔法が施された魔道具を持っている。

　お陰で、一向にダメージを与えることができない。

　この状況に焦ってきた魔人たちは、あるものに目を付けた。

　それを見つけた魔人たちは、アウグストたちから距離を取ると、いきなり明後日の方角へ魔法を放った。

「っ!?　しまった!!」

　その魔法が放たれた方角にいたのは、後方で戦局を見守っていたアールスハイド軍である。

　突然、魔人の魔法が向かってきて、魔法師団が慌てて防御魔法を展開するが、その防御魔法を突き破り兵士たちの間に着弾した。

　防御魔法により威い力りよくが減げん衰すいしていたとはいえ魔人の魔法の着弾である。

　かなりの負傷者が出ていた。

「くそっ！　クロード！　すまない！　彼らを頼む！」

「は、はい！」

　アルティメット・マジシャンズとして、シシリーも魔人との戦闘に参加していたが、負傷者が多数出たことで戦闘参加をやめ、兵士たちの下へ駆けつけた。

　すると、そこには……。

「お、お姉様!!」

「シシリー……ゴメン、ドジっちゃったわ……」

　シシリーが駆けつけた先で見つけたのは、防御魔法を展開していたセシリアが、魔人の魔法により負傷した姿であった。

「すぐに治します！　だからお姉様、死なないで！」

　負傷したセシリアに、必死で治癒魔法をかけるシシリー。

　身み贔びい屓き……とは言われないほど、セシリアは重傷を負おっていた。

　四し肢し欠けつ損そんはないものの、肌は焼やけ爛ただれ、腕も変な方向に曲がっている。

　そのまま放っておいたら命はない。

　そう思われるほどの負傷だった。

　シシリーは、大好きな姉のそんな姿に我を忘れ、必死に治癒魔法を施した。

　家族が死にそうなのである。そうなるのも無理からぬことであろう。

　だがそのために、シシリーは周りに目を配ることができていなかった。

「クロードォッ!!　防御しろぉっ!!」

　アウグストの叫びでハッとしたシシリーが見たのは、自分たちに向けて再度放たれた魔人たちの魔法。

　先ほど防御魔法を展開した魔法師団員は、セシリアほどの重症ではないにしろ、傷付き倒れてしまっていた。

　そしてシシリーは、セシリアに向かって全力で治癒魔法を施している。

　つまり、シシリーの周りに防御魔法を展開できる者がいなかったのである。

「あ……」

　シシリーは、目の前に迫る魔法をひどくスローモーションで見ていた。

　あまりに突然のことで、脳の反応に対して体が動かなかった。

　シシリーの体感で、ゆっくりと迫ってくる魔法を、ただ見つめることしかできなかった。

　これはもう間に合わない。

　そう感じてしまったシシリーの脳裏をよぎるのは、シンのこと。

　生まれて初めて恋を知った相手。

　そのシンとの日々が急速に思い出されていった。

　楽しかったこと、嬉しかったこと、恥ずかしかったこと。

　そのことが思い出され、シシリーの目から涙が溢れた。

　このままではシンとの永遠の別れが訪れてしまう。

　シシリーはそう感じてしまった。

　そのことを本能的に拒絶したシシリーは、無意識にその名を呼んだ。

「シン君!!」

　シシリーがそう叫んでギュッと目を瞑つむったあと……。

　魔人の魔法が着弾した。

　ギュッと目を閉じるシシリーだが、魔法が着弾したというのに一向に衝撃が訪れない。

　不思議に思ったシシリーは、恐る恐る目を開けた。

　するとそこには。

「あ……あ、あああ」

　その目に映ったのは……。

「シシリー、大丈夫か？」

　今まさに思い浮かべていた、愛いとしい人であった。





　　　　◆






「見えた！」

　ゲートを抜けて、飛ひ翔しよう魔ま法ほうで全力で飛ばしてきた。
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　この辺りに民みん家かがなかったのが幸いだった。

　もしあれば、衝撃波で吹き飛んでいたはずだ。

　それほどの高速で飛ばしてきた甲か斐いがあり、早々に戦場に辿り着くことができたのだが、そこで目に入ってきたのは魔人が後方に下がっているアールスハイド軍に向かって魔法を放とうとしているところだった。

　くそっ！　やっぱり、こっちを狙ってきやがったか！

　オーグの話では、双方手詰まりのように感じたから、焦れた魔人が兵士たちに矛先を向けるのではないかと危き惧ぐしていた。

　まさにそのことが起こって……。

　おい!?　その魔人たちが狙っているのはシシリーがいるところじゃないか！

　そのシシリーは誰かの治療にかかりきりになって魔法が放たれようとしていることに気づいてない！

　慌ててシシリーの下に駆け付けようとするが、魔人が魔法を放ってしまった。

　くそっ！　間に合えええっ！

　さらにスピートアップした俺は、魔力障壁を並列起動し、シシリーと迫り来る魔法の間に立ちふさがった。

　その直後に魔力障壁に着弾する魔人の魔法。

　着いてから防御魔法を起動してたんじゃ間に合わなかった。

　本当にギリギリで間に合った！

「シシリー、大丈夫か？」

　魔法を防いだあと、後ろを振り返ってシシリーに声をかけた。

　すると、シシリーはしばらく呆然としたあと、顔をクシャクシャに歪ゆがめて泣き始めた。

「シン君……シン君！　シン君！　うああああっ！　しんくうんっ!!」

　ボロボロに泣きながら、俺に抱きついてきた。

「ほら、もう大丈夫だから、俺がいるから」

「お、おねえさまが、ひっ、けがして、うっ、たすけなきゃっておもってえ、ひっ、そしたらまほうが……うぅっ、もうだめだって、うぅうぅ、もう、もうしんくんにあえなくなるとおもってえっ！」

「え？」

　お姉様が怪我？

　ひょっとしてさっき治療してたのは……。

「なっ!?　セシリアさん!?」

「あらぁ、シン君、みっともないとこ見せちゃったわねえ」

　シシリーの治癒魔法はまだかけ始めたところだったのだろう。

　あちこち火傷やけどしたセシリアさんが、力なく横たわっていた。

「あ、お、おねえさま。おねえさまのちりょうしなっ、いと」

　フラフラと俺の胸から離れ、セシリアさんの治療をしようとするシシリー。

　でも、今のシシリーの精神状態を考えると、もう少し落ち着いてからにした方がいい。

「シシリー、俺がするよ」

「シンくん……」

　俺がセシリアさんに治癒魔法を施す。

　火傷だけでなく、腕も折れているのでそちらも同時に治す。

「ふわ……なにこれ？」

　見る見るうちに治癒していく様子を、セシリアさんは目を丸くして見ていた。

　やがて完全に治癒すると、セシリアさんが体を起こした。

「すごいわね……シシリーの言った通りだわ」

　立ち上がったセシリアさんが、自分の体をあちこち触って確かめている。

　どうやら、治療は上手くいったらしい。

　周りを見渡すが、どうやら今すぐに治療が必要だったのはセシリアさんだけだったみたいだ。

　そのことを確認した俺は、いまだに呆然としているシシリーに声をかける。

「シシリー？　セシリアさんはもう大丈夫だよ」

「シンくん……」

「だから、もうちょっと落ち着いたら、他の人を治療してあげてくれないか？」

「あ、は、はい！」

「うん。いい子だ」

　俺はシシリーをギュッと抱きしめると、背中を撫で頭をポンポンと叩いた。

「あう……ごめんなさい、取り乱して……」

「いいさ。実のお姉さんが重傷だったんだ、仕方ない。それより、俺はこれから大事な用事があるから」

　そう言いながらシシリーを解放し、魔力を集めながら足を進める。

「俺の大事なシシリーを……そしてシシリーの大事な家族を苦しめた、その仕返しをしなきゃいけないからな！」

　俺は、いまだかつてないほどの怒りを感じていた。

　シシリーのお姉さんであるセシリアさんを傷つけられた。

　その上、シシリーまで狙われた。

　そのことに俺は……怒りを抑えることができなかった。

「てめえら……覚悟しろよ？」

　我ながらドスの利いた低い声が出た。

　大量の魔力を纏いながらそう言ったためか、魔人たちが一瞬ビクッとする。

　俺は、その一瞬硬直した隙を逃さずに突いた。

　異空間収納からバイブレーションソードを取り出し、身体強化魔法とジェットブーツによる加速で魔人の一人に肉薄。

「は、はやっ……！」

　魔人がなにか言いかけたが、その言葉を全て発する前に、斜め下からバイブレーションソードを切り上げ、魔人を真っ二つにした。

「まず一体……」

「っ！　攻撃しろ！」

　それを見ていた魔人たちがこちらに向けて魔法を放ち、それが着弾する。

「シン！」

　オーグが俺の名を呼び。

「や、やったか？」

　魔人の一人が、やってないフラグを立てる。

　それを俺は、魔法の着弾による煙幕の中で聞いていた。

　魔人が魔法を放ってきた時点で、俺は防御魔法が付与された指輪の魔道具を起動。

　俺には傷一つ付いていない。

　俺はその煙幕の中から、次の魔人に向かって飛び出した。

「チイッ！　やはり厄介な！」

　向かってきた俺に対し、慌てて魔力障壁を展開する魔人。

　だが、魔人の展開する魔力障壁すら苛立ちの対象になった俺は、わざと魔法による攻撃に切り替えた。

　限界まで温度を上げた『白い』炎の槍を数十本、俺の周りに展開させながら魔人に向かっていく。

　そして、数十本展開させた槍のうちの一本を魔人に向かって放った。

「グッ！　ガアッ！　な、なんだ!?　この威力と熱は!?」

　魔人の魔力障壁に阻まれてしまったけれど、かなりギリギリで防いだらしい。魔力障壁がかなり薄くなっている。

　一本でこれだけ削れた。

　そしてこちらには、後数十本の同じ炎の槍がある。

「ちょ、ちょっと待っ……」

「待つわけないだろ」

　ギリギリ一本防いだ炎の槍が数十本展開されている光景に魔人は絶望の表情を浮かべ、制止の声を上げるが、そんなもの聞けるはずがない。

　俺は、明らかにオーバーキルになると分かっていながら、その数十本の槍を、一人の魔人に向けて全て放った。

「う、うおおおおおっ……！」

　最初の数本はなんとか防いだようだが、その後も連続して着弾する炎の槍を防ぎきることができず、魔力障壁を破られた魔人は残りの炎の槍を全てその身に浴び、文字通り消滅した。

　その光景を見ていた俺に、別の魔人からの魔法が放たれる。

「この化け物めっ！」

　なんて心外な。

「化け物は……お前らの方だろ!!」

　帝国民を全て虐ぎやく殺さつした魔人たちを、俺は元人間だとは思えない。

　奴やつ等らは、悪魔か化け物だ。

　放たれた魔法を受け止めずに避け、その魔法を放った魔人に向かう。

　すると、その横合いから別の魔人の魔法が俺に向かって飛んでくる。

　それを……。

「馬鹿な!?　並列起動だと!?」

　防御魔道具を展開し横合いからの魔法を防いだ。

　その間、俺の身体強化とジェットブーツを併用した突進は止まっていない。

　そして、攻撃魔法も同時に展開したことに魔人が驚いている。

　俺にとって、複数の魔法を同時に展開することはそんなに難しいことじゃない。

　パソコン上に複数のプログラムが並列起動しているのをイメージすると、簡単にできた。

　だが、オーグに言わせると、その魔法の並列起動も非常識なことらしい。

　その常識は魔人たちにも当てはまるらしく、俺が複数の魔法を同時に展開していることに驚いていた。

　そして、防御に意識を向けさせると突進が止まると思っていたのだろう。

　俺が向かっている先の魔人は、魔力障壁による防御ではなく、攻撃魔法を展開していた。

「なっ!?」

「残念だったな」

「くっ、くそっ！」

　今さら防御に切り替えることができなかった魔人は、その展開していた攻撃魔法を俺に向かって放つ。

　そして俺も、すでに攻撃魔法の準備はできていたので、それをそのまま魔人に向かって放った。

　魔人の放った魔法は炎の魔法。

　対して俺が放ったのは、先ほどとは逆の氷の槍だ。

　炎と氷なら炎の方に分がある。

　一瞬、魔人の顔に喜き色しよくが浮かんだ。

　確かに、向こうの魔法の方が有利だが、それならばこうすればいいだけの話だ。

「な、なんだ……？　その数は……」

　先ほどと同じように、氷の槍を数十本展開させ、向かってくる炎の玉に次々とぶつけていく。

　最初は炎によって消滅していた氷の槍だが、それを次々とぶつけていくと、炎の玉がみるみるうちにその威力を減少させ、ついには俺に届く前に消滅してしまった。

　そして、炎の玉は消滅してしまったが、俺の方の氷の槍はまだまだ数が揃っている。

　その光景に、炎の玉を放った魔人は呆然としている。

　呆然としている魔人に向かって、氷の槍の残りを、先ほどの炎の槍と同じように全て放った。

　呆然としていた魔人は、魔力障壁を展開させる暇もなく、そのまま氷の槍に貫かれ、さらにその後も次々に着弾する氷の槍によって氷漬けにされていた。

　さて、あと残りは……。

「二体か……」

　遠巻きにこちらを見ている魔人を見据えると、目に見えて怯ひるんだ様子を見せる。

　チラチラと後ろを見て、どうにかして逃げ出す隙を窺うかがっているようだ。

　その様子が、俺をさらにイラつかせた。

「なに逃げる算段をつけようとしてんだ？　お前らから攻めてきておいて……」

　自分たちから攻め込んできておいて、劣勢になったら逃げようとする。

　その行動に心底腹が立った。

「そんな程度の覚悟で！　人類に喧けん嘩か売ってんじゃねえぞっ!!」

　そう叫んだ俺は、残る魔人二体のうちの一体に向かって走り出す。

　すると、俺と魔人の間の地面に、全く予想していなかった方向からの魔法が着弾し、地面が爆はぜた。

「っ！　チィッ！」

　地面が爆ぜるということは、その瓦が礫れきが飛んでくるということだ。

　物理障壁でその瓦礫は防いだが、突進の足が止まってしまった。

「くそっ！　どこから!?」

　怒りのため、冷静さを失っていたのだろう。

　残る二人とは別の魔人の存在に、全く気がついていなかった。

　状況が不利と見て援軍に来たのだろう新たな魔人を捜して、俺は索敵魔法を展開し辺りを見回した。

　すると。

「そこまでにしてもらおうか。シン＝ウォルフォード君」

　これまでの魔人とは違う様子の魔人が現れた。

「「ゼスト隊長!!」」

　そう叫んだ残りの魔人二人は、新たに現れた魔人の後ろに隠れてしまった。

　隊長だと？

「なんだよ？　今度はお前が相手してくれんのか？」

　俺も相当気が立っているので、まるで戦闘狂のようなセリフを吐いてしまう。

　とにかく、この怒りを誰かにぶつけたくて仕方なかった。

「そういきり立つな、シン＝ウォルフォード君。私に君の相手など務まるはずもないだろう？」

「ああ？　ならなんでこんな襲撃を仕掛けてきたんだよ？」

　俺の相手をするつもりがないのに、襲撃を仕掛けてきた？

　なにを言ってやがる？

「まさか君が参戦するとは思ってもみなかったからな。少々予定が狂ってしまった」

「ふざけんな！　なにが予定だ！」

　俺が参戦するのが予定外だと？　なにを言って……。

「……おい。まさか、お前ら……」

「ふむ。色々と推理をしているようだが、いいのか？」

「は？　なにが？」

「私はね、元は帝国の軍人だったんだよ」

「軍人……」

　ってことは、なにかの部隊の隊長だったって訳か？

　でもなんだ？　なんで急にこんなことを言い出した？

　ゼストと呼ばれる新たな魔人の意図が分からず困惑していると、その答えは全く別のところからもたらされた。

「殿下！　アウグスト殿下！」

　アールスハイド軍が控えている後方から、一人の兵士がオーグに向かって走ってきた。

「こんな時になんだ!?」

「申し訳ございません！　ですが！　各国より緊急通信です！」

「緊急通信？」

「はっ！　我がアールスハイド、および周辺国に……」

　なんだ？　まさか!?

「魔人が出現したとのことです！」

「な、なんだと!?」

　オーグが慌てた声を出し、こちらを見やった。

「軍ではね、不測の事態に備えて、幾いく重えにも予防線を張り巡らせるものなのだよ」

　ゼストは不敵に笑いながらそう言った。

「て、てめえっ！」

「放っておいていいのか？　君たちが守っていない国など、簡単に墜おとせるぞ？」

　ニヤリと笑みを浮かべながらそう言うゼストに、心底腹が立つ。

「ぐうっ！　コ、コイツッ！」

「シン！　そいつは後回しでいい！　今は各国に現れた魔人が最優先だ！」

　そう言うオーグの方を見た瞬間に、新たに現れた魔人と残りの二体は、この場から離れてしまった。

「それでは、私たちはお暇いとまさせていただくとしよう」

　そう言い残して去る魔人たちを、俺は指を咥くわえて見ているしかなかった。

[image: ]

　追いかけて行ってあいつらを討伐することはできると思う。

　でも、今まさに魔人に襲われている各国を放っておくこともできない。

「くそっ！　オーグ！　急いで各国の防衛に行くぞ！」

「分かっている！　おい！　魔人が現れたのは旧帝国周辺の国だけなのか!?」

「は、はい！　エルスとイースからはその報告は入っておりません！」

「ならば……」

　その場でオーグが各国に対して二人派遣することを決め、振り分ける。

　そして、組分けが決まった者からすぐにゲートを使って各国に赴く。

　旧帝国に国境を接するのは、アールスハイド、スイード、ダーム、カーナン、クルトの計五ヶ国。

　そこに二人ずつなので二人あまるため、マークとオリビアは連絡係としてこの場に残った。

　皆からの連絡を待っている間に、マークは放した馬を回収しに行くらしい。

　俺のペアは……。

「セシリアさん！」

「え？　あ、ああ、凄かったわね、シン君……それより、なにがどうなっているの？」

「アールスハイドを含めた周辺各国に魔人が現れました！　事態は一刻を争います！　シシリーを連れていっても大丈夫でしょうか？」

　俺の言葉にハッとしたシシリーが狼狽えだす。

「ま、魔人！　す、すぐに行かないと！　ああ、でも他に治療しないといけない人も……」

「シシリー！」

　魔人討伐に行きたいが、ここに残って治療をしたいという思いもあり、葛かつ藤とうし始めたシシリーをセシリアさんが一喝する。

「ここは大丈夫だからシン君と共に行きなさい。恥ずかしいことに一番重症だったのは私だったみたいだからね。あとの負傷者は命に別状ないから私たちだけでも大丈夫よ」

「で、でも……」

「全ての人を癒してあげたいという、あなたの志こころざしは立派よ。でも、あなたにはやるべきことが他にもあるでしょう？」

「……」

「もっと私たちを信用しなさいな。って、魔人の討伐に妹を差し向ける姉の台詞じゃないか」

「そ、そんなこと！」

「シン君！　そんな訳だから、シシリーのことお願いね！」

「分かりました！　シシリー、行こう！」

「……はい！　分かりました！　お姉様、あとはよろしくお願いします！」

「任されたわ。気をつけて行ってらっしゃい」

「はい！」

　セシリアさんの説得で、シシリーを魔人討伐に連れていく。

　俺たちが割り振られたのは、カーナンだ。

　こうして俺たちは、セシリアさんに見送られ、ゲートでカーナンに向かった。











〈つづく〉
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『賢けん者じやの孫まご』九巻をご購入頂き、誠にありがとうございます。

　ここまでお付き合い下さった読者の方は既にお気付きかと思いますが、賢者の孫は基本悪ふざけでできております。

　剣と魔法のファンタジー世界に、魔法少女を生み出したことがその現れです。

　魔法を使える少女は、普通に魔法使いって呼ばれる。

　てことは『魔法少女』って言葉はないよね？

　じゃあ、やってしまおう。

　そんな短絡的な考えから生み出したのが『魔法少女キューティースリー』です。

　完全に悪ふざけです。

　最近の魔法少女もののアニメなど全然見ていないので、完全に想像で書きました。

　その結果、菊きく池ち先せん生せいに多大なご迷惑をお掛けしてしまいました。

　魔法少女の目元を覆おおうものを何にするかで、何回も打ち合わせをしました。

　本当にすみません。

　実はこのイラストの打ち合わせをしている最さい中ちゆうに、アニメのキャラデザインの打ち合わせがあり、そこで菊池先生と初めてお会いしました。

　いつもお世話になっているお礼と、今回のお詫わびをさせて頂きました。

　菊池先生、超いい人でした。

　今後ともよろしくお願いします。

　二○一八年は、そのアニメの準備に追われた一年でした。

　自分以外のクリエイターの方々との打ち合わせは非常に刺激になり、また勉強にもなりました。

　今後の自分の作品に活いかすことができるようにしたいです。

　それにしても、そのプロのクリエイターの方々の仕事は見事なものです。

　初めてキャラデザインを見たときは感動すらしました。

　そんな色んな人たちに支えられてこの賢者の孫はできています。

　担当編集さんには、相変わらずご迷惑をお掛けしています。

　そして、この作品を読んで下さっている読者様に最大の感謝を。

　今後ともよろしくお願いいたします。








二○一八年　十二月　吉よし岡おか　剛つよし
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